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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　チャペルから延のびる石いし畳だたみの上にはフラワーシャワーの花びらが散っていた。色とりどりのその上を足早に歩きながら、運転手に貰もらった領収書をスーツのポケットに突つっ込む。

　エレベータのなかで乱れた髪かみを整えて、覚かく悟ごを決めて背筋を伸のばす。脱ぬいだコートをクロークに預けて式場に案内されたときは、ちょうどキャンドルサービスの最中だった。

　新しん郎ろう新婦が暗くなった会場を、リボンと花のついた長い蠟ろう燭そくを持って回っている。

　壁かべ際ぎわの係員に案内図を見せて貰い、〝折おり口くち貴たか文ふみ様〟と自分の名前が書いてあるテーブルを見つける。壁かべ沿いに歩いて目的の椅い子すに座ると、傍かたわらにいた中学時代の知人が呆あきれた眼まな差ざしを向けた。

「まだ直らないのかよ、その遅ち刻こく癖ぐせ」

「授業があったんだよ。大体、平日に結けつ婚こん式するほうが悪い」

　自分のテーブルを見回せば、中学時代の知り合いが半数に新婦の友人の女性が半数だった。彼女たちはうっとりとキャンドルサービスを眺ながめ、しきりに主役の写真を撮とっている。

　俺は渇かわいた喉のどを癒いやすためにワイングラスに手を伸ばす。そのまま水でも飲むように一気に白ワインを飲み干して目の前の料理に手を付けると、知人は「お前が教師なんて世も末だ」と言い出した。

「中学時代はろくに学校に来てなかったくせに」

「そういう奴やつほど卒業してから来るもんなんだよ。文化祭とか放課後とかにＯＢの不良が来てただろ。あれと同じだ」

　俺がそう答えると、知人は肩かたを竦すくめて視線を逸そらす。

　俺が教師になったのは将来の夢を聞かれたときに、冗じよう談だんで「教師」と答えたからだ。その言葉を真に受けた男は、応おう援えんすると言った。新婦の横に立っている今日の主役がその男だ。

　数年ぶりに見る新郎は、やけに照れた顔で嬉うれしそうに笑っている。ただでさえ締しまりのない顔が余計にゆるんでいる。傍らの新婦は丸みのあるフォルムのウェディングドレスがよく似合う可愛かわいらしい子だった。耳元に飾かざられた白い百合ゆりの生花からいい匂においがする。

　二人とも幸せそうだ。新郎は俺と目が合うと一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらいながら、それでも微笑ほほえむ。

「来てくれたんだ？」

　正直に言えば、招待状が来たときは迷った。おそらくこいつも、送る時に迷ったんだろう。

「新婦が美人だって聞いたんだけど、間ま違ちがいだったな。超ちよう美人だ。お前には勿もつ体たいないよ」

　俺の言葉に新婦はにっこりと笑って、俺たちのテーブルのキャンドルに火を灯ともす。

「俺だっていい男だろ」

　新郎が不満げな顔をしてみせると、新婦の友人達がけらけらと笑う。

　俺に屈くつ託たくがないのがわかり、ほっとしたように新郎が次のテーブルに移る。

　かつての知人や見知らぬ新婦の友人に話しかけられながら、俺はなんでもないふりで食事を続けた。二次会では幹事でもないのに司会をして場を盛り上げた。

　ワインとビールを一気飲みして、みんなの笑い声と自分の笑い声を聞きながら、いい気分になっていたら、いつの間にか知人に肩を抱だかれて路上に立っていた。

「二人とも今日は本当にありがとうな」

　そう言って新郎はタクシー代を知人に渡わたす。

　俺はがんがんする頭を振ふりながら「おめでとう」と言った。飲み過ぎたワインが、今にも胃からせり上がってきそうだった。

「うん、ありがとう。貴文の結婚式には呼んでくれよな」

　俺は頷うなずかずに知人の肩口に頭を凭もたれる。

　だけど酔よっぱらいの挙動なんて誰だれも不ふ審しんには思わない。

「じゃあまたな」

　知人がそう言って俺を抱かかえる。タクシーに押し込まれて、そのままドアの窓に寄りかかった。

　車が出発してから振り返ったら、新郎の横にいつの間にか寄り添そうように新婦が立っている。幸せそうなその横顔に腹が立つ。

「死んじまえ」

　思わず漏もれたその呟つぶやきに、知人が俺を見る。

「折口？　何か言ったか？」

「……何も。良いい式だったな」

「確かにそうだけど。……お前ずいぶん変わったな。昔はもっと、なんていうか近寄りがたかったのに」

「これでも教師だからな」

「だったらそんなになるまで飲むなよ。まぁ、おかげでいろいろと面おも白しろかったけどさ」

　笑い混じりにそう言った知人は何も知らない。

　中学時代の思い出話を語っていると、すぐに駅に着いた。

「忙いそがしいだろうけど、良かったら今度また飲もうぜ」

　一足先に降りた知人は、俺の手に新郎から貰ったままのタクシー代を握にぎらせながら「お互たがいあいつよりいい女と結婚しような」と決意のように言った。

　それに笑って手を振る。

　何も知らない知人は振り返らずに駅に向かう。

　車が走り出してから、泣きそうになって俯うつむく。

「吐はかないでくださいよ」

　運転手が嫌いやそうに言って、ビニール袋ぶくろを差し出す。

　それを握りしめながら、あふれそうになる涙なみだを必死にこらえた。誰も何も知らない。

　知人や、幸せな新婦は何も知らない。知っているのは俺とあいつだけ。愛し合っていた事実も、永遠を誓ちかったあの夏の日の事も、贈おくられた指輪のことも。

　二人とも忘れたふりして覚えてる。覚えてたって何にもならないって、分かってる。

　だからあいつは彼女を選んだ。

　なのに俺は忘れられないままここで俯いてる。

「格好わる」

　ポケットに入れた指に触ふれる指輪の冷たさが涙も出ないくらいに切なくて、俺は思わずタクシーを停とめた。

「お客さん、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　心配気な運転手の声を無視して、おぼつかない足取りで繁はん華か街がいに向かう。

　自分が何をしたいのかも分からずにそのままふらふら歩いた。

　閉店してシャッターを下ろした店の壁に寄りかかり、そのままずるずると座り込む。鉄製のシャッターと、タイル張りの床ゆかが冷たくて気持ちがいい。

　雑ざつ踏とうを聞きながら、こんなところで寝ねたら目覚めた時には一文無しになってるだろうかと考え、もうどうでもいいかと目を瞑つぶる。

　もう何だって良い。

　ポケットの中の指輪から指を離はなしてすっと力を抜ぬいたら、そのまま落ちるように意識が沈しずんだ。










　ベッドが揺ゆれた気がして目を覚ます。

　最初に視界に入ったのは見知らぬ男の後ろ姿だった。

　ベッドの端はしに腰こしを下ろした濡ぬれた背中を見て状じよう況きようを把は握あくしようとしたが、朦もう朧ろうとした意識はすぐには鮮せん明めいにならない。

　額に手を当てると、髪が濡れていた。ふいに体を見下ろして、自分が全ぜん裸らであることに気づく。「う……」

　体を起こして頭痛に耐たえていると、目の前に冷えたペットボトルが差し出される。

　キャップを開けようとしたが、うまくいかずにペットボトルをベッドの上に落とす。最後に飲んでからどれほど時間が経たっているか分からないが、まだ酔いが残っているようだ。

　見かねた男がそれを持ち上げキャップを開けてくれる。

　そのまま口元まで持ってこられて、両手で受け取って口を付けた。

　アルコールに痛めつけられた胃に染しみる水の心地ここちよさに思わず目を閉じかけて、目の前にいる男の存在を思い出す。

　男は少し長めの明るい髪をしていた。黒目がちな瞳ひとみと高い鼻び梁りようが印象的で好みだ。引き締まった胸むな板いたにもそそられる。

　俺よりもいくつか年下に見えた。その顔にどこか見覚えがあるような気がしたが、思い出せない。人の顔を覚えるのが苦手だから、俺は早々に思い出そうとする努力を諦あきらめた。

「やんの？」

　黙だまったまま見つめ合ってるというのも妙みようで切り出す。

　俺は全裸で、相手も腰にタオルを巻いているだけだ。そんな状況では愚ぐ問もんだと分かっている。

　未いまだ忘れられない元恋こい人びとの結けつ婚こん式の日に、見知らぬ男と寝るのも悪くないと思った。きっとこいつと寝ても何も変わらないし、あいつのことを忘れられるわけもないだろうが、それでも一人で寝るよりはましだと思った。

「するなら早くしようぜ。寒い」

　濡れたままの肌はだを暖だん房ぼうの風が撫なでて行く。四月も半ばを過ぎたとはいえ、夜中に裸はだかでいて心地良い温度ではない。

　寒くなった両りよう腕うでをさすっていると、ベッドの脇わきに置いてあったコンドームの袋ふくろを見つけた。

「着けろ」

　抱くのも抱かれるのも、どっちでも良かった。だからその主導権を譲ゆずるように、それを男の手に渡す。抱かれたかったら俺に着けるだろうし、抱かれたくなかったら自分に着けるだろう。

　男は手の中のゴムをじっと見つめた。

　戸と惑まどうような表情をしている。

　目覚めた俺が逃にげ出すとでも思っていたのかもしれない。まさか、同類だとは知らなかっただろう。

「するんだろ？」

　相変わらず固まったままの男に焦じれる。

　もしかして男同士だからゴムの必要性がないと言いたいのだろうか。

「セーフセックスは嫌きらいか？」

　そう聞いて男に口吻くちづける。動かない舌に自分の舌を絡からめて吸い上げた。

　それから軽く男の欲望に触れて、芯しんを持つまで手の中で擦こすった。

　俺が手を放すと、男は包装を破ってゴムを取り出す。ゴムの端を指でこすってから、ゆっくりとした動作で嵌はめていく。時間をかけて、見せつけるように装着する姿に、男の意図通りに煽あおられた。

　ゴムを嵌めた不格好なそれを見ているだけで体が熱くなる。最近はご無ぶ沙さ汰ただったからなのか、アルコールが理性のリミッターを外したせいなのかは分からない。

　あいつ以外の男を見て、こんな気持ちを抱いだくのは初めてだった。

　じっと見ていると、男がゆっくりと顔を近づけてくる。見れば見るほど、整った顔をしていた。わざわざ酔いつぶれてる相手をホテルに連れ込まなくても、相手には不自由しそうにない。

　その顔は文句なしに格好良かったが、どこか翳かげりがあった。それがまだ若い男の顔を雰ふん囲い気きのあるものに変えている。

　何故なぜ自分みたいな平へい凡ぼんな人間が、この男の相手に選ばれたのか不思議だ。

　キスをするのかと思ったら、近づいた唇くちびるは頰ほおを掠かすめた。そのまま、ベッドに押し倒たおされる。

　相変わらず重い頭が痛んだが、膝ひざに手をかけられるとそんなことはどうでもよくなった。

　無骨な手に足を割られ、男の視線を感じる。だけどそのまま男は動かない。

　目を合わせたら、ふいに男の瞳が一いつ瞬しゆん揺ゆらぐ。

「もしかして、男を抱くのは初めてか？」

　躊躇ためらう雰囲気にそう尋たずねると、男は少し間をおいてから頷うなずいた。

　興味本位で試ためす最初の同性に泥でい酔すいしている相手を選ぶなんて、最近の若い奴やつらのモラルには呆あきれる。

「こんなところ入んの？」

　男の声は、低くて少し尖とがっていて心地が良い。声まで好みだと思ったらなんだか笑えた。

　元恋人の結婚式に招待された俺を神様が哀あわれんでセッティングしてくれたんだろうか。そんな面めん倒どうを見てくれる神様がなんの神様かは知らないが、一夜限りの相手とはいえどうせ寝るなら好みの方がいい。

「入るよ」

　自分の指を口に入れて唾だ液えきで濡らしてから、その場所に触れる。久しぶりだから堅かたいが、弄いじっているうちに、次し第だいに快楽を思い出して緩ゆるんでいく。

　ふいに顔を上げると、男はじっと俺の顔を見ていた。

「なに……？」

　局部を見られているよりも顔を見られる方が恥はずかしい。今いま更さら羞しゆう恥ち心しんなんてないと思っていたが、顔に血が上るのが分かった。

「あんたの顔、興奮する」

　男はそう言うと、獣けものじみた顔で笑った。

「こんなに色っぽい顔するとは思わなかった」

　男が口角をあげると、僅わずかに犬歯が覗のぞいて、赤い舌が見える。その表情が堪たまらなく格好良い。

「俺も、お前の顔に興奮するよ」

　路上で酔よいつぶれた割には悪くない状況だ。

　少なくとも、長年想おもっていた相手よりは顔も体も目の前の男の方が何倍も優すぐれている。

　あいつは細くて俺よりも背が低くて、筋肉だって付いてはいなかったけど、いつも抱かれるのは俺の方だった。といっても最後に抱かれたのなんて、十年近く前の高校生の頃ころの話だ。

　それにあの頃は快感よりも安心を得るためにセックスをしていた。あの頃の俺達にとってセックスは、ただの友達ではないとお互たがいが確かく認にんするための行こう為いだった。

　そうだ、わざわざ確認しなければならなかった。じゃないと安心できなかった。そんな関係が長続きするはずもない。

　そのことを思い出した瞬間、じわりと目め尻じりに涙なみだがにじむ。

　それを目の前の男に気づかれた。驚おどろいた顔が何も言わないうちに、誘さそい文句を並べる。

「来いよ。入れろ」

　そして早く酔わせてくれ。何も考えられないくらい激しくしてくれ。

　男の乾かわいた唇を、舌を伸のばして嘗なめた。かさついた皮ひ膚ふを感じながら、その口の中に舌を入れる。

　唇を離はなすと、男の手が俺の体を引き寄せた。触ふれ合ったところだけが温かくて、すり寄せるように足を曲げる。

「っ」

　押しつけられた硬さに、不安になったのは一瞬だけだった。

　自ら指で開いた場所に入り込んでくる硬い陰いん茎けいに、熱く長い息を吐はく。

　肉の間に入り込んだその欲望が、体を中から広げていく。

「ふ…っ」

　違い和わ感かんと痛みを感じたが、その逃がし方を体はちゃんと覚えていた。

「そんな丁てい寧ねいにしなくていい」

　ゆっくりと奥まで埋うずめられる。慣らすように気き遣づかうように。

　その動きはまるで焦らされているようで落ち着かない。

　頰にキスされて、可愛かわいがるように頭を撫でられる。年下の男にそんな事をされるのは心外だったが、心地よくてその手の動きを意識せずとも追ってしまう。

「んん……っ」

　最さい奥おうを突つかれると、さすがに無視できない痛みを覚えてシーツに爪つめを立てる。

「苦しそうだけど？」

　心配げな声こわ音ねで尋ねられて、首を振ふる。

　苦しかったし、いっそ縮んで欲しいとも思ったがそれを口にするのは嫌いやだったから、意地を張るように「いいよ」と言った。

「そのまま動けよ」

　このまま、めちゃくちゃにしてくれていい。もういっそ快感なんて無くて良いいと思った。

　目の裏にちらつくあいつの顔を消してくれたらそれでいい。

　俺は手を伸ばして目の前の男に抱きつく。その体からは甘い匂においがする。石せつ鹼けんの匂いだとは気づいたが、柑かん橘きつ系の柔やわらかなそれは目の前の男に似合わなくて、ほんの少し笑ってしまった。

「どうかした？」

　話すまでもない、くだらないことだ。

　首を振ると男はぐっと俺の体を抱きしめてから、そっと俺の瞼まぶたに唇を落とす。

　そのまま柔らかな口吻くちづけを頰や髪かみに繰くり返される。まるで恋人にでもするような甘ったるい仕草がくすぐったくて目を開く。

「優やさしいな、お前」

　一夜限りの相手に、そんな優しさはいらないだろうに。

「……何か、悲しいことでもあった？」

　ああ見み透すかされていたんだな、と思ったら不意に眦まなじりが熱くなる。

　式では平気なふりをしてみせた。あいつやあいつの嫁よめの前では殊こと更さらただの友人を演じてみせた。だけど本当に気にしていなかったら、指輪なんて持ってきたりしない。それを当てつけのようにあいつに返してやろうなんて、出来もしないことを考えたりしない。

　高校生がお小こ遣づかいで買った安物の銀の指輪はくすんで、もうガラクタにしか見えない。けれど俺はそれをまだ捨てられず、あいつと唯ゆい一いつ繫つながっている絆きずなのように思っている。

　でも結局、あいつの幸せを壊こわす程ほどの狡ずるさも勇気も情熱も持ち合わせてはいなかった。

　そもそも、高校の時に俺から別れを切り出したんだ。あいつの心変わりを悟さとって、ふられるのが怖こわくなったから、自分の手で終わらせた。

　そんな俺に今更あいつの幸せを壊す権利なんてない。

「っ」

　ぼろぼろと涙が勝手にあふれて、俺は見知らぬ男の前で泣き出した。堪こらえようとすると喉のどの奥が変に引きつる。そんな俺の肩かたを優しく男がさする。

　泣いても良い、という仕草に甘えて肩の力を抜ぬいた。

「好きだったんだ」

　子供のようにしゃくりあげながら、ずっと胸の奥に抱かかえていた想いを吐と露ろする。

「俺は、本当に……ずっと好きだったんだ」

　あやすように何度も目尻にキスされた。

　涙を吸い取るかさついた唇が、ふやけて柔らかくなるのが分かる。

「ふられたのか？」

　そう聞かれて首を振る。

「俺がふったんだ。もうずっと前に」

「自分がふったのに泣いてんの？」

「馬ば鹿かみたいだろ？」

　泣きながら自じ嘲ちようするように笑った。口元は緩んで、だけど涙は止まらないから、きっと変な顔になっているだろう。

「別れたくなかった。だけど、別れるしかなかった」

　俺から切り出さなきゃ、きっとふられていた。

　高校生の夏の日。別れを切り出したグランドで、俺は一度も泣かなかった。その代わりに笑った。今と違ちがってうまく笑えたはずだ。あいつに確かめることはできないけれど。

「好きだったんだ。すごく……。もう手が届かないのに、まだ俺は……」

　涙るい腺せんが壊れたみたいに涙が溢あふれる。見知らぬ男の前でどうしてこんなに泣けるのだろうと思ったが、きっと見知らぬ男の前だから泣けるのだと気付く。

「……忘れちゃえば？」

　男は無責任に言って、俺の泣き顔を覗き込む。

　ゆっくりと揺ゆさぶられながら「何も知らないくせに」と言い返して、視線から逃のがれるように肩に顔を押し付ける。

　低血圧で体温の低い俺とは違って、男の体はどこもかしこも熱くて気持ちがいい。

「はっ」

　ずっ、と体の奥まで押しいってきた男に、呼吸が苦しくなる。

　快感を探さぐるようにゆっくり、奥まで何度も活かつ塞そくする。そんな風にされると、自分の体が開いていく様をまざまざと見せつけられるようで、恥はずかしい。

「っ……あっぁ」

　体が少しずつ思い出す。力の抜きかたや、気持ちのいい場所を一つ一つ拾い上げるように。

「っ……ん」

　そこがいい、と腰こしを押しつけるように男に教える。

　舌を伸ばして男の唇くちびるを嘗め、薄うすく開いた唇の間から白い歯に触れる。

　揺さぶられて、気持ちよくて、目の前の男しか見えなくなる。

「う……」

　男の低い声に煽あおられるように、体の内側が顫せん動どうする。

「あっ…ぁ…」

　たまらない気分になって、自分から腰を揺らす。

　自分勝手に動かずに俺の快感を優先してくれている男の髪の中に指を入れて、顔を引き寄せた。

「じゃあ…さぁ…」

　睦むつ言ごとのように男の耳に囁ささやいた。

「お前が忘れさせてよ」

　情欲に染まって色気を増した男の目が、真しん剣けんみを帯びた物に変わる。

「いいよ」

　ベッドの上の睦言にしてはやけに真しん摯しに響ひびいた言葉に、胸の奥が温かくなった。

「忘れさせてやる」

　男は強く俺を抱だきしめた。塗まみれた音と自分の嬌きよう声せいの合間に、男の荒あらい息づかいが聞こえる。

　それを聞いていると安心できた。

　強く抱き留める腕うでが、色んな事を忘れさせてくれる気がした。

　相変わらず涙なみだは止まらなくて、だけどいつの間にか悲しい気持ちはどこかにいってしまっていた。

「お前、いい男だな」

　そう呟つぶやいた声が男に聞こえたのかどうかは知らない。口に出していたのかどうかもあやしい。

　だけど、男が笑ったのが気配で分かった。

　突き上げられて喘あえがされて、気を失うまで抱かれた。男の頭を抱きかかえながら、いっそ繫つながったままでいられたらいいのにと、馬鹿なことを願った。










　目覚ましの音が頭の中に反はん響きようする。

「う……気持ちわりぃ」

　手探りで携けい帯たいを見つけようとして、ベッドから落ちた。

「痛いってぇ……」

　打ち付けた腰と背中が痛く、声も嗄かれている。頭の中で大きな鐘かねが鳴ってるみたいに頭痛がする。それに喉の奥もひどく痛いし、酒を飲んだせいか目も腫はれぼったい。

「どこだ？　ここ」

　見慣れない天てん井じように違い和わ感かんを覚えた。

　自分の酒臭くさい息に不快な気分になりながら、気け怠だるい体で起きあがる。体中から饐すえた臭においがするようだ。

　ようやく見つけた携帯電話は、テーブルの上に畳たたまれたシャツの上に置いてあった。携帯のアラーム機能を停止させてから、ぼんやりと部屋を見回していると、記き憶おくがゆっくり戻もどってきた。

「そういえば……」

　全身の倦けん怠たい感の理由が二日ふつか酔よいだけじゃなかったことを思い出す。酔いに任せて見知らぬ男と寝ねた。その事実を反省しながら、ベッドに手をついて立ち上がる。

　すでに男の姿はなかった。シャツの傍かたわらにあったジャケットのポケットを探ると、財さい布ふが出てくる。一応中身は無事のようだ。

　といっても、残金は一万円と小こ銭ぜにしか残っていない。結けつ婚こん式のご祝しゆう儀ぎは月末の財布に痛い。こんなことなら無理して二次会に参加すべきじゃなかった。

　ぐるりと部屋を見回したが、そこに金はなかった。

「やり逃にげかよ。半額ぐらい置いて行けよ」

　路上で寝ている人間をホテルに引っ張り込むような奴やつに、良識を求めても仕方がないが、この残金ではホテル代が足りるか心配だ。足りなかったらフロントに事情を説明するしかないが、格好悪いことこの上ない。

　恨うらみも込めて昨日の男の顔を思い出そうとしたが、うまくいかない。好みだったことは覚えているが、それ以外の情報がどうも曖あい昧まいだ。

　思い出せるのは路上で蹲うずくまっていたことと、見知らぬ男とセックスしたことだけだ。

「あー……記憶飛んでんな」

　掠かすれた耳みみ障ざわりな自分の声を聞きながら、酒はしばらく控ひかえようと出来もしない決意をして、よろよろとバスルームに向かう。タイルの上に座り込もうとして膝ひざの力が抜けた。

「っ」

　膝が笑って、腰が痛む。よく覚えていないが、無理な体勢でも強要されたんだろうか。

「そういや、でかかったような気も……いや、どうだったかな」

　男と寝たのは二人目だ。一人目でさんざん懲こりたはずだった。

　これを最後に二度と男とは寝ないと決意して、立ちあがる。

　シャワーを浴びた後も倦怠感は残っていたが、いつまでもここにいるわけにはいかず、金を払はらってラブホを出た。

　ぎりぎり金が足りたことに安あん堵どしながら、まだ人気の少ない道路に立ち、辺りをぐるりと見回した。街並みには見覚えがない。傍らの電柱に書かれた住所は、知らない地名だった。

「あれ？　どこだ……ここ」

　脳のう裏りに遅ち刻こくに厳しい教頭の顔が浮うかぶ。

　確か次に遅刻したら罰ばつ則そくだと息巻いていた。

「だから、なんで平日に結婚式なんかするんだよ」










「折口先生は生活指導担当でしたよね。で？　何をどう指導されるおつもりですか？」

　風紀委員の女子が俺の胸むな元もとまである門の向こうから、呆あきれたような目を向けた。

　俺と同様に遅刻が決定した生徒は門の内側には入れず、俺の横でブーブー文句を言っている。

「いや、今日はちょっと体調不良で」

「この間もそう言ってらっしゃいましたね」

「不治の病で」

「先生の病って二日酔いですか」

　酒の臭においがしたのか、女子生徒の表情が軽けい蔑べつするようなものに変わる。

「あれ？　先せん輩ぱいまた遅刻ですか？」

　からかうよう言った年下の数学教師の樺かば島しまに、門を指して開けろと合図する。

「ダメですよ！　先生」

　門に手をかけた樺島に向かって女子生徒が可愛かわいい顔で抗こう議ぎすると、樺島は困った顔をつくり「ダメだそうです」とにやけながら口にした。

　大学時代の後こう輩はいでもある樺島は今いま更さら俺の言う事なんて聞かない。それよりも可愛い生徒に鼻の下を伸のばしてだらしない顔をしている。女子生徒は確か樺島の担当しているクラスの生徒で、美少女で有名な名な取とり早苗さなえだ。

　いくら見た目が可愛くても、相手は生徒だ。そんな相手に見み惚とれている樺島に呆れる。

　倫りん理り的に、教師と生徒でよからぬ関係を持つなんてぞっとしない。生徒に対して欲情する教師には軽蔑すら覚える。

　名取は可愛いから樺島の気持ちも分からないではないが、それを周りに悟さとられるなんて教師失格だ。

「仕方ないだろ。俺が行かなきゃ二組は全員ホームルームできないんだから」

「ダメです！」

「そうだよ、先生だけずりぃ」

　遅刻したために生徒手帳の提示を求められている生徒が、唇くちびるを尖とがらせた。

「先生も反省文ですからね！」

　俺は名取の言葉を無視して、三歩助走を付けてから手を付いて門を乗り越こえる。

「先生!!」

　非ひ難なんめいた名取の声を背中に聞きながら、足早に校舎に向かう。続けとばかりに何人かの生徒が同じように門を越えようとしたが、悉ことごとく失敗している。結局門の上に乗り上げるような形になり、名取に反対側へと押し返されていた。

　風紀委員のおかげでホームルーム開始時間までぎりぎりだったが、走るほどの元気はないので早足で教員用の下げ駄た箱ばこに向かう。

　去年生徒から誕生日プレゼントに貰もらった健康サンダルを履はいて、職員室には向かわずにそのまま教室に行く。まだ二十代なのに健康サンダルが誕生日プレゼントなんて我ながら悲しくなってくるが、意外に履き心地ごこちがよくて気に入っているのも事実だ。

　教室に入ると、クラス全員の非難めいた視線が向けられた。

「今日は道ばたにおばあさんが倒たおれていて……」

「そうですか、何でも良いいんでさっさと始めてください」

　最近、生徒が冷たい。

「あー……俺からは特に連れん絡らく事じ項こうないんで、今日の日直」

　教職員の朝礼には出てないが、今日はこれといった行事はなかったはずだと思いながら、教きよう壇だんの隅すみにある教師用のパイプ椅い子すに座る。

　出てきた日直は若じやつ干かん嫌いやみを込めて「今日の昼休みに美化委員は三階の渡わたり廊ろう下かに集合してください」と連絡事項を告げてから、いつも通りに日直の仕事をこなす。

　おそらく隣となりのクラスの担任教師である冨と樫がしが俺の代わりに、わざわざうちのクラスの日直にも教えてくれたのだろう。今までにも何度かそういうことがあった。

　クラスの朝礼が終わってから職員室に寄ると、教頭がメドゥーサのような目で俺を見た。視線を合わせないようにして、教材を持ってこっそり職員室を出ようとしたが、そんな俺の目もく論ろ見みを見通した教頭は、ドアのところに先回りして立ち塞ふさがる。

「折口先生」

「あ、教頭先生。今日も頗すこぶる美人ですね。目め尻じりの皺しわがなんとも優美な曲線を描えがいてらっしゃる」

　ひくり、と教頭の口元が引きつる。

「今朝の朝礼で折口先生の罰ばつが決定しました」

「え？」

「次に遅刻したら罰を与あたえるといいましたよね」

　きらりと教頭のレンズが光って、思わず背中に汗あせが流れた。

「げ、減給はちょっと……」

　ご祝儀代とホテル代で痛めつけられた財布の中身を思い出すと、眩暈めまいがする。

　教頭は俺の言葉ににっこり微笑ほほえんで「二ヶ月間にこにこ相談室をやってもらいます」と言った。

　にこにこ相談室とは、県が決めた面めん倒どうな制度だ。カウンセラーなら週に二度ほど学校に顔を出しているが、それだけでは子供の心のケアが十分でないと判断した教育委員会が、カウンセラーが来ない曜日に教員を相談室に待機させると決定した。

　昼休みと放課後の二時間ほど、教員を相談室にボランティアで配置するこの制度が決定されたのは一年以上前だ。

　そんなに子供の心のケアがしたいならお前らがやれよ、と口に出して言えないのが公こう僕ぼくの悲しい性さがだ。おかげで教員が交代で相談室に待機することになった。

　娘むすめは褒ほめて伸びるタイプだから勝手に叱しかるなとか、息子むすこが学校で失くした携けい帯たいを弁べん償しようしろとかいうふざけた主張を繰くり返す保護者。あれをやれ、これをやれとうるさい教育委員会。果ては制服のまま万引きやかつ上げをして、警察に補導される生徒。安月給に喘あえぎながらそいつらとつきあっている教師のほうが、絶対にカウンセリングが必要だ。

　一銭も金がでないのに、にこにこして相談になんて乗ってられるか。

「二ヶ月って、カウンセラーが来ない日全部俺ってことですか？」

「ええ」

「いや……ほら、教頭、俺パソコン愛好会の顧こ問もんですし」

　運動部を担当したくなくて、無む理り矢や理り愛好会の顧問に納まったことは記き憶おくに新しい。正直パソコンなんて仕事以外ではろくにいじらないが、肩かた書がきだけの顧問なので楽で気に入っている。

「愛好会の会長からは快かい諾だくを貰っています。それに書道部の冨樫先生が代わりに一時間に一回見回りをしてくれるそうです」

「そうはいっても、あいつらには俺がいないと……」

「いないと安心して部活動に励はげめます、と素す敵てきな笑え顔がおで言ってくれました。だから先生は何も気になさらずににこにこ相談室にいてください」

　この間ネットでウィルスを拾ってきて感かん染せんさせた挙げ句、駆く除じよできずに結局初期化するはめになったことを、未いまだに恨うらんでいるらしい。

「……………はい」

　覚えてろよ、あいつら。

　元恋こい人びとは結けつ婚こんし、見知らぬ男にやり逃にげされた挙げ句、二日ふつか酔よいでにこにこ相談員決定だ。

　セックス自体は良かったが、体の倦けん怠たい感や精神的な疲ひ労ろう感に、遅刻の罰則である相談員決定のことを考えると後こう悔かいが渦うず巻まく。

　これ以上不幸なことはない。これなら反省文を書かされた方がまだましだった。

「はぁ」

　ため息をつきながら廊下を歩く。始業のチャイムは既すでに鳴っているので、廊下に生徒はいないはずだった。

　しかし玄げん関かんの方から背の高い生徒が歩いてくる。

　学ランのボタンを開けて、指定のシャツではなくＴシャツを着ている。

　図はからずも遅ち刻こくと服装違い反はん者を発見してしまったが注意するのも面倒なので、気付かないふりをする。

　見たことのない生徒だった。俺は去年赴ふ任にんして来て一年生を受け持った。今年は二年生を受け持っている。一年にしては背格好がしっかりしているし見覚えがないということは、担当したことのない学年、つまり三年生なのだろう。

　背は高く、柔やわらかな茶色の少し長めの髪かみが日の光に透すけて琥こ珀はくに輝かがやいている。顔は甘く整っていて、さぞ女子生徒にモテるんだろうなと思った。

　そういえば昨日俺をやり逃げした男を見た時も、そんな感想を抱いだいた。

　──でもこいつほどさわやかではなかったし、高校生でもなかった。

　気にせずに生徒の横を通り過ぎようとしたら、「先生」と呼ばれた。

「なんだ？」

　そう言って振ふり向いた時に、生徒は俺のシャツの胸ポケットに折り曲げた紙し幣へいをねじ込む。

「？」

　一体なんだと思っていると、そいつは爽さわやかな顔を崩くずして不敵に笑うと「ホテル代」と言った。

「はぁ!?」

　ホテル代!?　……ホテル代!!

　途と端たんに今まで眠ねむっていたはずの記憶の断だん片ぺんがぶわっと頭のなかで弾はじけた。ベッドの上で興奮すると笑って頰ほおを撫なでた相手の顔が、今みたばかりの生徒の顔と一いつ致ちする。

　思わず持っていた社会の教材をばさばさと落とした俺に背を向けて、生徒はそのまま俺とは反対方向に向かっていく。

　その後ろ姿を信じられない気持ちで見つめる。

　一夜限りの相手がまさか、生徒だったなんて一体なんの冗じよう談だんだ。話が違ちがう。

　何やってくれてんですか、ロマンスの神様。

「マジかよ……」

　思わず衝しよう撃げきのまま凍こおりついた俺は、しばらく未成年と淫いん行こうした際の法的罰ばつ則そくに関してぼんやり考えていた。

　思わず両手で頭を抱かかえてから、床ゆかに散らばった教材を集める。

　生徒に鼻の下を伸のばしてる樺島を軽けい蔑べつしたばかりなのに、俺の方がはるかに酷ひどい。

　──生徒とやるって、教師失格だ。

　拾い集めた教材を持って立ちあがり、最悪な気分で教室に向かう。

　教室に入る前に何気なくジャケットのポケットに手を入れて、指に触ふれるはずの指輪がないことに気がつく。

「え？」

　慌あわててパンツや、シャツのポケットも探さぐったが、出てこなかった。もしかしたら引き出物の袋ふくろの中か、バッグの中に入れたかもしれないと、駅のコインロッカーに預けたものを思い出す。

「最悪だ」

　いつも持ち歩いていた指輪すら失くして、本当に最悪な気持ちで俺は教室のドアを開けた。










　今日一日滅めつ多たにフル稼か働どうさせない脳みそを使って、生徒と寝ねたことへの対策を練った。

　結論。なかったことにしよう。

　俺たちの間には何もなかった。

　もしも今度あの生徒に会ったら「ホテル代ってなんのことだ？　人違いだろ」と無理矢理にでも丸め込んで、金を返してしまおうと思っていた。

　といっても、こちらから積極的に彼に会うつもりはない。

　今までだって接点がなかった生徒だ。これからも、それほど頻ひん繁ぱんに会う機会はないだろう。だからこそ、昨日会った時に気付かなかったのだ。こちらから下手へたに動かずにいれば、そのうちうやむやにできるかもしれない。向こうだって、俺に積極的に会おうとは思わないだろう。積極的に会いたいと思うなら、先にホテルを出ていったりしないはずだ。

　なのに。

「あんたも買い物？」

　いつの間にか横に立っていた男に驚おどろくと同時に脱だつ力りよくする。

　家の近所にあるスーパーに学校帰りに寄ったら、件くだんの生徒と鉢はち合あわせてしまった。

　出来るだけ近づかないようにしようと決めた途端これだ。

　男は私服姿だった。制服を着ていないと高校生には見えない。

「あんたじゃないだろ、先生だ。あと敬語使え。仮にも年上なんだからもっとうわやまえ」

「敬うやまえですよ、先生」

　先生、と呼ぶ言い方に嘲あざけるようなニュアンスを感じたのは、俺の被ひ害がい妄もう想そうなんだろうか。

　出来合いのポテトサラダを手にする男の買い物カゴには、缶かんビールやスパークリングワインが詰つめ込まれていた。他ほかにはスモークチーズやパック詰めにされた生ハムも入っている。誰だれがどうみても、酒盛りの買い出しにしか見えない。

　俺は半額のシールが貼はられた助六寿ず司しを選んで、そばを離はなれようとした。

「もう少し食った方がいいんじゃないんですか？　先生の腰こしって女みたいに細いし」

「余計なお世話だ」

　俺のカゴの中身はキシリトールのガムとお茶のペットボトルが二本、明日の朝食用のおにぎりが三つ入っているだけだ。低血圧で朝は起きられないことが多いから、もしかしたらおにぎりは昼食になるかもしれない。

　カゴの中身が独身男の侘わびしさを醸かもし出している。

「自じ炊すいする時はもっと食ってるよ」

　今日は指輪を捜さがしていて遅おそい時間になってしまい、作るのが面めん倒どうになっただけだ。確かに学校で食べる昼飯は食堂だし、朝食はコンビニで買う事が多いが、夕食は自炊が多い。

「お前こそ、未成年が堂々と酒買うなよ」

「桃もも瀬せ斎いつき」

「何？」

「お前じゃなくて桃瀬斎」

　先程の俺の口調を真似まねするようにそう名乗った。

「それに止められたことないですけどね」

　確かにそうかもしれない。桃瀬は一見高校生に見えない。老ふけて見えるというわけじゃなく、桃瀬の熟こなれた雰ふん囲い気きがそう見せるんだろう。

「まぁ、せいぜいバレないようにな」

　そう言って桃瀬から離れようとして、今朝シャツの胸ポケットにねじ込まれた紙幣のことを思い出す。

　財さい布ふから千円札を何枚か取り出して、桃瀬の前に出す。

「なんですか？」

「今朝、全く身に覚えのない金を何故なぜか貰もらったから返そうと思って」

　桃瀬は紙幣と俺の顔を見比べて、くすりと笑う。〝全く身に覚えのない〟というのは少しわざとらしかっただろうか。

「先生に身に覚えが無くても、俺にはありますから」

　桃瀬の顔にホテルで見たような陰かげのある、色悪な表情が浮うかぶ。

　一いつ瞬しゆんその顔に見み惚とれてしまう。遊び慣れた大人の顔に、桃瀬がうちの学校の生徒だということを忘れそうになった。

「なんのことか、全然わからねぇよ」

　そう言い返すと、桃瀬は肩かたを竦すくめる。

「誤ご魔ま化かさなくても、誰にも言いませんよ。先生」

　桃瀬は差し出した金を受け取ろうとはしなかった。

　仕方なく俺はその紙幣を財布の中に戻もどす。知らぬふりを通すのは無理だとわかり、この際だから無くした指輪のことを聞いてみようかと思った。

　確率は低かったが、もしかしたら何か知っているかもしれない。

「お前さ、その……指輪とか、知らねぇ？」

「指輪？」

　案の定桃瀬は怪け訝げんな顔をする。

「飾かざりのないただの指輪だ。首に掛かけられるようにチェーンがついてるやつで、内側に、俺の生年月日が彫ほってあるんだけど」

　桃瀬は「知りませんけど」と興味なさそうに言った。

　指輪は家に帰ってもなかった。電話番号を調べてホテルにも聞いてみたが、部屋に落とし物はなかったと言われて落ち込んでいた。タクシー会社にも問い合わせた。もし見つかったら連れん絡らくをすると言われたが、なんとなくタクシーではない気がした。

　どこでなくしたのかすら覚えてないんじゃ捜しようもない。まさか式場でなくしてないだろうな、とそればかり気になっていた。

　万が一あれがあいつの許もとに行ってしまったら、式の間中無理矢理笑え顔がおを作って演技していたのが全て無む駄だになってしまう。

「そうか、ならいい」

　俺は落らく胆たんを隠かくすこともせずに桃瀬に背を向けてレジへ向かう。

　会計を済ませてスーパーを出ると、入り口の近くに横付けされた派手な外車に女が寄りかかって煙草たばこを吸っていた。

　見るからに夜の仕事をしてそうな若い女は、俺の後ろから出てきた桃瀬を見て「遅い」と文句を言った。

「もう、待ちくたびれたぁ」

　責めながらも、甘えるようにそう言った彼女に、桃瀬は「だから歩きで来るって言っただろ」と言い返す。

「せっかく車出してあげたのに生意気ぃ」

　気安い関係なのは口調から感じられた。

　桃瀬が俺を追い越こして車のドアを開ける。その瞬間眼が合った。

　桃瀬は口元に意味深な笑みを浮かべて、俺から視線を逸そらした。

　その姿を見送りながら、思わず呟つぶやく。

「ほんと生意気」










　またあいつか。

　昼食を学生食堂で食べようと樺島と歩いている時に、向かいから来た生徒に思わず苦い思いが込み上げる。

　桃瀬の存在はあの日以来、やたらと目につく。俺が意識しているせいかもしれないが、姿を見かけるたびに何か言われるんじゃないかと内心穏おだやかじゃない。

　桃瀬は相変わらず校則違い反はんのＴシャツを着ていた。茶色の長い前まえ髪がみを煩わずらわしそうに搔かき上げる仕草が、嫌いや味みなくらいに様になっている。

「桃瀬。今日は部長会議が放課後あるから忘れるなよ。他の部の連中にも伝えておいてくれ」

　傍かたわらにいた樺島がそう声を掛けると、桃瀬の顔が嫌そうに歪ゆがむ。

「朝礼で言ってくださいよ」

「忘れてたんだ。悪いな」

　悪びれもしない樺島から視線を外して、桃瀬はちらりと俺を見ると、いつも見せる不敵な笑みを浮かべた。

「そういえば先生、指輪見つかったんですか？」

　桃瀬の言葉に俺は口の端はしを引きつらせる。傍らの樺島が面おも白しろいことを聞いたとばかりににやにやしだす。こいつがにやにやしているときはろくな事がない。今もネズミを追いつめた猫ねこのように楽しそうな目をしている。

「見つかってねぇよ」

　その話題はここでは出すなと、桃瀬を睨にらむ。だけど桃瀬は気にもせずに「早く見つかるといいですね」と言った。

「指輪ってなんですか？」

　早さつ速そく聞いてきた樺島を誤魔化して、食堂に向かう。

　いつものように定食を選んで、生徒から離れた席に着く。

　奥の方は教職員用のテーブルなのだが、食堂で食べる教師は少ない。

　昼休みぐらい生徒に煩わされずにゆっくりしたいのだろう。職員室で食べれば煩わされることもなくなる。

　だけど俺と樺島は食器を返しに来るのが面倒で、食堂で食べることも多い。

「さっきの生徒と仲が良いいのか？」

　定食を食べながらそう尋たずねると、樺島はがっついていたカレーライスから顔を上げる。メタボ気味の樺島の食事量は普ふ通つうの人間の二倍以上だ。向かいに座る樺島の目の前にはカレーライスとミートボール入りスパゲティが置かれている。

「ああ、桃瀬ですか。俺のクラスですよ」

「三年二組か？」

「ええ。顔が良いから女子に人気があるんですよね。でも男子にはあんまり好かれてないですね。同じ部の連中とはよく連つるんでますけど」

「男子に好かれてないのか？」

「桃瀬って基本的に他人に興味がないんですよね。だからそれもあるでしょうし、あとは……妬ねたみも入ってるかもしれませんね。なんたって名取とつきあってるみたいですから」

「名取って、お前のクラスのあの可愛かわいい子か」

　名取は昨年までいた姉と揃そろって有名だ。姉の方は年ねん齢れいにそぐわない大人の雰囲気を持った美人だったが、妹の方は年齢相応の可愛らしい少女だ。うちのクラスの男子も何人かが名取に恋こい心ごころを抱いだいているようだ。

「そうです」

「名取とつきあってるのか」

　しかし、数日前にスーパーで見かけた女性は名取とは似ても似つかない。それに桃瀬の身内にも見えなかった。

　高校生のくせに浮うわ気き三ざん昧まいか。

　彼女がいるのに自分の高校の教師と寝ねるなんて図太い神経をしている。

「桃瀬につきあっている相手がいるとは思わなかった」

　適当な相手と寝て、決まった相手はいないと思いこんでいた。桃瀬の俺に対する態度が一度寝た人間に対する態度にしてはあまりにあっさりしていたから、そういう軽いつきあいばかりを繰くり返しているのだと勝手に想像していた。

　あいつにはちゃんとつきあっている本命がいるのか。

「そりゃ居るでしょう。桃瀬なんか俺の経験値を上回ってそうで怖こわいですよ」

　樺島はそう言うと、カレーライスを完食してスパゲティに手を伸のばした。

「俺はお前の食欲の方が怖いよ。というより彼女いない歴イコール年齢じゃなかったのか？」

「これでも高校の時は瘦やせててかなりモテてたんですよ。それこそ桃瀬レベルで。俺も桃瀬と同じくバスケ部でしたし」

　そう言われても初めて会った時には既すでに太っていたので、瘦せている樺島がイメージできない。

「桃瀬はバスケ部なのか」

「ええ、結構優ゆう秀しゆうな選手なんでバスケの推すい薦せん入学が取れそうですね」

「そうなのか？」

「そうなのかって、去年うちのバスケ部がインハイ行ったの忘れたんですか？　桃瀬もレギュラーで出てましたよ」

「夏は甲こう子し園えんのことで頭がいっぱいだったからな」

　高校時代に自分が甲子園に憧あこがれていたから、毎年夏になれば頭の中は野球でいっぱいになる。スポーツニュースで延々と甲子園特集を飽あきもせずに見てしまう。特に無名校の初の甲子園参加は感動する。見知らぬチームでも、選手が泣いている姿にはいつも目め頭がしらが熱くなる。

「桃瀬はうちのエースでキャプテンなんですけど」

　責めるように樺島が俺を見る。

　バスケ部というと、去年の秋の喫きつ煙えん事件が真っ先に頭に浮うかぶ。

　樺島もその事件の事が頭に浮かんだのか「バスケ部はいろいろありましたよね」と口にした。

　うちの学校は体育館を使用する部が多いので、使用は順番になっている。各部が三ヶ月おきに一ヶ月間近くの小学校の体育館を使用させて貰もらう。バレー部やバドミントン部、剣けん道どう部や卓たつ球きゆう部は特に支障がないが、バスケ部はバスケットゴールの高さが違ちがうため、練習にならないと前にうちのクラスのバスケ部員が愚ぐ痴ちっていた。

　その小学校の用具室で吸い殻がらが見つかったのは去年の秋の話だ。当日の放課後に小学生が掃そう除じをした時はなく、翌日の一時間目に用具室に入った教師がみつけたそうだ。しかもビールの空き缶かんを灰皿代わりにして、体操マットの近くに置いてあったという。

　当然小学校側はうちの学校に抗こう議ぎの電話を掛かけてきて、犯人を見つけだして欲しいと言った。

　その時体育館を使用していたのはバスケ部で、最後の戸と締じまりを担当したのが問題のある生徒達だった。

　彼らには半年前にも飲酒での補導歴があり、教師側も黙もく認にんするのは限界だった。

　しかし彼らの行こう為いは連帯責任で、何の非もない他ほかの部員も罰をうけることになる。

「先生が犯人は自分だって名乗り出た時は驚おどろきましたよ」

　樺島はそう言って口の周りのミートソースを紙ナプキンで拭ぬぐう。

「でも、一番驚いてたのは当事者の連中ですけどね」

〝喫煙所が無くて外で空き缶を灰皿に吸っていたけど、生徒を迎むかえに行ったときに間ま違ちがって用具室に置いてきてしまった〟

　近くの小学校まで用具を車で運ぶのは顧こ問もんの役目だったが、その日は顧問に用事があり、たまたま俺が担当した。大量のバスケットボールは運ぶのが大変だったことを良く覚えている。

　下手へたな噓うそに少しでも真実みを持たせるために、俺は自らに禁煙という罰ばつ則そくを与あたえた。

「あの件は反省して、現在まで一本も吸ってないよ」

　小学校に頭を下げに行って、自分が犯人で生徒達は悪くないと釈しやく明めいした。今後二度とないようにすると口にした俺に対して、小学校側の校長はため息を一つ漏もらして「そういうことにしてもいいですが、今後は二度とないようにしてください」と許してくれた。

「反省……ですか」

　含ふくみのある口調で樺島が繰り返す。

　恐おそらく、誰だれ一人として俺の噓を信じていない。しかし信じたふりをした。

　本当の犯人達は俺が言うまでもなく、ちゃんと彼らなりに責任を取った。翌日彼らが退部届けを提出したとき、顧問は黙だまってそれを受理した。

　俺の噓についてバスケ部員は何もいわなかったが、一度だけ今年の春卒業していった三年生に頭を下げられたことがある。そのときはなんのことだか分からないと惚とぼけた。

「先せん輩ぱいはそういうところが憎にくめないですよね」

「そういうところもなにも、どこも憎むなよ」

　俺は善意でそんなことをしたわけじゃない。善というより偽ぎ善ぜんだ。

　食べ終わったトレイを持って立ち上がると、同じように樺島も立ち上がる。俺の二倍の量を食べたくせに購こう買ばいの横を通りかかったときには、余った菓か子しパンを物欲しそうに見ていた。

「それ以上食うなよ。また健けん康こう診しん断だんでひっかかるぞ」

　樺島に忠告してから、俺はそのままにこにこ相談室に向かう。

「だるいな」

　相談室に入るときの決まり文句を口にしながら、ドアを開ける。

　図書館脇わきにあるこの相談室は書庫室も兼かねているので、本がやたらと多い。相談室を作るときに他に空き部屋がなく、仕方なく人の出入りのない書庫室にソファとテーブルを置いて相談室の体てい裁さいを整えたからだ。

　ドアには小窓がついているが、相談者のプライバシー重視のために白い布で目張りがしてある。にこにこ相談員になって三日目だが、来るのは暇ひまな生徒ばかりだ。

　しかも相談内容は進路でも人間関係でもなく、くだらない恋れん愛あい相談だ。

　ある意味それも人間関係と言えなくもないが、予想していたものとは大分違ちがっている。

　初日は佐さ山やまという女子生徒が、好きな人とセフレとの間で揺ゆれる自分の気持ちを相談しに来た。「知るか」と答えて追い払はらったら、教頭に告げ口されて「どんな悩なやみでも真しん摯しに聞いてください」とお叱しかりを受けた。

　おかげで昨日は一時間ずっとその話を聞いていた。もはや県教育委員会を恨うらむしかない。

「好きな人はいるけど、やり友はエッチも上手うまいし、私とつきあいたいって言ってるんだ。先生どうしたらいい？」

　そんな相談に「体の相あい性しようは心の相性でもあるから、やり友とつきあえば？」と答えたら、去り際ぎわに「先生って汚けがれてる」と言われた。

　もう好きにしたらいいじゃないか、と思いながらソファに横になる。

　思春期の恋こいなんて一過性のものだ。熱するのにも冷めるのにも大した理由はない。

　羨うらやましいぐらいに簡単に人を好きになって嫌きらいになれる。それが若さだから悪いというわけではないが、大人の俺から見れば「勝手にやれよ」というのが本音だ。

　薄うすいカーテンから差し込む光を遮さえぎるために、広げた雑誌を顔に載のせる。

　軽いノックの音に居留守という選せん択たく肢しが頭を掠かすめるが、教頭にばれるのが怖いので諦あきらめる。

「どうぞ」

　ドアが開き閉まる。俺は顔から雑誌をどけて起きた。三日連続で佐山が来たんじゃないだろうなと思いながら見ると、そこに立っていたのは桃瀬だった。

「……」

　思わず言葉に詰つまって、あるはずもない煙草たばこを探さぐろうとして、半年以上禁煙していることを思い出す。先さき程ほど樺島にそのことを話したばかりだ。

　一体桃瀬が何の用なんだと思いながら、平静を装って先程まで顔にかけていた雑誌をめくる。

　端はしに積んであった古い科学雑誌なので、中身はそう面おも白しろいとも言えないが、桃瀬の顔を見ているよりはましだ。

　普ふ通つうに考えて、現げん役えき教師が自校の生徒と寝るのは、たとえ相手が異性でもまずい。未成年淫いん行こう罪に問われる。生徒が相手じゃパワハラも加味されそうだ。

　正確にはラブホに連れ込まれて、淫行されたのは俺なんだけどな。

「何か相談事か？」

　極力動どう揺ようがばれないように、投げやりに口にする。

　おそらく大学はバスケで推薦が取れるだろうと樺島が言っていたから、まさか進路相談ではないだろう。内心びくびくしながら、桃瀬の言葉を待つ。

　桃瀬は俺の向かいのソファに座ると「先生ってつきあってる相手いるんですか？」と切り出した。

「もしかしてお前も恋愛相談か？」

「そうですね、似たようなものです」

「お前なぁ、俺だってボランティアでやってるんだよ。せめて有意義な時間を過ごしたと実感させてくれ。なんでお前らは恋愛相談ばっかなんだよ」

　そんなのは俺にではなく、友人にでもしてくれ。

「相談するにしてもたとえばもっと深刻な問題とか……。いや深刻過ぎても対処に困るけど。一応俺も相談員としてレポート提出しなきゃならないのに、相談内容が全部恋愛関係だったらいろいろと気まずいんだよ。その辺を察しろ。で？　進路相談だっけ？」

　桃瀬はため息を吐ついてから、俺の戯たわ言ごとを聞かなかったふりでもう一度聞く。

「相手いるんですか？」

　相変わらず雑誌から顔をあげないまま「俺はお前ら学生と違って忙いそがしいんだよ」と答える。

「へぇ」

　その声が楽しそうに聞こえた。顔を上げたらいつもの笑えみを浮かべて俺を見ていた。

　その不敵な顔がとても高校生には見えなくて、結けつ婚こん式の日はきっとその顔にだまされたのだろうと思った。

　その顔で誘さそわれたら、さすがに断れそうにない。生徒だと知らなかったらの話だが。

「なんだよ。美人のお姉さんでも紹しよう介かいしてくれるのか？」

　桃瀬の家族構成なんて知らないが、もし姉がいるならきっと美人だろうと思った。

「先生女もいけるんですか？」

　意外そうに桃瀬が言う。

「お前俺のことなんだと思ってんの？」

「男しかダメなのかと思ってました」

　こいつにわざわざ教える気はないが、俺が知っている男は二人だけだ。

　結婚してしまったあいつと、目の前のこいつ。

「女も好きだよ。柔やわらかいし、いい匂においするし、可愛かわいいしな」

　桃瀬の視線が俺の指に行く。

　ありもしない煙草で机をトントンと叩たたくように指を動かしていた。

　煙草をトントンと叩くような仕し種ぐさは中学の時からのくせで、気まずい時や困った時についしてしまう。今はもう煙草なんて持っていないのに指が勝手に動く。

　この仕種だけで心情がばれるとは思えないが、それでも俺は癖くせを隠かくすように指を組んだ。

「でも、男ともつきあうんですよね？」

　思わず桃瀬の背後を確かく認にんする。ドアはちゃんと閉まっている。ここでの会話は外には聞こえない。横のドアは図書室につながっているが、向こうからの音が一度も聞こえたことがないから、こちらからの音も聞こえないはずだ。

　けれどこんな誰に聞かれるとも知れない場所で、そんな質問をぶつけられたくはなかった。

「だったら？」

　不ふ愉ゆ快かいさを滲にじませて聞き返す。

「俺とつきあってくださいよ。また先生と寝ねたいんで」

　桃瀬がストレートに口にした。

　駆かけ引きもなにもない誘い文句に馬ば鹿かみたいにぽかんと口を開ける。

「は？」

「いろいろ教えてくださいよ」

　にやりと笑った桃瀬の顔は十歳近く年下のくせにやたらと色悪で、無む駄だに顔が良いということを再認識する。

　いや、そんなことはどうでもいい。出会いがないからって、何生徒にときめいてんだよ。

　何ちょっと妄もう想そうしちゃってんだよ。帰ってこい、俺の理性と自制心。

　大体、桃瀬は名取とつきあっているんじゃなかったのか。

「こんなおじさん止やめときなよ」

　茶化してうやむやにしようとすると、桃瀬は「なんで？」と口にした。

「建設的な考えじゃないだろ。同性に手を出すなんて、良いいことだとは思えないな。一回限りにしとけ。そうすりゃすぐ忘れる」

　興味本位で手を出して男にはまると地じ獄ごくだ。

「経験論ですか？」

　それには答えずに俺はポケットの中から蜂はち蜜みつ入りの飴あめを出して口に入れる。

　飴は禁きん煙えんしてから持ち歩くようになったが、いつもすぐに嚙かんでしまう。この蜂蜜入りの飴は嚙んでも割れにくいので、重宝している。

「俺をからかうのが目的ならもう帰れ。そろそろ五限が始まる時間だろ」

　俺はわざとらしく壁かべの時計に目を向けたが、桃瀬は立ち上がる気配を見せない。

「からかってないですよ。どうすればまた先生とやれるかって、ちゃんと相談しに来ただけですけど」

「何がちゃんとだ、ふざけるな」

　セフレにされるなんてごめんだ。

「ふざけてねぇよ」

　ふざけてないと言うくせに、口元は楽しそうに歪ゆがんでいる。

　桃瀬の指が、テーブルの上で組んだままの俺の手をなぞる。俺の反応を確かめるような眼めをしているから、手は引っ込めずに無関心を装う。

　駆け引きも何もなく啞あ然ぜんとするような事を言ったかと思えば、こんな風に触ふれてくる。

「俺なんか相手にしなくても、やらせてくれる相手なんていくらでもいるだろ」

　さりげなく桃瀬の指先から逃のがれようとしたら、手首を摑つかまれた。強い力ではないが、いやらしさはなく確かめるように触れてくる。

「先生がいいです」

　外見は嫌いや味みなくらいに好みだ。

　気取った奴やつや回りくどい駆け引きは好きじゃないから、直球に誘われるのも悪くない。

　だけどどう考えても、ここでこいつに流されるわけにはいかない。

　何せ俺は教師で、目の前の男は生徒だ。しかも十歳近く年下のガキだ。

「また抱だきたい」

　桃瀬の言葉に、その手を振ふり払はらう。

　セックスのためだけに誰だれかとつきあうなんて、俺はできない。体だけを求めるような殺さつ伐ばつとした関係は好きではないし、それにもう男はこりごりだ。

　たとえ想おもい合っていたとしても、最後には女にもっていかれてしまうのだ。あんな辛つらい想いをするのはもう嫌だ。

「俺はごめんだね」

「生徒だからですか？」

　理解できないというように桃瀬が首を傾かしげる。自分の顔が良いのは承知しているようだ。

　そういう生意気なところがむかつく。

「それもある」

　ちょうど始業のチャイムが鳴る。俺はこの後空いているからいいが、桃瀬は授業がある。チャイムを幸いとばかりに、早く追い出してしまおうと、早口に捲まくし立てる。

「俺好きなやついるから。それに、どっちかっていうとお前の顔は好みじゃない」

　好きなやつ、と口にした時に噓うそを吐いているような気分になった。俺は未いまだに元恋こい人びとの事が好きなはずなのに、どうして噓を吐いている気分になるのか、自分自身でも不思議だった。

　桃瀬の顔が好みじゃないというのは紛まぎれもなく噓だが。

「分かったらさっさと教室に行け」

　追い払おうとする俺を見て、桃瀬は言った。

「好みの顔で興奮する」

「え？」

「俺のこと、すごく好みだって腰こし振りながら言ってましたけどね」

　余よ裕ゆうで笑った桃瀬に、思わず固まる。

　徐じよ々じよに胸むな元もとから熱いものがこみ上げてきて、顔にそれが集まるのが分かった。

　赤面させられて思わず俯うつむく。

　あの日の自分の頭を気の済むまで殴なぐってやりたい。

　俺は立ち上がって壁かべ際ぎわのポットから紙コップにお湯を注いだ。職員室から無断で持ってきたインスタントコーヒーを入れて、胸に挿さしたボールペンの後ろをマドラー代わりに使った。

　心を落ち着けるために一口飲んでから、動どう揺ようを隠すように桃瀬に背を向けたままで「覚えがないな」と返す。

「仮に言ったとしても、リップサービスだ」

　カフェインのせいだけではなく、胃が痛くなった。

「大体、酔よってべろべろになってる相手をあんなところに連れ込んで、無む理り矢や理りやるなんて人として見み損そこなうよ。しかも相手は教師だぞ、何考えてんだよ性少年」

　俺の責めるような口調に、桃瀬はため息を吐ついた。

「誘さそったのは先生ですよ」

　ぶはっ。

　思わず含ふくんだコーヒーを吹ふき出す。

　その瞬しゆん間かん桃瀬が呆あきれたように「汚きたねぇな」と言った。

　俺は近くにあったティッシュで口元と汚よごれた手を拭ぬぐいながら、おそるおそる振り返る。

「冗じよう談だん……」

「男とやったことないって言ったら教えてやるって、自分の指で広げてましたよ」

　噓だろ！　マジかよ！　広げたって何!?　教えてやるって何!?

　聞こえない！　俺は何も聞こえない！

　思わず両耳を押さえて「わー」と叫さけびたくなる。

　心の中で必死に否定していると、背後から桃瀬に抱きつかれた。背中に触れる体温に項うなじがびりびりするような感覚を覚える。

　その体温をきっかけにフラッシュバックするあの日の情景から逃にげたくて、桃瀬の体を振り払おうとしたが、より強く抱きしめられた。

　耳元を桃瀬の吐と息いきが掠かすめて、認めたくないがびくりと体が反応する。

「なぁ先生、いい？」

「いいいいい、いいわけねぇだろ！　落ち着け桃瀬！」

　低音の掠れた声が、あの日の記き憶おくを揺ゆさぶる。

「別のやつ当たれよ。お前もてるんだから、相手が男だってすぐに見つかるって」

　俺はそう言って、桃瀬の腕うでから逃げようとした。肘ひじが桃瀬の胸に強くぶつかったが、桃瀬は痛そうなそぶりも見せず、腕も解ほどこうとはしない。

「何も俺にしなくてもいいだろ？　な？」

　言い聞かせるように語気を強く言うと、桃瀬は悪びれもせずに言った。

「だって、先生面めん倒どうくさくなさそうだし」

「なんだと？」

「他ほかのやつは面倒だから。時間作らないと拗すねるし、メール返さないとすぐに不安がるし、他のやつとしゃべってると怒おこるし。そういうのは、面倒なんで。先生みたいに軽くつきあえる相手がいいんですよ」

　桃瀬はあっさりと最低な事を言って、俺の耳に口吻くちづけた。

　それから俺好みの低い声で「それに、先生とするのすごく良かったから」と笑った。艶つやを含んだその声が腰に来る。

「お前……」

　何か言い返す前に桃瀬はあっさり腕を解くと、先さき程ほどの艶を含んだ声が噓のようにあっさりと、

「また来ます」と引き下がり相談室を出ていった。

　バタンとドアが閉まってから、口吻られた耳を押さえる。

「何だ……あれ」

　高校生のくせになんであんな声が出せるんだよ、といっそ感心する。

　だけど一番最悪なのは、生徒と寝ねたことでもその生徒に再び迫せまられていることでもなく、抱きしめられて赤面した自分自身だ。

「マジで死ね」

　顔を押さえて思わず呟つぶやきながら、倒たおれ込むようにソファの上に横になって、今いま更さらながらに自分の酒さけ癖ぐせの悪さを恨うらんだ。










「すみません、ありがとうございました」

　タクシー会社に電話を掛かけて指輪のことを尋たずねたが、結局見つからなかった。

　──これで良かったんだよな。

　諦あきらめるように自分に言い聞かせる。どうせいつまで想っていても叶かなわないんだから、区切りをつけるのが必要だ。それにそれほど落ち込んでいない自分がいる。

　携けい帯たい電でん話わをしまって職員室に戻もどると、辟へき易えきした顔で樺島がギシリと椅い子すを軋きしませながら隣となりの席に座る。

　先ほどまで学校に押し掛けていた保護者の対応をしていたせいか、疲つかれた顔をしていた。

「何かあったのか？」

　そう聞くと、待ちかまえていたように樺島が顔をこちらに向ける。

「生徒の母親が修学旅行なんて行かせないって言い張ってて……」

「なんでまた」

「嫁よめ入いり前の娘むすめが泊とまりで男と旅行なんて絶対にダメだって」

「……そりゃ、凄すごいな」

　樺島は頷うなずいて「でも、生徒は行きたいって言ってるし、今まで修学旅行でそういう問題が起きたことはないって言ったんですけどね」と呟く。

「仕し舞まいには教師の旅費も保護者が負担するなんてあり得ないって、関係ないことまで責められて……」

　お手上げ、とばかりに樺島が両手をあげる。

「こっちは牧羊犬みたいに生徒の世話を24時間しなきゃならねぇのに、自腹で行けって？　ちょっと目を離はなすと地元の高校生とケンカするわ、電車に遅おくれるわ、迷子になるわで俺たちがどんだけ疲ひ弊へいするか分かって言ってんのかよ」

「でも騒さわいでるのは母親だけで父親からは承しよう諾だくの判子も貰もらってるし、本人も行く気なんで問題はないんですけどね。でも何かあったら先生の責任だって言われて」

　はぁ、とため息をついて頭を抱かかえた樺島が気の毒になるが、同時に自分の生徒の保護者じゃなくてよかったと安心してしまう。俺は二学年担当なので三年の修学旅行には関かかわらないが、非常識な親はどの学年にも満まん遍べんなくいる。

　遅ち刻こくを注意した生徒の親に「うちの子は低血圧なんです！」と逆ギレされたこともある。個人的には「そうですか」で済ませたい話題だが、一応担任なのでそうもいかない。

　常識の無い相手に常識を通すことがどれほど難しいか、教師生活で嫌いやという程ほど学んでいる。

　といっても俺自身も、教師としての常識を逸いつ脱だつするような行動を繰くり返している。

　例えば生徒と寝るとか。

「じゃあ何かあったら責任とって結けつ婚こんしてやれば？」

「やめてくださいよ、俺は先生みたいな遊び人じゃないです」

「おい。それどういう意味だよ」

　樺島は肩かたを竦すくめただけで、それについては何も言おうとはしなかった。

「それより、相談室に行かなくていいんですか？」

　そう言われて重い腰を上げる。正直行きたくない。

　あれ以来、相談室で顔を合わせる度たびに桃瀬からセクハラ紛まがいの誘いを受けている。

　大体、なんで放課後まで相談室にいなければならないんだ。昼休みの三十分で充じゆう分ぶんじゃないか。

「行きたくねぇな……」

　生徒が来ない間に仕事をやろうと、進路調査票とノートパソコンを持って立ち上がる。因ちなみにこのノートパソコンは自腹だ。学校には教職員共用のパソコンが五台しかないので、やむなく自分がプライベートで使っているものを持ち込んだ。上の連中の「財政難」という逃げ口上には、もう諦めに近いものを抱いだいている。

　奴やつらは公立校が貧びん乏ぼうなのはデフォルトだと思っているようだ。

　相談室で待っていると、見知らぬ女子生徒が入ってきた。相談内容はまたしても恋れん愛あい関係だった。友人と同じ人を好きになったと甘あま酸ずっぱい想おもいを決死の覚かく悟ごで俺に告白する。

　なんでこうも恋愛相談ばかりなんだと思いながら、優先順位を付けろとアドバイスをした。

「友情が大事なら愛情は捨てろ。愛情が大事なら友情は捨てろ。どっちも得ようとするなら、どっちも失う覚悟を決めろ」

　そう答こたえると女子生徒はぽかんとした顔をしてから、唇くちびるを嚙かんで頷く。

　しばらく女子生徒は考えるように黙だまっていたが、決意したように顔を上げて「ありがとうございました」と言って立ち上がった。

　相談室を出ていくその後ろ姿に「おい」と声をかける。振ふり返った女子生徒に「なんで俺にそういう相談をしたんだ？」と問いかけた。

「最近恋愛相談ばっかりされるんだが」

　女子生徒は不思議そうに「だって、先生って一番遊んでそうなんだもん」と答えた。

「経験豊富な人に相談するのが良いいと思ったし、先生って意外と口が堅かたそうだし」

「……どうも」

　経験豊富ね。なるほど。

　女子生徒はもう一度頭を下げて、部屋から出て行く。

　今までつきあった人数が片手で足りると言ったら、そのレッテルは簡単に剝はがれ落ちるのだろうか。

　学生時代からそういう風に見られていたから、今更どうこう言うつもりは無いが、顔立ちがそう見せるのか雰ふん囲い気きがそう見せるのか、童どう貞ていの時からそういう噂うわさが流れていた。

　だけど実際は別れた相手に貰った安物の指輪を、後生大事に持っているような人間だ。そんな風に昔の相手を引きずっていたから、その後つきあった女達にふられてしまったんだろう。

　もっとも、その指輪ももうないけれど。

　しばらくすると佐山が来て、「もう、かなり最悪！」と怒った顔でソファに腰を下ろした。

　また恋愛相談かと内心辟易しながら「で？　今回はなんだよ」と水を向けると「ママが来たの！」と言った。

「はぁ？」

「うちのママがカバティに修学旅行の件で詰つめ寄ったんだって」

　カバティは樺島ティーチャーを略した渾あだ名なだ。生徒からはそう呼ばれて親しまれているらしいが、聞く度たびに一文字違ちがいの某ぼう国こくの国技が頭に浮うかぶ。

「修学旅行の件て、男子と一いつ緒しよに旅行させられないってやつか？」

「うわ、先生にまで伝わってんの？　最悪。うちのママって頭おかしいんだよね」

「……お前がやり友のセックステクを教師に語るような娘だってママは知らないのか？」

　佐山は薄うすら笑いを浮かべながら「当たり前じゃん」と言った。

「男と会う日は塾じゆくの学習室で自習してることになってるし、休日は部活って噓うそついてるもん」

「お前何部だっけ？」

「図書部。本代がかかるって言えばお小こ遣づかいも貰えるし、顧こ問もんはやる気ないから顔出さなくても全然怒おこらないからすっごく便利」

　そんな話を聞くと、ママが可哀想になってくる。さっきまでは非常識だと思っていたが、それでも彼女は彼女なりにちゃんと娘を愛しているんだろう。

「うちのママ、バージンロードはバージンで歩くべきだと思ってるもん。絶対共感できない」

　先生なら分かるでしょ？　と同意を求められる。

　相変わらず誤解されているようだ。

「お前ら何か勘かん違ちがいしてるみたいだけど、俺は結構一いち途ずだぞ」

　俺がそう言うと、佐山はおかしくて堪たまらないというように笑い声をあげてから「絶対噓だもん。キスマークつけて登校してるくせに何言ってんの？」と口にする。

「俺がいつそんなことしたよ」

　ここ最近は誰だれともつきあっていないし、キスマークを付けられた覚えもない。

「いつだったっけ？　今月の頭かなぁ？　先生の項うなじにキスマークがあったって話題にあがったんだから」

　今月の頭と聞いて、友人の結婚式がその時期だったことを思い出す。ということはつまり、キスマークの犯人は桃瀬だ。

「あー……あれは、虫さされだ」

「言い訳が古すぎ」

「じゃあ、根こん性じよう焼きだ」

「はぁ？　根性焼きって何？」

　真しん剣けんに分からない、という顔をした佐山にジェネレーションギャップを感じながら、相談は済んだだろうと部屋から追い出そうとする。

　今日は母親のこと以外にネタはないのか、佐山は大人しくドアに向かった。彼女が階段を下りていくのを見送っていると、隣となりの図書室からちょうど桃瀬が出てきた。

　最悪のタイミングだ。こんなことならもう少し佐山の話につきあっていれば良かった。

　桃瀬は当然のように俺に近づいてくる。相談室のドアを思わず閉めようとして、廊ろう下かの向こうに教頭を見つけた。

　その目が冷たく光るのを見て、俺は仕方なくドアを開けて桃瀬を中に入れる。

「先生が密室で女子高生と二人きりって、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　からかうような口調で言うと、桃瀬は先ほどまで佐山が座っていたソファに腰こし掛かけた。

「ガキに興味なんかねぇんだよ」

　言い捨てた後で、桃瀬が手に持っている本に気付く。

　いくら文学に明るくない俺だって知っている有名作品だ。何かの機会に一度読んだことがあったが、重く暗いテーマの救いようのない話だった。タイトルから既すでに明るい話ではないということが伝わってくる。

「お前そういうの読むのか？」

「一日一冊は読んでます」

　こいつが文学青年だなんて意外だ。

　そもそも純文学を好む男子高校生なんてモヤシか、マニアックな趣しゆ味みを持った似非えせインテリぐらいだと思っていた。

「朝練、授業、部活でよくそんな時間あるな」

　バスケ部の部活動が厳しいのは有名だ。体育館はいつも遅おそくまで電気がついている。

「文庫本なら一時間もあれば読めるから、電車の中での暇ひまつぶしにしてます」

　そう言って桃瀬は手の中の本に視線を落とす。

「先生」

「なんだよ」

　さりげなく壁かべに寄りかかる。腕うでを組んで桃瀬と距きよ離りを取ったのは、自分が無意識に警けい戒かいしているせいだと気づいたが、今いま更さら意識してそれを解こうとは思わなかった。

「なんで日本の文学って、セックス・犯罪・ドラッグの末に絶望とか病死になるんですかね？」

　予想していた質問と違って拍ひよう子し抜ぬけした。最近こいつはここに来るたびに「抱かせろ」と迫せまって来ていたから、てっきりその話題だと思っていた。

「知るか。国語の先生に聞いてこい」

　文学なんて、学生時代に教科書で読んだだけだ。正直、文学者の名前を聞くだけで頭が重くなる。俺は一応文系の社会科教師だが、脳は完全に対理系仕様だ。

　テストは国語が一番苦手だった。特に「傍ぼう線せん①の時の主人公の気持ちを簡潔に述べよ」みたいな質問はいつも○マルが貰もらえなかった。

　主人公の気持ちなんか知るわけないし、もしかしたらそいつは前後の状じよう況きようなんか関係なく「最近抜ぬけ毛が気になるんだよな、親父おやじの頭皮見てるとすげぇ不安になるよ」とか思ってるかもしれないじゃないか。といっても、俺だって「法ほう隆りゆう寺じを建てたのは誰か？」の質問に「大工」と返されても○なんてやらないけど。

「小説って苦手なんだよ。作者の考え方押しつけられてる気がするしな」

　桃瀬は俺の意見には共感できない様だが、興味深そうに聞いていた。

「先生知ってますか？」

「なんだよ」

「同性愛を描えがいた作品もほとんど、結末は死か破は滅めつか絶望なんですよ」

　探さぐるような目を、桃瀬が俺に向ける。

「……だから？」

「なんかムカつきませんか？」

「知るかよ。同性愛なんて退たい廃はい文学の象しよう徴ちようの一つだろ？　だったら結末はネガティブであるべきなんじゃねえの？　じゃなきゃ同性愛を主題に持ってくる意味がないだろ」

　桃瀬は手に持っていた文庫本を鞄かばんに入れる。

「大体なんでむかつくんだよ」

　俺の疑問に桃瀬は「なんか否定されてる気がするから」と言った。

「どうしてお前がそんな気分になるんだよ。別に同性愛者じゃないだろ？」

　桃瀬は俺の疑問に「なんで？」と聞き返してくる。

　それから笑えみを浮かべながら「先生に欲情してるのに？」と続ける。

　その顔にどきりとしたが、誤ご魔ま化かすように「勘違いだろ」と言った。

「欲情してなきゃ抱だけないですよ」

「セックスしたのなんて一回きりだろ。これだからガキは……」

　俺の台詞せりふに桃瀬は声を立てて笑うと「だから、こうして二回目を誘さそいに来てるじゃないですか」と言い返してくる。

「バーカ、ねぇよ。二回目なんか。いい子だからさっさとお家うちに帰れ」

　俺の言葉に桃瀬は大人しく立ち上がって鞄を持つ。

「先生」

　不意に桃瀬が近づいてきて、大げさなくらい肩かたが揺ゆれる。

　それを見た桃瀬がふっと口元を和やわらげて「何にもしませんよ」と言って、それから俺のシャツの第二ボタンを指でトントンと突つつく。

「掛かけ違ちがえてますよ」

　桃瀬は本当に何もせずに、相談室を出ていく。

　ほっとしながらも、いつもと違って口説きもしないし、変に触さわる事もなかった桃瀬の態度に違い和わ感かんを感じて「引く作戦か？」と考えてしまった。

「その手にはのらねぇからな」

　そう呟つぶやいてしまった時点で、桃瀬のことをしっかり意識している自分に気づいてしまい、俺は自己嫌けん悪おで相談室の壁に頭を打ち付けそうになった。










「ほら、良いいから二人ずつ一列に並べ」

　前方から聞こえる体育教師の言葉に生徒達が口々に「だりぃ」「面めん倒どうくせぇ」「うぜぇ」と文句を並べる。

「マジやってらんねぇ」

「ちょっと、折口先生」

　生徒に紛まぎれて漏もらしたつぶやきを敏びん感かんに聞きつけた冨樫が、咎とがめるような視線を俺に向ける。

　冨樫は真っ黒なジャージに全身を包み、胸むな元もとまである黒い髪かみを後頭部できつく結んでいた。相変わらず堅かたい格好だ。俺を見る彼女の目め尻じりがいつもつり上がっているのは俺に反感を抱いているからではなく、その髪型のせいだと信じたい。

「先生美人だから怖こわい顔も似合いますね」

　取りなすつもりでそう口にすると、ますます冨樫の目つきが鋭するどくなる。

　教頭といい、冨樫といい、どうしてうちの教員はこう目力があるんだろう。

　二人揃そろってゴルゴン姉妹の生まれ変わりか？

「ほら、お前ら真面まじ目めに歩けー。冨樫先生怒おこってるぞ！」

　誤魔化すように生徒に檄げきを飛ばす。方々から「先生には言われたくなーい」と返答が返って来た。

「ダメですね、最近の子は」

　やれやれと教師面づらして嘆なげいてみせると、冨樫が呆あきれたようにため息を吐つく。

「先生っていつもそんな感じなんですか？」

　疑問の体てい裁さいをとってはいるが、どうやら修辞疑問文だったようで、冨樫は返答を待たずに俺から視線を逸そらして少し疲つかれた顔をしている女子生徒に近づいていく。

　冨樫が女子生徒に付き添そう形になったので、俺は一人で最さい後こう尾びを務めながらだらだらと歩く生徒に目を向ける。少し目を離はなせばいなくなるわふざけるわで、これだったらどれだけ本物の羊の方が楽か知れない。

　三年は北海道への修学旅行、一年は音楽鑑かん賞しよう会、二年は何故なぜか関東周辺の山での登山だ。山といっても標高も低く、登り道も決して険しくはない。実際、先さき程ほどすれ違った老ろう夫ふう婦ふは登山とは思えないほど軽装だった。片道三、四時間程度のハイキングコースで、帰りはロープウェイで降りる予定だ。

　いくら課外授業とはいえ、インドア世代が登山を楽しいと思うわけがなく、どこぞの老人のように「腰こしが痛い」「膝ひざが痛い」「疲れた」と文句ばかりを口にしている。

　文句は俺達にではなく、もっと声こわ高だかに県庁の前とかで言ってくれないだろうか。

　いっそ高校生登山禁止デモとか打ち出してくれればいいんだ。

　そうすれば早朝に起きて関東の片かた隅すみで高校生を見張りながら山に登る苦労がなくなる。

　もっとも、こいつらにデモをするほどの行動力とやる気は望めないだろう。そんなことが出来る連中ならば、もっとさくさく上っているはずだ。

「センセー、トガッチがバージンってほんと？」

　ふいに最後尾をだらだら歩いていた三人組が俺を振ふり返る。この学年の問題児だ。

　中でも一番ガタイの良い金きん髪ぱつの生徒は入学時から多くの問題を起こしている。二年目になって少しは落ち着いたが、未いまだに教師を馬鹿にするような態度を平気で取る。

　俺以外の教師の言うことは聞かないので、こいつらが問題を起こすたびに俺が呼ばれる。こいつらのクラスの担任でもないのに迷めい惑わくな話だ。

　去年こいつらが喫きつ煙えんを責められていた時に、身代わりになってかばったことが懐なつかれる要因になったらしい。

「センセーって処女と非処女を顔を見ただけで判断できるんだろ？」

　懐かれてはいるが、教師として認められているかどうかは怪あやしい。仲間のような感覚で接してくる時が多々ある。たとえば今のようにだ。

　どこかの娼しよう館かんの主じゃあるまいし、そんなこと出来るわけがない。

「お前らの頭の中はそればっかりか？」

　少し急になってきた勾こう配ばいを上りながら、最近運動をしてないことを悔くやむ。

　高校時代はそれこそ毎日走り込んで、土日も祝日も無いくらい野球に明け暮れていた。当然あの頃ころならこんな坂道なんてダッシュしながらだって上れただろう。

　坊ぼう主ず頭あたまで汗あせまみれになりながら、毎日十キロは走らされていた。

「だってさー、トガッチから女の匂においとかしねぇし」

「〝男に体を許しません！〟て書いてあるタスキがトガッチの胸元に見えるもん」

「センセーだって色気とか感じないでしょ？」

「そんなことねぇよ」

　冨樫は確か俺と同じ年だ。よくそこまで真面目で生きて来られたというほどにガチガチの石頭をしている。俺はこういう性格なので、彼女と仲良くなれる気がしない。

　女子校、女子大に進んだと言っていたから、彼女が男性に対して抱く強固な警けい戒かい心はおそらくそのあたりで培つちかわれたのだろう。

　その警戒心が透すけて見えるから、こいつらにからかわれてしまうのかもしれない。

　けれど仲良くなれないとは思うが、良い教師だとは思っているし、良い人間だとも思っている。

「いや、無理でしょ。あれは」

「俺絶対勃たたねぇ」

　その一言に笑いが広がると、前にいた女子が訝いぶかしげに振り返った。

「お前らいい加減にしろよ」

　侮ぶ蔑べつするような言葉を言った生徒の頭を軽く叩たたいて軽口を止める。

「じゃあセンセーはトガッチのこと女として見られんの？」

「綺き麗れいな女性ひとだと思ってるよ」

　そう答えると、一団がにやりと笑う。

　それから金髪の生徒が大声で「トガッチー！　折口先生がトガッチとやりたいって！」と怒ど鳴なるように言った。

　ぎょっとしたように列の半ばを歩いていた他ほかの先生も振り返る。

　冨樫なんて視線で殺せるような鋭い目で俺を睨にらんだ。

　女子生徒達の視線もどことなく責めるような、軽蔑するような色合いを帯びてくる。

「おいっ」

　慌あわてて金髪を摑つかんで顔を近づける。

「痛いてぇな。なんだよ、女として見てるってことはやりたいってことだろ？　センセー」

「お前らと一いつ緒しよにするな！　大人には色々とつきあいがあるんだよ。円満な俺の教師生活を壊こわすな！」

　低い声で脅おどすように叱しかる。すると、傍かたわらにいた別の生徒が「トガッチと大人のつきあいがしたいってー！」とさらに大声を出した。慌ててそっちの頭も「黙だまれ」という意図を込めて叩く。

　冨樫はきっぱりと「私にはそんなつもりは一いつ切さいありませんから」と口にした。

　くるりと背を向けて肩かたを強こわ張ばらせながら歩く後ろ姿を見て、ややこしいことになったと金髪の生徒と最後に爆ばく弾だんを落とした生徒にそれぞれ一発ずつ蹴けりを入れる。二人は蹴られて「痛いってぇ」と文句を言いながら、俺から逃にげるように列の前の方に進んでいく。

　山頂に着いてからは冨樫は一切俺に近づかなかった。それは別にいいが、こうもあからさまにバリアを張られると、こちらも対処に困る。

　生徒達は昼食を摂とったりそれぞれ土産みやげを買ったりと、文句を言っていたわりには楽しく過ごしていた。けれど集合時間になっても冨樫と例の問題児が帰って来ない。

　冨樫に電話をかけたが、コール音が鳴り続けるだけで出る気配はなかった。

「捜さがして来ます」

　どうせまた例の問題児がふざけているんだろうと思い、自分のクラスの生徒を他の教師に託たくす。小一時間ほど捜して、ようやく展望台付近で彼らを見つけた。

　一体何をしているんだと叱り付けようとした俺の耳に、冨樫のヒステリックな声が響ひびく。

「返しなさい！」

　金髪の生徒が冨樫のピンク色の携けい帯たいを見ながら笑っている。

「センセー、胸小さいの悩なやんでたんだ。気にするほど小さそうにはみえないけど」

「メールで女友達にそんなこと相談してんの？　案外かわいいじゃん」

「それ揉もんで貰もらうと良いって知ってた？」

　からかう生徒に、冨樫は顔を真っ赤にしている。

「なんなら俺が揉んでやろうか？」

　生徒は冗じよう談だんのつもりだが、冨樫はその言葉に真っ青になった。そのあからさまな警戒心と恐きよう怖ふが生徒の嗜し虐ぎやく心を煽あおる。俺や他の先生なら冗談で受け流す話題に、冨樫は本気で怯おびえている。

　手をグーパーしながら冨樫に近づいた生徒の腰を、俺は背後から思い切り蹴り飛ばした。

「わっ」

　受け身もとれずに土の上にずさっと倒たおれた生徒は、驚おどろいた顔で背後を振り返る。しかし犯人が俺だと気付くと、引きつった笑えみを浮うかべた。

　俺はピンクの携帯を持っていた金髪の生徒から、それを奪うばうと冨樫に渡わたす。

　冨樫の眼めにはうっすら涙なみだの膜まくが張っていた。慰なぐさめるように肩を優やさしく叩く。

「俺らただちょっとふざけてただけで……」

　先回りして弁解する金髪の生徒に「正座」と告げる。有う無むを言わせない口調に、金髪の生徒が膝を折ると、他の二人ものろのろと土の上で正座をした。

　俺は目の前に一列に並んだ頭に一発ずつゲンコツを食くらわせていく。

「せ、先生！　私は大だい丈じよう夫ぶですから！　体たい罰ばつは……」

　二発目を食らわそうとした俺の腕うでを冨樫が止める。

「お前ら、冨樫先生に何か言うことがあるだろ」

　俺の言葉に黙ったままだった生徒達は「すいませんでした」と謝罪する。

「次にこういうことをしたら、一発じゃすまねえからな」

　立って良いと言うと、生徒達は服についた土を払はらいながら立ち上がる。

　高校生にもなって、小学生みたいなことをやってくれる。なまじ小学生の時よりも体が大きくて力が強くなっているから質たちが悪い。

　ロープウェイ乗り場に向かうと、まだ最後の班が残っていた。

　冨樫をその班と一緒に乗せて、俺は次にきたゴンドラに問題児と一緒に乗り込んだ。

「センセー」

　外の風景を眺ながめていると、しょぼくれた声で目の前の生徒が呼ぶ。

「なんだ？」

「あのさ……今日のこと、黙っててくれねぇかな」

「何？」

　金きん髪ぱつの生徒がガシガシと頭を搔かいてから「桃瀬先せん輩ぱいにばれると困るんだよ」と言った。

　何故なぜここで桃瀬が出てくるのか意味が分からない。三人ともバスケ部で例の喫煙事件の犯人達だが、すでに退部しているのだから桃瀬との関係はないはずだ。

「桃瀬に何の関係があるんだ？」

　まさか桃瀬は冨樫先生にまで手をだしているんじゃないだろうなと想像して、ありえないと自分でその考えを否定する。しかし男性教師の俺にまで手を出すような奴やつだから、もしかしたらありえるのかもしれない。いや、生徒と教師の関係なんて冨樫の方が受け入れないだろう。

「戻もどってきても良いいって……先輩が言ってくれたんだ」

　俺が腰こしを蹴り飛ばした生徒がそう言った。

「その代わりに今年の夏は真面まじ目めに部活動出て、絶対に問題を起こすなって言われた」

「桃瀬先輩が他の奴らを説得してくれたんだ」

「さぼったり遅ち刻こくしたり、誰だれかとケンカしたら即そく退部っていうのが部に戻る条件なんだよ」

「三人の行動は連帯責任で、一人でも喫煙とか飲酒したらその時点で入部取り消しだって……。俺達が退部するときは部長の桃瀬先輩も責任とってやめるって……」

　俺はその言葉に眼を瞠みはる。

　うちのクラスのバスケ部員がこいつらのことをどんな風に思っていたか、俺はよく知っている。一度なんてあからさまに「あいつらは害虫だ」と息巻いていた。

　こいつらの喫煙や暴力事件のせいで冬の選せん抜ばつを断念するところだったのだから、他の部員が憤いきどおる気持ちも分かる。その選抜に出るために、彼らは朝も夜も練習してきたんだ。そんな彼らが簡単に三人を許すとは思えない。桃瀬はどれほど時間を使って部員達を説得したのだろうか。

　桃瀬だって彼らに対して怒いかりを抱いだいたはずだ。それでも彼らを迎むかえ入れようとするのは凄すごいことだ。自分も退部する覚かく悟ごを決めて三人を許すなんて、普ふ通つうは出来ない。

　そんなことをやってのける桃瀬を、俺は素す直なおに格好良いと思った。

「じゃあ今回の件で再入部は取り消しだな」

　俺の言葉に三人はびくりとする。

「入部後じゃなくてよかったな。入部後だったら桃瀬まで退部させられてたもんな。それとも、やっぱり桃瀬は今回のことを知って退部届けを書くかもな。どう思う？」

　三人はまた頭を下げる。

「すいませんでした。俺ら、再入部取り消しでもいいんで、黙っててください。桃瀬先輩がこのこと知ったら……、桃瀬先輩が俺たちのせいでやめたら、俺ら……先輩に合わせる顔がない」

　俺はため息を吐ついて窓の向こうの景色を眺める。鬱うつ蒼そうとした森とその間を流れる渓けい流りゆうはそれなりに綺麗だった。

　そんな風景を楽しむでもなく、目の前の連中は固まったみたいに頭を下げたままでいる。

「お前らはいつも軽率なんだよ。去年の件で懲こりたんじゃなかったのか」

　俺の言葉に金髪の頭が少し震ふるえて、ゴンドラの床ゆかにはたはたと涙が落ちる。

「桃瀬は部員を説得するのにかなり努力したんじゃないのか？　顧こ問もんの先生は相当お前らのことを嫌きらってたからな、先生を説得したのも桃瀬なんじゃないのか？」

　ぐす、と洟はなを啜すする音が聞こえて、いじめているような気分になったが、ここで反省させておかないと、また去年の二の舞まいになる。

「黙ってるかどうか、決めるのは俺じゃない。冨樫先生にもう一回頭下げて謝れ」

　俺の言葉に三人が頷うなずく。

「再入部した後に問題を起こしたら、桃瀬も退部しなきゃならないってことをこれを機によく考えろ。お前達の悪ふざけがどんな結果を生むか分かるな？　真面目な人間の努力が、お前達のせいで全部台無しになるんだぞ」

　金髪の生徒が涙を拭ぬぐいながら「はい」と口にする。

　ゴンドラが下に着くと、そこから駅に向かう定期巡じゆん回かいのバスを待つために停留所に向かった。

　時間外れなのか、誰もいない停留所で時刻表を見ていると、売店の方から冨樫が近づいてきた。どうやら、心配して待っていたようだ。

「とがしセンセっ」

　三人が冨樫を見た途と端たん泣き出したため、冨樫はぎょっとしたように立ち止まる。

「先生、俺らっ……」

「すいませんでした」

「俺ら馬ば鹿かだから、ふざけてて……っ」

　その光景を見ながら、自分はいつのまに小学校教師になったんだろうかと思った。

　図ずう体たいばかりでかくて余計な事は詳くわしい癖くせに、こいつらの中身はガキのままだ。

　泣きながら許しを請こう生徒の頭を、冨樫はぎこちなく撫なでて「大丈夫よ、もう怒ってないから」と宥なだめる。自分より背も高く、普通の高校生よりガタイの良い三人に縋すがるように泣かれて、冨樫は明らかに戸と惑まどっていた。

　金髪の生徒は冨樫のクラスだ。普ふ段だんから言うことを聞かずに手を焼いているらしい。冨樫だけでなく、他ほかの教師もこいつらには手を焼いていると聞く。

　その問題児が目の前で子供のように泣いていたら驚きもするだろう。女子生徒だったら噓うそ泣なきもあり得るが、普段格好付けている男子生徒三人が泣き落としをするとは考えられない。

「大丈夫だから、いいから泣かないで」

　俺は土産みやげ物屋のおばさんの奇き異いな眼に耐たえられず、四人から少し離はなれた場所に移動する。

　三十分後に来たバスに乗っても、まだ洟をぐずぐずと言わせている彼らに困りながら、冨樫は相変わらず信じられないという顔をしていた。

　駅前でバスを降りて、そこからは電車で学校まで向かう。帰りは現地解散なので、生徒達はそれぞれの路線に乗り換かえるために電車を降りた。

　予定時刻よりも遅おくれて学校に到とう着ちやくした俺と冨樫を労ねぎらうように、先に着いていた理科教師がお茶を淹いれてくれる。

「大変でしたね。先生」

　労いたわりの言葉に俺は「今日はもう仕事したくないですよ」と漏もらす。

　けれどお茶を飲んでいる時に、にこにこ相談室の事を思い出した。

　もう一時間も過ぎているが、今日は二年の生徒達だって部活動は休みだし、二学年担当の俺だって相談室ぐらい休んでも良いだろう。

　思い出さなかった振ふりをして授業中に配るプリントを作ろうとした時、横顔に殺気を感じる。

　はっとして振り向くと、職員室の端はしに座る教頭が瞬まばたきもせずにじっとこちらを見ていた。

『行かないつもりなのですか？』

『え？　でも今日は……』

『別の罰ばつがよろしいですか？』

『い、行きます』

　バッテリーのように長いアイコンタクトを交かわして、俺は淹れて貰もらったお茶を飲み干すと、いつものノートパソコンを持って立ち上がる。バッテリーはバッテリーでも、首を振ることは許されない関係だ。

　面めん倒どうな気持ちで階段を上り、相談室に入る。

　生徒もさすがに今日は俺がいないと思っているのか、一人も相談に来なかった。無む駄だ足あしだったじゃないかと思いながらも、職員室にいるよりは仕事が捗はかどったのでよしとする。

　腕うでを伸のばすと疲ひ労ろう感かんが肩かたのあたりに感じられた。

　今日は久しぶりにビールでも買って帰ろうかと思いながら、ノートパソコンの電源を落とす。

　むかしから酒は強い方じゃない。酔よっている心地ここちは好きだし、美味うまい酒は好きだが弱いのですぐに次の日に響ひびく。だから普段は飲まないようにしている。

　それに酒と言えばこの間の失敗もある。どんなに反省しても足りないが、過ぎてしまったことはもうしょうがない。悪いのは俺だ。ビールは何も悪くない。

　疲つかれた体がキンキンに冷えたビールを欲しがっている今、俺はその欲求を無視することなんて出来ない。

　部屋の戸と締じまりを確かく認にんしていると、遠えん慮りよがちにドアが叩たたかれた。

　すみません、もう閉店なんで明日来てもらえますか？　と言えないのがこの職業だ。

　ただでさえ薄はつ給きゆうなのに、ボランティアの時間外労働でさらに時間給が薄うすまるのを感じながらも、無下には出来ずに「どうぞ」と声をかける。

　俺がソファに座った時、部屋に足を踏ふみ入れたのは生徒ではなく未いまだ黒いジャージ姿の冨樫だった。無ぶ精しような俺と違ちがって、几き帳ちよう面めんな冨樫がジャージのままというのは意外だった。

「冨樫先生？」

「ご相談があるんです」

　立ったままの冨樫に、俺は向かいのソファを勧すすめた。

「先生と私って、教師歴変わりませんよね」

　冨樫はソファに座ると、強い眼まな差ざしで俺を見ながらそう言った。

「そうですね」

　雑談がしたくて来たのか。いや、冨樫に限ってそれはないだろう。

　電車で二人きりになってからも、タクシーの中でも冨樫は沈ちん黙もくを貫つらぬいていた。いっそ生徒と一いつ緒しよに俺も現地解散したいと、黙だまり込んだ冨樫を前に思っていた。

　なかなか次を切り出さない冨樫に焦じれ始めた時に、冨樫は長考を止やめて再び口を開いた。

「なんで先生が好かれるんですか？」

　いびりにきたのか？

「……そう、はっきり言われるとなかなか辛つらいんですが」

「え？　あ！　そういうことじゃないんです！　そうじゃなくて」

　冨樫は慌あわてたように何かを言いかけてまた黙り込んでから「私は生徒に好かれないから、先生が好かれる理由はなんだろうと思って」と続ける。

「〝先生が〟ではなく〝先生は〟です。間ま違ちがえました」

　国語教師らしく訂てい正せいして、冨樫はその答えを求めるように俺を見た。

「私、生徒に好かれたいんです」

「はぁ」

　これだったら女子高生の恋れん愛あい相談の方がまだ気が楽だ。適当に答えられるような問題でもなく、また俺の経験談から語ることもできない。

　何故なぜなら俺自信が生徒に好かれたいと思ったことがないからだ。

「先生は好かれてると思いますよ」

「誤ご魔ま化かさないでください」

　俺の返答を冨樫がきっぱりとはねつける。

「今日だってそうでした。私の言うことは聞かないのに、あの子達は先生の言うことなら聞くじゃないですか」

　それが自分は嫌われていて俺が好かれている何よりの証しよう拠こだというように冨樫は言った。

　あいつらが俺に従うのは去年の秋の喫きつ煙えん事件の影えい響きようだ。

「彼らが自分たちの行こう為いを心から反省して泣いて謝るなんて、本当に信じられません」

「それは……俺のせいじゃないですよ」

　三人が泣いたのは、自分たちが桃瀬の信しん頼らいを裏切ったと分かったからだ。そのことで桃瀬を退部に追いやってしまうと、ようやく気付いたからだ。

「とにかく、私も先生みたいに生徒に好かれたいんです」

　やれやれ、と思いながら俺は冨樫の真しん剣けんな目を見返す。

　彼女にとって、普ふ段だん軽けい蔑べつしている俺にこんな相談をするのは決意のいることだっただろう。

　そうまでして生徒に好かれたいのか。何もそこまで真面まじ目めに生きなくてもいいのに。

「肩の力を抜ぬけばいいんじゃないですかね」

「え？」

「冨樫先生って、厳格なシスターみたいだから」

　俺の言葉に冨樫は首を傾げた。

「生徒とあまり軽口叩かないですよね？　俺みたいに生徒から友達みたいに扱あつかわれるのはどうかと思いますけど、それでも多少は勉強や授業以外の会話があっても良いいと思うんですよ」

　冨樫は心外そうに「勉強や授業以外の話だってします」と口にした。

「生徒の趣しゆ味みなら、大たい抵てい言えます」

「じゃあ、逆に生徒は先生の趣味を知ってるんですか？」

「え？」

　冨樫はきょとんとした顔で俺を見返す。

「うちのクラスの生徒は知ってますよ。あいつら俺の趣味どころか、俺の好物とか俺の癖とか好きな女のタイプまで知ってます」

　じっとまっすぐ俺を見つめる冨樫に、俺はポットの横にあるブリキ缶かんの中からチョコレートを取り出す。にこにこ相談室に来ているソーシャルワーカーから貰ったものだ。

　一ひと粒つぶずつ透とう明めいなセロファンに包まれているチョコレートを、一ひと摑つかみ冨樫の手に載のせる。

「先生が先に生徒にうち解けていろいろな話をすれば、生徒だって自然といろいろ話してくれますよ。そうすればだんだん仲良くなれます。もっとも先生の好きな男性のタイプは言う必要ないと思いますけどね」

　冨樫はまた沈黙した。

「とにかく、疲れたときや悩なやんでいる時は甘い物を食べるといいですよ」

　先日ソーシャルワーカーに言われた受け売りだ。

　冨樫はじっと掌てのひらの上のチョコレートを見て「私、甘いもの食べないようにしてるんです。太るから」と言った。

「先生は美人だから、少しくらい太ったって大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ついそう軽く切り返して、しまったと思った。せっかく冨樫が珍めずらしく自分から俺に近づいてきたのに、こんな風に切り返したら山登りの時の二の舞まいになってしまう。

　またきつい眼差しで睨にらまれるんだろうと思ったが、予想に反して冨樫はかっと顔を赤くして立ち上がると、素す早ばやく出口に向かう。

　だけどドアを前に冨樫はばっと振り返ると、同じ勢いで頭を下げた。

「ありがとうございました」

　そう言って真っ赤な顔のまま、相談室を出ていく。

　その後ろ姿を見ながら「やばい」と呟つぶやいた。

　自意識過か剰じようではなく、彼女の中で恋こいを芽生えさせてしまった予感がした。










　就業時間外に外で生徒やその保護者に会うのは好きじゃない。

　俺はいつ誰だれに姿を見られても、問題のない様な生活を送っているタイプじゃないから余計だ。

　だから今の学校への転勤が決まった時、学校から車で一時間程度離はなれた場所に部屋を借りた。

「先生」

　いつものスーパーでは会わなかったから安心していたら、通り道にしている公園で呼び止められる。

「お前は俺のストーカーか？」

　公園のベンチに座っている桃瀬を見て、踵きびすを返したくなる。ハイキングで問題児の面めん倒どうをみてきたのに、ここに来て俺にとっての最大の問題児に遭そう遇ぐうするとは思わなかった。

　正直無視して帰りたい。

　二回も家の近くで見かけるということは、桃瀬もこのあたりに住んでいるのかもしれない。

「こんなところでこんな時間に何してんだよ」

　スーパーを出たときはすでに十時を過ぎていた。こんな時間に何もない公園で一人ぼんやりしているなんて不ふ審しん者以外の何者でもない。

　といっても、桃瀬がストーカーをするほど俺に興味があるとも思えなかった。

「今は家に帰りたくないから」

「親とケンカでもしたのか？」

「母親の同業者が集まってるから、家にいると面倒くさいんですよ」

　面倒くさい、という言葉はよく桃瀬の口から耳にする。俺との関係を求めたのも面倒くさくない、というのが理由だった。

　そのくせ三人組のためには奔ほん走そうするのだ。桃瀬のことがいまいちよく分からない。

「座りますか？」

「俺は家に帰るんだよ」

　そう言って桃瀬の前を通り過ぎようとすると「職員室で迫せまってもいいんですか？」と言われた。

　脅おどしには一度屈くつしたらおしまいだ。

　それは分かっているが、明日職員室で桃瀬に迫られるところを想像したら、とてもじゃないが足を踏ふみ出せない。

「座るだけだからな」

　そう前置きして桃瀬の横に座る。

　桃瀬は文庫本を持っていた。表紙に書かれているタイトルは見知らぬものだった。

「この間のやつは読み終わったのか？」

「終わってないですけど、ちょっと箸はし休やすめに」

　中を覗のぞいたら漢文かと思うほど複雑な漢字が隙すき間まなくびっしり並んでいて、俺はそれを見ただけで読む気がなくなる。しかも文庫本のくせにやたらと分厚い。古い本なのか、背は茶色く焼けてしまっていた。

　本屋だったら売り物になりそうもない。また図書室から借りてきたのだろうか。

「今度はどんなやつなんだ？」

「恋愛小説です」

「らしくないな」

「ジャンルは問わないんです。とりあえず、有名なところは全部押さえとこうと思って」

　桃瀬は事も無げにそう言った。

「先生、比ひ翼よく連れん理りって何か知ってます？」

　本の中にでも出てきたのか、桃瀬は突とつ然ぜんそんな質問をしてきた。

「良い質問だ。だけどそういうのは自分で調べることが大切だ」

「いや、知らないなら知らないって言ってくださいよ」

「知ってる。でも教えたくない」

　ヒヨク、レンリ。音の並びがどこかのアイドルの名前のようだ。

「……先生って結構面倒くさいよな」

　呆あきれたように失礼なことを言う桃瀬に、隣となりに座ったことを今いま更さら後こう悔かいする。

「面倒くさいってなんだよ。大体……面倒くさくないのが好きなら、俺に構うなよ」

　ため息をついて、桃瀬は本を隣に置くと俺に視線を向けた。

　頼たよりなく青白い街灯の下で見る桃瀬は、いつもとどこか違ちがって見える。

　子供のあどけなさと、大人の色気を兼かね備えた雰ふん囲い気きに見み惚とれそうになる。

　その目に見つめられると吸い込まれてしまいそうで、俺は思わず逃にげ出したくなった。

　おかしな空気を軌き道どう修正するために桃瀬の前まえ髪がみに触ふれた。

「目が悪くなりそうだな」

　少し強めに引っ張る。桃瀬は痛いとは言わず、俺の手を振ふり払はらおうともしなかった。

「名取にもよく言われますよ」

　二人がつきあっているというのは樺島から聞いていたが、桃瀬の口からその名前を聞いた瞬しゆん間かんに何故なぜか不快な気分になった。

　俺は素っ気なく「切れば？」と口にする。

「インハイの前日に切る予定なんです」

　願がん掛かけの類たぐいなんだろうか。思わず笑った。

「お前、そういうの気にする奴やつなのか」

「笑わないでくださいよ」

　拗すねたような声がさらにおかしい。

「インハイ、楽しみか？」

「当然です」

　珍しく桃瀬が年相応の顔で笑うのを見ていたら、三人組が言っていた言葉を思い出した。

　桃瀬にとっては大学の推すい薦せんを左右する大事な大会だ。けれど桃瀬は三人組が問題を起こしたら自分も責任を取ってやめると言った。

　もし彼らが問題を起こしたら、桃瀬はその約束を反ほ故ごにするだろうか。いや、桃瀬が約束を守らないような人間なら、最初から部員たちは彼らが戻もどってくる事に同意なんてしないだろう。

　桃瀬は自分の大事な夢を犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごで、あいつらを引き受けたんだろう。

「さすが、キャプテン」

　そういうところが桃瀬は俺と違ちがう。俺は桃瀬のようには出来なかった。

　桃瀬の髪かみから手を離す。さらりと前髪が流れて、目め尻じりが少し隠かくれる。その涼すずしげな目元に見入ってしまわないように、茶化すように口にする。

「部活か。懐なつかしいよ」

「先生もなにかやっていたんですか？」

「……野球部にいた」

　俺が教師になるきっかけをくれた男に誘さそわれた。体を動かしたほうがいいと、当時八人しかいない野球部に俺を入部させた。俺はちょうど九人目だった。小学生の時に数年間地元の野球チームに入っていたが、中学時代はろくに運動なんてせずに、煙草たばこばかり吸っていた。

　高校に入って野球部に半ば無む理り矢や理り入部させられてから、喫きつ煙えん歴を呪のろったのはランニングで目め眩まいを起こしたせいだった。

「ポジションはどこだったんですか？」

「ピッチャーだ。これでも、時速一三五は軽く投げてたんだぜ？」

　野球をやらない奴に時速なんて言っても分からないだろうが、自じ慢まんするように言った。

　そうは言っても、高校一年の時はそこまでの球速はなかった。キャッチャーが変わり、ＯＢが指導してくれるようになった高校二年以降の話だ。

「速いですね」

「ノーコンだったけどな」

「なんとなくそんな気はします」

「失礼なやつだな」

　桃瀬がそれを聞いて笑う。

　高校三年間続けた野球部は俺の青春だった。だけど三年最後の試合は下級生の一人が他校で起こした暴力事件のせいで出場できなかった。野球部全員で相手校に土下座までしたけど、結果は何も変わらなかった。

　俺達はその問題を起こした下級生を恨うらんだ。卒業して、大学の野球サークルに入ってからも、そのときの事が忘れられなかった。

　去年の秋、職員室で俺が喫煙した三人組を庇かばったのは、彼らのためじゃない。

　バスケ部の連中があのときの自分たちに重なったからだ。俺が救いたかったのは彼らじゃなくて、あのときの自分たちだ。偽ぎ善ぜん以外の何ものでもない。

「先生にも高校時代があったんですね」

「当たり前だろ」

「そうなんですけど、想像つかないから、不思議な感じです」

　桃瀬は笑って「俺も先生と同じときに同じ高校にいたかった」と口にする。

「なんだそれ」

「それなら先生にガキ扱あつかいされないし、もっと簡単に手に入った気がします」

　手に入った、という言葉にかっと頭に血が上る。

　物やゲームみたいに思われるのは冗じよう談だんじゃない。

「ふざけんな」

　睨にらみ付けたが桃瀬は俺のそんな視線に臆おくすことなく、大きなかさついた手で俺の頰ほおを包み込んで耳に触れる。

「先生はあの夜のこと、なかったことにしたいですか？」

「当たり前だ」

「俺が生徒じゃなかったら、違いましたか？」

　桃瀬の声は余よ裕ゆうを持っていた。手が温かくて、それを意識したらあの夜に触れた熱い桃瀬の体を思い出して、顔が赤くなる。

　慌あわてて桃瀬の手を振り払う。さっきまで普ふ通つうの話をしていたはずなのに、気づけば桃瀬の雰囲気に引きずりこまれている。

「自意識過か剰じようも大たい概がいにしろよ。ガキにモテるからって調子に乗るな。酔よった俺が何言ったかは知らないけど、そんなのいちいち真に受けるなよ」

　桃瀬から離はなれるために立ち上がる。スーパーの袋ふくろを持って足早に公園を出ようとした。

　出口のところで「先生」と落ち着いた声がかかる。

　無視してしまおうとも考えたが、相手は余裕なのに子供っぽく無視するなんて、内心の動どう揺ようを悟さとられてしまいそうで嫌いやだった。だからしぶしぶ振り返る。

　桃瀬は文庫本を手にひらひらと手を振りながら「また明日」と言った。

　焦あせりのないその姿にいっそう腹が立って、俺は振り返ったことを本気で後悔した。

　高校生相手にこんなに振り回されるなんて、屈くつ辱じよくだ。










「試験に出すからちゃんと写しておけよ」

　びっしりと文字が書かれた黒板から離れると、生徒達が板書を写すペンの音が聞こえた。

　チョークで汚よごれた指をハンカチで拭ぬぐう。

「はい、今日はここまで」

　ちょうどチャイムが鳴って、授業が終わると生徒たちは途と端たんに近くの友人としゃべり始め、携けい帯たい電でん話わを取り出してメールの確かく認にんをする。

　そんな風に騒さわがしくなった教室から、俺は地図を抱かかえて外に出た。

　普ふ段だんは大きな地図は使わないが、ハプスブルグのあたりは混こみ合っていて、プリントじゃ説明しづらかったため、社会科資料室から日直に手伝ってもらって運び出した。年代別になった巻物状の巨きよ大だいなヨーロッパ地図を四つも抱えて、俺は一人で社会科資料室に向かう。

　帰りも日直に手伝わせたいところだが、次の授業の手伝いがあるらしく、早々に教室からいなくなっていた。

「黒板が液えき晶しようパネルに変われば、ネットで地図を呼び出せるようになるんだろうな……」

　夢物語だ。行政がお金を出すわけがない。少なくとも、あと十年以内は実現しないだろう。

　階段を上っている最さ中なかに一つ落とした。身の丈たけの半分はある重い地図を四つ、三階の端はしにある社会科資料室まで持っていくと思うと気が重い。

　俺は自力で運ぶのをあきらめて、特定の生徒と荷物を運ぶためだけに使用されるエレベータを使うことに決める。

　実験棟とうにあるエレベータに行ったが、点検中の札が掛かけられていた。

　そういえば今朝の職員朝礼でそんな話をしていた。普段は使わないのに、使おうと思った途端にこれだ。諦あきらめて階段を上ろうとしたら、階段の踊おどり場の方から声がする。

　ここからは足あし下もとしか見えないが、男子生徒と女子生徒がいるのが分かる。

　──こんなところで逢あい引きかよ。いや、逢い引きってもしかして死語か？

　友人からすら「言こと葉ば遣づかいが古い」と言われている。生徒から言われるのは、世代が違うから気にならないが、同世代の友人から言われると地味に傷つく。

「名取とつきあってるの？」

　女子生徒の声はどこかで聞き覚えがある。

　友人と同じ人を好きになったと相談室で俺に告白した声と似ているのだ。

「つきあってない」

　男子生徒の声も知っている。桃瀬だ。

「じゃあ、ほかの人とつきあってるの？」

「いないけど、なんで？」

　桃瀬の言葉に、何故なぜかほっとした。

　そんな自分に驚おどろき、慌ててその事実を否定する。

「だって……、誰だれともつきあってないなら、つきあってくれてもいいと思って」

　語ご尾びが小さくなっていく。声を聞いているだけで女子生徒の切ない気持ちが伝わってくる。

　二人に気づかれてしまいそうで動けない。

　こんなことなら話が深刻になる前に、さっと通り過ぎて仕し舞まえば良かった。

　幸いまだチャイムも鳴っていないし、次のコマは空いている。告白を邪じや魔まするような無ぶ粋すいなまねはしなくてすみそうだ。

「好きな人がいるの？」

　黙だまったままの桃瀬に焦じれたように女子生徒が詰つめ寄る。

「いてもいなくても、お前とはつきあわない」

「どうして……？」

「恋れん愛あい感情でお前のこと見てないから」

　はっきりと桃瀬はそう言った。

　相手を傷つけないというよりは自分が傷つかないために、好きな人やつきあっている相手の存在を断る言い訳にしない桃瀬のやり方は潔くて格好良いい。けれど相手の女の子にしたら少し狡ずるくても、言い訳をして貰もらった方が気持ちは軽くなっただろう。

「……そっか。ごめん、変なこと言って」

　その声は涙なみだ混じりに聞こえた。

　女子生徒はそのまま階段を駆かけ上がっていく。その足音を聞きながら、降りてこなくてよかったと胸を撫なで下ろす。気を取り直して地図を抱えると、桃瀬が階段を下りて来た。

「よ、よぉ色男」

　桃瀬は少し驚いたようだったが、何も言わずに俺の手元に視線を向ける。

「……聞くわけじゃなかったんだけど、聞こえたっていうか」

　桃瀬は気にもしていないようで、俺の持っている地図を二つ摑つかんだ。

「持ちますよ、先生」

「次授業だろ。さぼる口実に使うなよ」

　奪うばい返そうとする前に、桃瀬は今降りてきたばかりの階段をさっさと上り出す。

「どうせ自習だから。うちの担任、なんで今日休んでるんですか？」

「お前何組だっけ？」

「二組」

　三年二組の担任教師は樺島だ。今朝の朝礼でその話が出ていた。

「風邪かぜだって言ってたな」

　そう言って横を歩く桃瀬の存在がやけに気になり、高校生を意識している自分に嫌いや気けがさす。

　一度寝ねた相手とはいえ、実際は一回り近く年下なのだ。大体、こいつが俺のことを抱だきたいとか言うから意識するはめになるんだ。そうじゃなかったら、こんな年下の生徒を気にかけることはなかっただろう。実際、寝る前は顔すら知らなかったんだ。

　桃瀬が俺を誘さそわなくなったら、きっと俺はこんな風に意識しなくても済むんだろう。

　いや、済むと思いたい。

「自習だって真面まじ目めに受けろよ」

　俺が教師らしく注意すると、桃瀬はおざなりに返事をする。

　チャイムが鳴ると、その音に慌てて後ろから走ってきた生徒が地図にぶつかった。

　走り抜ぬけていく生徒をよそに、俺は手から零こぼれた地図を摑もうとして足を滑すべらせる。

「わっ」

　落ちると思った瞬しゆん間かんに腕うでを引かれて、そのまま桃瀬の胸の中に飛び込む。

「っ」

　俺は桃瀬のお陰かげでどこもぶつけなかったが、桃瀬はバランスを崩くずして階段に背中をぶつけたようだ。強く打ってしまったのではないかと心配になって、俺を抱え込んだままの桃瀬を見上げる。

「悪い。大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい。先生は平気ですか？」

「ああ」

　放り出された地図がばらばらと階段を落ちてくる。

　俺にぶつかった生徒は逃にげてしまったのか、姿が見えない。

　腕の中から抜け出して、落ちてしまった地図を拾い上げる。桃瀬は立ちあがるときに、少し顔を顰しかめた。

「もしかして、足捻ひねったか？」

　そう聞いたら桃瀬は「大丈夫です」といつもの顔で答える。

「なら、いいけど」

　桃瀬は俺の手から再び地図を受け取ると、痛そうな素そ振ぶりも見せずに階段を上がって行った。

　社会科資料室は音楽準備室の横にある。立て付けの悪いスライド式のドアを開けると、中は乱雑としている。壁かべには巻物状の地図が吊つるされ、地ち球きゆう儀ぎや地図帳などがデスクの上を埋うめ尽つくしていた。床ゆかには古い教科書や本が山と積まれているし、窓には黄ばんだカーテンが壊こわれたフックにだらしなくぶら下がっている。

　誰か綺き麗れいにすればいいのにとみんなが思っているので、いつまでたっても汚きたないままだ。

「地名と年代名が見えるように掛けてくれ」

　桃瀬は手に持った地図を空いているフックに掛けた。

「そういえばさっきの子、可愛かわいかったのにもったいないな。つきあってる子がいないならつきあえばいいのに」

「どうしてですか？」

「そうすればお前が俺に構わなくなって、俺の面めん倒どうごとが減る」

「要するに先生のためにってこと？」

「当たり前だろ。俺は俺が一番可愛い」

　素す直なおにそう告げると桃瀬は「あんたって最低」と笑いながら言った。

　俺は桃瀬の横に持っていた地図をかける。

　他ほかの地図にぶつかった瞬間、埃ほこりがふわりと舞まい上がった。本格的に掃そう除じが必要だ。

　いっそ生活指導で捕つかまえた生徒の罰ばつ則そくを、資料室の掃除にしてしまおうか。

「つきあってやれよ、可愛い子じゃん。どうせお前らの年とし頃ごろは恋れん情じようと性欲が直結してるんだから、やってりゃ好きになるって」

　そう言った直後に桃瀬は俺に手を伸のばして、俺の背中を壁に押しつける。気づけば足の間には桃瀬の膝ひざが入っている。密着した体に驚いて目を見張っていると、そのままだらしなく開いたシャツから覗のぞく鎖さ骨こつに、桃瀬の唇くちびるが押しつけられた。

　温かい吐と息いきがふれ、皮ひ膚ふが吸われる。

「っ。何、してんだっ」

　押しのけようとしたが、体勢が悪い。

「その理論だと先生も、俺にやられてりゃ俺のこと好きになるんですよね？」

「馬ば鹿かか！　それは若い奴やつらだけの……！」

　そう言った唇を、不意をつかれて桃瀬に塞ふさがれた。負けじときつく歯を立てると、桃瀬が離はなれていく。見ればその掌は俺に嚙かまれたせいで切れて血が滲にじんでいる。

　けれど桃瀬は痛みなんて感じていないような顔で笑って、俺が嚙んだ場所を見せつけるように自分の舌先で嘗なめた。

　その不敵な笑えみが、高校生とは思えないほど色悪で、思わず見み惚とれる。さっきまで冗じよう談だん混じりに笑っていた顔とは全く違ちがう。今の桃瀬は大人の男の顔をしている。

「先生」

　耳元にささやかれた声こわ音ねが、先さき程ほどのものとは違って甘みを帯びている事に気づく。

　掠かすれて低いくせに子供にでも語りかけるように柔やわらかく、子供相手にはない淫いん蕩とうな熱を含ふくんでいる。

「俺の声好きでしたよね？」

　桃瀬が腕を俺の腰こしに回し、そのまま尻しりを摑む。

「放せ」

　押しのけるつもりが、耳を嚙まれて力が抜ける。

「俺の顔も好きなんだろ」

　官能的な声が劣れつ情じようを煽あおる。

「っ」

　抗こう議ぎの声は桃瀬の掌てのひらに押しつぶされた。さっき嚙まれたばかりなのにまた同じ事をするなんて馬鹿じゃないかと思いながら、先程自分がつけた傷を思い出すと、再び歯を立てることに戸と惑まどいを覚えてしまう。

　だけどベルトを外す音に、そうも言っていられなくなる。その腕を押しのけようとするが、残念ながら力は桃瀬の方が上のようだった。

　パンツのボタンが外されて、乱暴にシャツがたくしあげられる。

「ちょ、お前……っ」

　掌が外された途と端たん制止の声を上げようとして、思わず黙り込む。

　口を閉じないと、変に高い声をあげてしまいそうな気がした。

　桃瀬の指が背中をたどる。熱い掌の感覚に目め眩まいを覚えた。

　ガキ相手になんて様ざまだと思いながら、前に一度寝た時の快感が蘇よみがえる。相手の顔なんか覚えてなかったくせに、快感だけはやけに鮮せん明めいに覚えてるんだから、即そく物ぶつ的な脳みそだ。

「う……」

　背中を撫なでていた掌に力が籠こもるのが分かった。

「させろよ」

　その声音にプライドを刺し激げきされて逃げようとしたが、そのとき桃瀬の足を蹴けってしまった。途端に桃瀬の顔が一瞬痛みで歪ゆがむ。やはり先程痛めたのかと思ったら、強く抵てい抗こうできなくなった。

「駄だ目めだ」

　逃げかけた足に気づいた桃瀬が、俺の体をより強く壁に押しつける。

「もも……」

「逃がさない」

　うっすらと微笑ほほえんだまま、桃瀬はかがみ込んでシャツをたくしあげ、露あらわになった胸に唇を寄せる。色の変わった先を舌の真ん中でべろりと嘗める。

「っ」

　嘗められ濡ぬらされたところに、軽く歯を立てられて痺しびれる。掌を嚙んだことへの仕返しのようで、今いま更さらながら主導権を握にぎられているのを実感した。執しつ拗ようにその場所を甘あま嚙がみされて、息が乱れそうになる。

「桃瀬、いい加減に……」

　桃瀬の唇は胸から離れて臍へそを嘗め、それから下着の上からその場所をゆるく嚙んだ。

　噓うそだろ、そんなの。

　幸いながらまだ勃たちあがっていなかった場所へ、もどかしい刺激を加えられ、意識を持って行かれる。いつの間にか背中を支えていた掌が再び尻に戻もどされて、少し強いぐらいの力で揉もまれた。

　ぶるりと体が震ふるえる。

　自分の息が荒あらくなっているのが分かって、くそ、と悪態を吐ついた。

　だけど桃瀬の頭を押しのけようと伸ばした手は、簡単に捉とらえられてしまう。

「っ」

　下着をずらされて、勃ちあがりかけた肉棒が露わにされる。色黒いそれに桃瀬の舌が這はう。

　理性とか、そんなの抜ぬきにして、素直に気持ちいいと感じた。

　熱い舌に嘗められることへの劣情が頭を支配しそうになる。

「ふっ」

　下を見れば、俺を見上げている桃瀬と目が合った。尖とがらせた舌先で、先を弄いじりながら相変わらず強い視線をこちらに向ける。楽しそうな表情で、俺を追い立てている。

　頰ほおに血が上るのが自分でも分かった。

「その目、やめろよ……」

「何？」

「だから……っ」

　そんな目で俺を見るな。

　ガキのくせに、まっすぐで鋭するどい目に考えていることを全すべて暴あばかれてしまいそうだ。

　もしかしたらもう暴かれているのかもしれない。快楽に溶とけそうになる思考と、それにどうにか抗あらがおうとする理性のバランスは、桃瀬の一挙一動で簡単に揺ゆらいでいる。

　嘗められる度たびに聞こえる卑ひ猥わいな音が、劣情を加速させていく。

　声を出さないように、そればかり気にしている間に下着もずりおろされてしまう。

「ん…んっ」

　先走りが滲にじみ出す。桃瀬の舌がそれを見せつけるように嘗める。

　だけど視線が合うのが怖こわくて、すぐに目を閉じた。

「っ」

　濡れた指が、後こう孔こうにたどり着く。

　ゆるゆると縁ふちをたどられて、ゆっくりと長い指が入ってきた。

「桃瀬……」

　ぐちゅぐちゅと音が聞こえる。嘗められている場所からなのか、弄られている場所からなのかは分からなかった。ただどうしようもなくもどかしくて、腰が揺れそうになって困る。

　止やめてほしいのに気持ちがいい。

「入れて欲しいだろ」

　そんなわけない。

　そう言いたいのに、口を開けない。何か別の事を言って仕し舞まいそうで怖い。

　指が、中で動いた。こじ開けるように入れられた二本目の指が、中でぐるりと回される。

「先生」

　張りつめた肉棒をゆるく桃瀬の手が擦こすりあげる。

「目、開けよ」

　どうして俺の眼めを開かせたいんだ。自分がされていることを実感させるためにか？

　冗談じゃない。

　ぎゅっと閉じていた目を、もっと強く閉じる。

「先生」

　笑うような声音で桃瀬が俺の耳元に声を吹ふき込む。

　逃のがれたいのに逃れられないから、どうしたらいいのか分からない。出来る抵抗なんて目を閉じることと、力の入らない腕うでで桃瀬を押し返そうとすることぐらいだ。

　桃瀬が俺の腰に手を回して、俺の片足を持ち上げる。その拍ひよう子しに床ゆかに積み上げられた古い教科書の山に足がぶつかり、ばさばさと派手な音を立ててそれらが床に散らばる。

　舞まい上がった埃ほこりが、カーテンの隙すき間まから差し込んだ光に照らされて、やけにきらきらして見えた。

「やめ……」

　そちらに気を取られていたら、後孔に桃瀬の硬かたい肉棒が宛あてがわれる。

　本気かと、目を開く。

　ぼやけた視界に映った桃瀬はやけに格好良くて、なんでそんな奴やつが俺なんかに欲情してるのかわけが分からなくなる。

「やめろ、桃瀬……」

「やめると思うのか？」

　桃瀬が笑った。その瞬間に入り込んできた硬い熱に体が焼けそうになる。

「っ……あっ」

　思わず桃瀬にしがみついた。ぎゅっと背中に腕を回して摑つかまる。

　肩かたに額をつけて、呼吸を整えた。

　自分を苛さいなんでいる男以外に、しがみつくものがないんだから仕方ないとは思うが、本ほん末まつ転てん倒とうのような気がする。

「入れ、るかよ……普ふ通つう」

　こんなところで。そもそも、こいつは授業中なんじゃないのか。

　桃瀬は答えずに俺の耳を嚙かんだ。そのまま舌を入れられる。

　頭のなかに直接響ひびく水音に、煽られて熱くなる。くわえこんだところが痛みを訴うつたえていたが、それでも体の内側がざわめく。

　折り曲げられ、持ち上げられた足が痛い。立ったまま桃瀬に貫つらぬかれる不自然な体勢をどうにかしたい。

　だけど深く桃瀬が入ってくると、そんなことどうでも良いいように思えた。

「っは……あ」

　ゆるく、揺さぶられる。何度か頭を壁かべにぶつけた。

　太い部分で内側の気持ち良い場所を突つかれて、桃瀬の背中に爪つめを立てる。

　気持ちがいい。頭がおかしくなる。

　内臓を直接こすられてるんだ。むき出しの快感に直接触ふれられているんだ。だから、頭がおかしくなるのも仕方ないように思えた。

　ぼやけた視界に、ぶら下がっているカーテンが見えた。

「うっ…ぁ」

　嚙みしめた歯の間から声が漏もれる。激しく攻せめたてられて、泣きたいような切せつ羽ぱ詰つまった感情がせり上がって来た。

　体勢のせいか、深く入らなくて、桃瀬は焦じれるように乱暴に腰こしを揺さぶる。

「先生」

　桃瀬の服に俺のはち切れそうな欲望がこすれる。硬い布地の感かん触しよくに、敏びん感かんになった先せん端たんが触れて、たまらない気持ちになる。

　白いＴシャツを濡らすその染しみに、背徳感が煽あおられた。

「あっ」

「先生、足音がする」

　桃瀬が俺の首筋を嚙みながら、囁ささやくようにそう言った。

　桃瀬の言葉を理解して、体がぎくりと強こわばる。お互たがいの荒い息の合間、耳を澄すませば確かに廊ろう下かを近づいてくる足音が聞こえた。

「っ」

　歯を嚙みしめて、今までよりも強い力で桃瀬に抵てい抗こうしようとしたが、深く入れられている状態ではそれもままならない。

　こんなことなら桃瀬が痛がろうが、もっと激しく抵抗すべきだった。

「覗のぞいたら見えそうだな」

　桃瀬が面おも白しろそうにドアを振ふり返る。ドアに付けられたはめ殺しのガラス窓はちょうど目の高さと同じ位置にある。細く小さな小窓だから、覗き込まない限り中は見えない。

　だけど少しでも不ふ審しんがられて覗き込めば、俺達が交わっている様が見えてしまう。

「何、先生感じてんの？」

　笑うように桃瀬が言う。中に入っている桃瀬を緊きん張ちようから締しめ付けてしまった。

　反論したくても、口を開いたらおかしな声が出そうで、歯を嚙みしめて耐たえる。

「見られると感じるんだ？　俺先生のそういうインランなところ結構好きかな」

　至し極ごく楽しそうに桃瀬が耳元に囁く。桃瀬の吐と息いきが耳じ朶だを震わせ、それすら快感に繫つながる。

「んっ……」

　気持ちいい場所を擦られて、膝ひざが震ふるえる。片足で立っているというよりは、桃瀬にすがりついているような状じよう況きようで、壁に押しつけた背中が痛い。首も痛いのに、そんな痛みが気にならないぐらいの快感が体の奥に送り込まれる。

　こんな姿を誰だれにも見られたくない。

「や、め……」

　近づいてきた足音がドアの前で止まる。恐きよう怖ふで思わず体が強ばった。

「っ……」

　ドアに鍵かぎは掛かけていない。だから開けられたら終わりだ。緊張して掌てのひらに汗あせを搔かく。

　桃瀬は声を堪こらえる俺の表情を楽しそうにじっと見ている。

「先生の良い声、聞かせてやれば？」

　俺なんかよりも桃瀬の方が低くて良い声だ。艶つやを含ふくんで、掠かすれている。

　女だったらそれだけで、腰が砕くだけそうな甘い声だ。

　耳元に直接声が吹き込まれて、正直ぞくりとした。

　こんな場所でよがっているなんて最悪だ。いっそ桃瀬を殺してやりたい。

「っ」

　見られてしまうという恐怖から、ぎゅっとしがみついたまま目を閉じていると、足音はそのまま遠ざかって行く。

　その足音が近くの階段を下りていくのを聞いたら、ほっとして力が抜ぬけてそのままぐったりと桃瀬にもたれ掛かる。

「……最悪だ」

　こんなところで行こう為いに及およんでる桃瀬も、それに抗あらがえない自分も。

「なんで？　良さそうだけど」

　笑って桃瀬が俺の陰いん茎けいに手を伸のばす。

「声もっと出せよ」

「ふざけんな……っ」

「前は、たくさん出してただろ」

　前の夜のことを、桃瀬は俺よりも覚えて居るんだろう。

　俺はよく覚えていない。だから桃瀬は何とでも言える。だけど、翌朝嗄かれていた自分の声を考えると、それを強あながち噓うそだとは言えなかった。

「生意気……」

　絞しぼり出すように告げた声は、桃瀬が俺に言った言葉ほどの威い力りよくはない。

　桃瀬の口の端はしに笑えみが浮うかぶ。色悪な表情に、本当にこいつは高校生なのかと疑いたくなる。

　年上なのに、教師と生徒なのに、追い立てられているのは俺の方だ。

「っ……ふ」

　甘い声を必死でかみ殺す。生意気だと思いながら、しがみつく。

　揺ゆさぶられて、良い場所に当たるのが嫌いやなのに、わざとそうなるように少し腰を浮かせる。

「先生、良い」

　言葉通りに桃瀬が強く俺を引き寄せる。

「先生は？　気持ちいい？」

「いいわけ、ねぇ……だろ」

「なんで？　もうパンパンじゃん」

　そう言って桃瀬が視線を落としたのが分かる。

「穴開いてるし」

　先走りを漏らす鈴すず口ぐちを指し摘てきされて、いっそ殺してくれと思った。生徒に言葉攻めされる日が来るなんて思ってもみなかった。

「なぁ」

　強く揺さぶられて、不安定な体勢が苦しくなる。この体位も最悪だ。それなのに感じてる俺はもっと最悪だ。

「今まで先生を抱だいた奴らの中で、俺何番目ぐらい？」

「………っは」

「なぁ」

　情欲にまみれたその声に煽られた。桃瀬の掌にはち切れそうな欲望が包まれる。

「っ」

　一番良いとでも言えば満足なのか。そんなの誰が言ってやるものか。桃瀬が俺をどれだけ経験豊富だと思っているか知らないが、桃瀬以外で寝ねた男なんて一人しかいない。

　しかも、高校の頃ころの話だ。

「先生」

　答えを促うながす問いかけに、答えられずに頭かぶりを振る。桃瀬の肩かたに爪を立てて限界だと訴うつたえた。

「放せ、もう……っ」

　無骨な手の感覚、硬かたくなった指の腹に撫なでられた瞬しゆん間かん、俺は吐と精せいしていた。

「くっ」

　零こぼれ落ちる精液を拭ぬぐうように、桃瀬の指がその部分を擦こすった。

　締め付けた後こう孔こうから、桃瀬の肉棒が抜けていくのをまざまざと感じる。

　桃瀬が俺の体から離はなれると、支えを失った体はずるずると壁にそって床ゆかに崩くずれる。

　いつの間に着けたのか分からないが、桃瀬がゴムを外す。ずるりと外されたゴムには白はく濁だくした精液が溜たまっていた。

「平気ですか？」

　壁に寄りかかったままぼうっとしていた俺の顔を桃瀬が覗き込む。

「平気じゃねぇよ、クソガキ」

　そう返すと、近づいてきた桃瀬はふいに俺の首もとに顔を埋うずめる。

「もう、しねぇぞ……っ」

　咎とがめるようにそう声をあげると、桃瀬の唇くちびるは鎖さ骨こつに触れて、すぐに離れていった。

　ちくりと、痛みが走る。先さき程ほどと同じ場所だ。二重につけたのだろう。

「キスマークとか、つけてんじゃねえよ」

「先生、肌はだ白いからこういうの、よく似合う」

　桃瀬の指がつけたばかりのキスマークを辿たどる。自分じゃ見えないが、きっと赤くなっているんだろう。

「嬉うれしかねぇよ」

　そう言い切って桃瀬を追い払はらった。怠だるい下か肢しと汚よごれた太ふと股ももを見ながら、まだ午後の授業が残っているのにどうしてくれるんだと、資料室で独りごちた。

　面めん倒どうくさくなくて、誰でも良いなら、俺じゃなくてもいいじゃないか。教師と学校でするほうが、見つかったときは遥はるかに面倒だろう。

「……最悪だ」

　面倒くさくない、と言った桃瀬の言葉が刺とげのように引っかかったまま抜けない。桃瀬は俺の事なんて好きでもなんでもない。ただ性欲を満たすためだけにこんな風に無む理り矢や理り抱かれて、怒おこるよりも傷ついているのが一番最悪だ。

　それに、とうとう生徒と素面しらふで寝てしまった。
















「貴文！　遅おそいぞ！」

　相変わらず坊ぼう主ず頭あたまの元主将が手を上げると、テーブルに着いていた他ほかの面々も顔を上げて俺を見た。明日も平日だっていうのに、もうすでにかなり出来上がっている元チームメイトに腕うでを引っ張られ席に着く。

「久しぶり」

　そう言われて顔を上げると、近づいて来たのは元恋こい人びとだった。

「……吉よし岡おか。来てたのか」

「俺も一応野球部だったからな」

　吉岡はそう言うが、高校二年の夏を最後に受験勉強を理由に退部してからは、野球部の連中には自分から関かかわろうとはしなかった。当時そのことに対して他のチームメイトは反感を抱いていたから、それもあって結けつ婚こん式に野球部の仲間を呼ばなかったのかと思っていた。

「珍めずらしいな」

　吉岡にビールを注つがれながら、その顔を見上げる。疲つかれた顔をしていた。先日、結婚式で会った時は感じなかった違い和わ感かんを感じる。高校時代と今の顔がうまく重ならない。

「この前お前に会ったら高校時代が懐なつかしくなってさ」

　吉岡は笑って自分の分のビールに口を付ける。

　何を話せばいいのか分からずに、俺は曖あい昧まいに笑ってみせた。結婚式の会場ではろくに話していない。もう指輪もなくしてしまった。こんな風にいきなり会うと、戸と惑まどってしまう。

「なんだ、酒の席だってのに時し化けた顔してんなぁ」

　茶化すように向かいに座っていた友人が俺を見て言う。

「最近忙いそがしいんだよ」

「やっぱ教師は大変なんだな」

「まぁな」

　俺はとりあえずコップから零れそうになっている白い泡あわに口をつけてから、ジャケットを脱ぬいで珍しく堅く結んでいたネクタイを緩ゆるめてボタンを外す。

　すると向かいから伸びた手が、俺の鎖骨を指した。

「あー!!　キスマークだ！」

　生徒に指摘されるのを危き惧ぐして一日中ネクタイを締しめていたが、まさかこいつらにまでこんな風にあからさまに指摘されるとは思わなかった。

　二十代半ばを過ぎた男達がこんなことでこれほど騒さわぐなんて信じられない。これじゃ女連中の「男はいつまでたってもガキだ」という意見に反論できない。

「うわ、やらしー。絶対生徒だぜ！」

「女子高生っておいしいんですか、先生～!!」

　どうやら俺の友人達も高校生と精神年ねん齢れいは大して変わらないようだ。

　本当に小学生みたいな連中だ。

　隠かくすように、再びネクタイを締め直し、ボタンを留めた。二日経たっても、まだ薄うすれないほどくっきりとついたキスマークに、桃瀬への怒りが込み上げる。

　あんな場所であんなことをするなんて、あいつは本当に最悪な生徒だ。

「なんだよ、絶対お前らのほうが俺よりすごいことやってるくせに」

　付けたのが男子高校生だと知ったら、こいつらは尋じん常じようじゃないほど盛り上がるんだろう。今ですら思春期のような反応だ。デリカシーを母親の胎たい内ないに置いてきたような連中に、万が一ばれたら大騒ぎされる。それこそ経けい緯いから体位まで根ほり葉ほり聞かれるんだろう。

「いーなー女子高生。金もかからなさそうだし、我がも対して強くないだろうし」

　年上の上司とつきあっている友人はうらやましそうに言った。

　前に写真を見せてもらったことがあるが、確かに美人で出来る女性という感じだったが、その分気が強そうだった。あんなに眉まゆが細くつりあがっている女がきつくないわけがない。

「まだ彼女がいるだけいいだろ。俺なんかこの間プロポーズして振ふられたばっかりだ」

　送りバントが得意だった別の友人がそう言った。

「残念だったな」

「早く俺のものにしたかったんだよ！　タカみたいにバレンタインの時にチョコ貰もらいすぎて先せん輩ぱいに締められてたやつにはわからないもん。女子高生と遊んでるやつにはわからないもんっ」

　同じ年の男が「もんっ」なんて語ご尾びに付けているのを聞くと、いくら友人でも若じやつ干かん引く。

　しかも外見はプロレスラーと言っても通用するような、大おお柄がらな男だ。

「女子高生紹しよう介かいしてくれよ！　多少ブスでもガマンするから」

　悲痛な独身男の哀あい願がんを無視して、酒を注文した。

　それから吉岡が奥さんに告げた気き障ざなプロポーズの言葉を笑い、過去に自分達が口にしてきた恥はずかしい決め台詞ぜりふを馬ば鹿かにし合った。

　飲み疲れて笑い疲れて、それぞれ明日もあるので時計が翌日を回る前に別れる。

　俺は酔よいつぶれた吉岡を抱かかえて外に出る。

「頼たのむから吐くなよ」

「だいじょうぶ……うっ」

「ちょっ、何があっても口を開くな。出てきたら飲み込め！　お前ならできる」

「できないよ、俺を買い被かぶらないでくれ」

「とりあえず、タクシー呼ぶと高いから駅前まで歩くぞ」

　そう言って歩き出そうとした俺の頰ほおに、唐とう突とつに吉岡の手が伸のびる。

　頰の上を、細い指が撫でた。その感覚にやはり違和感を拭えない。俺の知っている吉岡の手は、野球で作ったマメが出来ていた。

　そこまで考えて、不意に桃瀬の手を思い出す。無意識に頭の中で比べてしまう。

「相変わらず、貴文は美人だよな」

　少し前だったら、酔った吉岡のそんな言葉に本気で心を乱されていただろう。

　だけど今は目の前の男に対して、なんの感情も湧わいてこない。

　頰から伝わる掌てのひらの温ぬくもりにも吉岡の賛辞にも、心は少しも喜んでいなかった。

　こんな風に触ふれられても、胸は痛くならない。切ない気持ちにならない。

　もう大だい丈じよう夫ぶだと思った。

「お前と結婚すれば良かった。お前の方が美人だし、俺のこと愛してくれたしさ……」

　確かにその手に情熱を持って触れたことはあった。目の前の男に恋れん情じようを持って縋すがり付いたこともあった。愛してると告げた。好きだと言われた。何十回もキスをした。

　吉岡と別れた後、何人か女とつきあった。こいつのことを忘れようとして忘れられずに苦しんだ。

　だけどそれらは全すべて過去のことだ。俺はもう、この男に恋をしていない。いや、そもそもこの何年間も、俺は現実の吉岡ではなく記き憶おくの中の吉岡に恋をしていたのだろう。高校生、中学生の頃ころの吉岡を自分の都合の良いいように美化して、勝手に崇あがめて切ない恋に酔っていただけだ。

　馬鹿らしい。そんなことに今まで気付かなかったなんて、恋れん愛あい相談に来る生徒よりも遥かに俺の方が未熟だ。

「はははは」

　思わず笑った。ようやく目が覚めた。

「どうしたんだよ、貴文」

　元恋人からただの友人になった男は驚おどろいたように俺を見る。

「男同士で結婚なんかできるか。今いま更さらマリッジブルーになるなよ」

　吉岡は「だって」と子供のように口にする。

「あいつ朝は起きてこないし、一日中家にいるのにろくに家事しないんだよ。新婚旅行で使ったスーツケースだってまだ片づけてないんだぜ？　俺はあいつが〝おかえり〟って言ってくれるだけで癒いやされるけどさ、でも今日だって俺のこと放って友達と遊びに行っちゃうし……」

　俺はまだ頰に当てられていた吉岡の手をさりげなく放す。

「惚のろ気けかよ」

　惚気と評されたことが不満だったのか、吉岡はむすりと唇くちびるを引き結ぶ。

　ちょうどタイミング良く目の前でタクシーが止まった。

　ドアが開き、中から派手な格好の女が出てくる。

　夜の仕事をしていそうだ。綺き麗れいだが、ふて腐くされたような顔をしていた。よく見ればこの間桃瀬がスーパーで一いつ緒しよにいた女に似ている。

「貴文ぃ～、うちの嫁よめに一言ガツンと言ってやってくれよ」

　酔って更に吉岡がもたれ掛かかって来る。

　だけど、そんなのは気にならなかった。女に続いて出てきた男に思わず動どう揺ようする。

　そいつは俺を見ると驚いた様な顔をして、それから強い視線で疎うとんじるように俺を睨にらんだ。

　視線の強さに、不覚にも怯ひるむ。それは一いつ瞬しゆんですっと頭から足先まで冷えるような、冷たい視線だった。

「いっちゃん？」

　女が訝いぶかしむように桃瀬を見た。桃瀬はそれをきっかけに俺から視線を外すと、その女の手を乱暴に摑つかんで、俺の横を足早にすり抜ぬけていく。

「いっちゃん、ちょっと……どうしたの？」

　戸と惑まどうように女が桃瀬のことを呼ぶ。

　斎だからいっちゃんなのかと思っていると、空いたタクシーに吉岡がふらふらと乗り込む。

「貴文？」

　いつまでも乗って来ない俺を不思議がるように、吉岡が俺を呼ぶ。

「……悪い、用事を思い出した」

　そう言ってタクシーのドアを閉めて、俺は桃瀬が消えた方向に向かって歩き出す。雑ざつ踏とうの中に既すでに桃瀬の姿は見つけられなかった。

　追いかけてどうするのかと思いながらその姿を捜さがした。

　桃瀬と顔を合わせたら、怒おこってやろうと思っていた。邪じや険けんにして、今まで以上に冷たくしようと思っていた。この間の資料室のことを許す気は無かった。

　ガキの欲望の捌はけ口にされるなんて、冗じよう談だんじゃない。腹が立っていたんだ。何発か殴なぐっても許されると思っていた。むしろ、あのときに殴らなかったことを後こう悔かいした。

　なのに、拒きよ絶ぜつしようと思っていた相手に拒絶されて、馬鹿みたいに傷ついている。

　先さき程ほど俺を射い貫ぬいた目を思い出すと、酷ひどく胸が痛んだ。

　女と居るときに俺の存在を見せつけられて不快感を感じたんだろうか。女と一緒にいることで、我に返ったんだろうか。男とヤるなんて、馬鹿げた行こう為いだったと気付いたんだろうか。

　考えれば考える程、胸の奥の方は重くなっていく。このまま沈しずんでしまいそうだ。

　一緒にいた女は、桃瀬とどんな関係なのかと考えてあいつの口くち癖ぐせを思い出す。

　面めん倒どうくさくない相手なんだろうか。考えると嫌いやな気分になる。あの声で、あの目で女を追いつめるんだろうか。

　桃瀬が俺以外の人間を抱だいているところなんて、想像したくもない。

　結局桃瀬は見つからなくて、気分が悪くなった俺はミネラルウォーターのペットボトルを買った。うまくキャップが外れずに道の上に落とす。

　飲み過ぎだと思いながら、ろくに力が入らない指先でキャップを外す。ペットボトルを摑んだ掌に広がる冷たい感覚に、どこかで同じようなことがあった気がした。

　デジャヴかと思ったが、水を口に含ふくんだ瞬しゆん間かんにあの夜の桃瀬の台詞を思い出した。

『忘れさせてやる』

　掠かすれて、甘い色を含んだ低い声。シーツの皺しわ。汗あせばんだ肌はだ。綺麗な茶色の髪かみ。強く抱きしめられた腕うでの感かん触しよく。溺おぼれるように声を上げて、泣きながら吉岡への想おもいを吐と露ろしたこと。

　確かにあの夜、俺は自分から桃瀬に腕を伸ばした。

「そうか……、俺が……望んだのか」

　俺が忘れさせて欲しいと言った。だから、桃瀬は俺に構ったのだろうか。

　同情だったんだろうか。いや、同情だけで同性とセックスは出来ない。あいつが語った通り、面倒くさくなくて良いという理由も、確かにあったんだろう。それとも男に入れあげて、その挙げ句捨てられた俺が物もの珍めずらしかったのか。

　どちらにしろ、良い理由は一つもない。

　切れ切れに思い出すあの夜の光景に、一体他に何を口走ったのか怖こわくなる。

　教えてやると誘さそった。顔や声が好みだと言った。吉岡のことが忘れられないと告白した。俺は他ほかに何を話したんだろう。一体、俺は桃瀬にどんな人間だと思われているんだろう。

「最悪だ」

　飲みかけのペットボトルを額に当てながら、駅に向かって歩く。

　たった今気付いた余計な事実に頭がくらくらする。

　──生徒に恋した。

　それは俺にとって、最高に最悪でどうしようもないほど滑こつ稽けいな事実だった。










　車を走らせながら、吐はき気を堪こらえる。

　こんなことなら我が慢まんせずに昨日のうちに吐いて置けばよかった。帰宅してから酔いたい一心で飲んだ酒のせいで、頭痛も酷い。

　スーツ姿のサラリーマンが交差点を渡わたるのを眺ながめながら、二日ふつか酔よいの薬が早く効くことを祈いのる。

「バスや電車通勤じゃなくて本当に良かった」

　今の状態で満員電車に乗ったら、確実にリバースだ。バスの揺ゆれを想像するだけで気分が悪くなる。自動車通勤を感謝するのはこんな時だ。

　とはいえ、体調は最悪だった。頭痛はするし、胃もやられてるし、あまり寝ねてないから体も重い。平日の夜に深酒をするんじゃなかった。

「はぁ……」

　思わずため息が漏もれる。この半月ほど、俺は一生分ぐらいの自己嫌けん悪おを繰くり返している。

　自分の気持ちなんて認めるべきじゃなかった。学校へ行く気が重いのは、二日酔いだけが原因じゃない。

　桃瀬の顔を見たくない。好きだと気付いた以上、拒絶されたら傷ついてしまいそうだ。そして俺は傷ついた自分に腹が立つんだろう。そんな悪あく循じゆん環かんが簡単に想像できた。

　こんなに生徒に振ふり回されて、馬ば鹿かみたいだと思う。

　たとえ俺が桃瀬に願ったことでも、もう止やめたい。桃瀬は十分、吉岡のことを忘れさせてくれた。桃瀬と寝てから、ふとした弾はずみに吉岡の顔が浮うかぶことがなくなった。

　その代わりに頭に浮かぶのは────。

「向こうは俺の事なんてなんとも思ってねぇのにな……」

　それに教師と生徒なんて良い関係とはとても言えない。倫りん理り的に問題がありすぎる。

　桃瀬が正気に戻もどったのなら、ちょうど良い。桃瀬が俺とヤったことを後悔しているのなら、この機会に全てリセットしてしまいたい。

　そうすれば、ただの教師と生徒に戻る。俺はしばらく桃瀬のことを考えてしまうだろうが、あいつが卒業して接点がなくなればそのうち忘れられるだろう。

「いい加減、大人になれよ」

　いつまでも自分の感情を制せい御ぎよできない自分に対して、呆あきれながら俺は学校の門をくぐった。

　職員室の席に着いた途と端たんに、横にいた樺島が何か言いたそうな顔で俺を見た。

「なんだよ」

「いえいえ、昨日と同じスーツだなぁって思っただけです。鎖さ骨こつのところにキスマークついてるなぁって気付いただけです」

　昨日はリビングのクッションで寝てしまい、今朝目が覚めた時には着き替がえる時間なんてなかったんだ。同じ服装なのは樺島が想像するような色っぽい理由じゃない。

「うるせぇ」

　無意識に首元を緩ゆるめていたらしく、舌打ちしてネクタイを締しめ直す。わざと癇かんに障さわる言い方をする樺島に苛いら々いらする。

　ホームルームまでの時間で、中間テスト後に受け入れる予定の教育実習生関連の書類を確かく認にんしていると、コトリと湯飲みがデスクに置かれた。

　顔を上げれば冨樫が睨みつけるよう目で俺を見下ろしていた。今日は珍めずらしく化け粧しようをしている。

「飲みますか？」

「え？」

「お茶飲みますか？」

　ちらりと湯飲みを見ると、中には濃こい色の緑茶が淹いれられていた。

　俺の湯飲みだということは側面に書かれた「適当人間」という文字からも分かる。去年の卒業生がくれたものだ。わざわざ俺にふさわしいものを探して来たらしい。

「ああ、ありがとうございます。飲みます」

　いらないと答えたら捨ててくるのだろうか。どうせ聞くなら淹れる前に聞けばいいのにと思いながらも、軽く頭を下げた。

　冨樫はしばらく黙だまり込んでじっと俺の湯飲みを見ていた。

　今すぐ飲めということなのか？

「あのっ」

　湯飲みを持ち上げたところで、意を決したように冨樫が早口にしゃべり出す。

「適当人間の適当は、いい加減とか、そういう意味で最近は使用されていますけど、本当は〝適切〟と同意味でもあるんですよね！」

「え？　ああ、そうですね」

「全然とか、微び妙みようとかも、最近誤用されてますよね！」

「はぁ」

　冨樫はらしくないテンションでそう言うと、来たときと同じ唐とう突とつさで去って行く。

　その後ろ姿を首を傾かしげながら見ていると、傍かたわらの樺島が「意外とわかりやすい人なんですね、冨樫先生って」と呟つぶやいた。

「恋こいするとパニックになっちゃう人って、たまにいますよね」

　樺島はチョコとピーナッツとキャラメルが一体になった棒状のお菓か子しを齧かじりながら、分かったような口くち振ぶりで、何もないところで躓つまずいている冨樫を観察していた。

　樺島からは甘い匂においが漂ただよってくる。それだけで胃がむかつく。二日酔いの時に臭しゆう気きに対して敏びん感かんになるのは、一体どんなメカニズムなのだろう。

「で？　先せん輩ぱいどうするんですか？」

「どうするってなんだよ」

　甘い匂いを誤ご魔ま化かすように湯飲みの中のお茶を飲む。コーヒーじゃなかっただけましだが、緑茶はカフェインが強くて胃がしくりと痛んだ。胃腸的には番茶が欲しい。

「またまた。ま、相手は成人女性だけにしておいてくださいよ」

「バーカ、生徒になんか手ぇ出すかよ」

　そう答えたが、先週末に社会科資料室でしたことを知られたら、新聞に名前が載のるどころか夕方のニュースで、うちの学校の映像を全国のお茶の間にお届けしてしまう。

「で？　どうやってあの冨樫先生を落としたんですか？」

「別に、何もしてねぇよ」

　落とそうとして落としたわけじゃない。

「いいじゃないですか。後学のために教えてくださいよ～！」

　うるさい樺島を無視して立ち上がる。

　職員室を出ようとした時に、出入り口に立っている名取に気づく。

　相変わらず可愛かわいい顔をしている。昨日桃瀬が連れていた女よりも、可愛らしい名取のようなタイプが桃瀬にはふさわしい気がした。

　そう考えて心の中で自じ嘲ちようする。吹ふっ切ると決めた癖くせに、また桃瀬のことを考えている。

「なんだ？　樺島先生に用事か？」

　名取は樺島のクラスだ。気を利きかせて呼ぼうとすると慌あわてて腕うでを引かれた。

「違ちがいます。その、なんでもありません」

　名取はくるりと俺に背を向けて、足早に階段の方に向かってしまう。

　普ふ段だんはきはきとした物言いが得意の名取らしくなくて、俺は訝いぶかしく思いながらも教室に向かった。










　二日酔いをどうにか我慢して一日を終えて放課後に相談室に行くと、いつも何も置いてないテーブルの上に文庫本が一冊置いてある。桃瀬が読んでいた物だ。

「あいつ、午後の授業ここでさぼってたな」

　昼休みにここに来たときはこんなもの無かった。ドアには鍵かぎが掛かかっていたから、入り込んだとしたら恐おそらく図書室の方からだ。どうにかして司書や図書委員の目を誤魔化して入ってきたのだろう。

　体の欲求に従ってソファに横になりながら不意に、昨日の事を思い出す。

　大人の女性と並んでも遜そん色しよくがなかった。高校生のくせに、私服だとそうは見えない。

「認めなきゃ良かった……」

　桃瀬のことを好きだって事を認めないまま誤魔化せれば良かった。昨日の夜にうっかり認めてしまったせいで、今苦しんでいる。

　思わず舌打ちが漏れた。ちょうどそのとき、ドアがノックされる。

「どうぞ」

　億おつ劫くうに思いながらも一応ソファに座り直す。

　ドアを開けて現れたのは、名取だった。

　今朝職員室のところに立っていたのを思い出して、深刻な相談事なのだろうかと推察する。

「どうした？」

「あの、私先生にお願いがあるんです」

　名取はそう言ってから、思い出したようにドアを閉めて俺の側まで歩いてくる。

　決意を秘ひめた目で俺を見ると「斎に、手出さないでください」とはっきり言った。

「私、知ってるんです。斎と先生がそういう関係だって」

　俺は驚おどろいて言葉が出なかった。名取はそんな俺を見て、瞳ひとみに涙なみだをうっすら滲にじませる。

「先生は遊びで手出してるのかもしれないけど、斎は本気だから」

　名取の震ふるえる声が鼓こ膜まくを打つ。

「名取、何を勘かん違ちがいしてるのか知らないが……」

　頭の中をいろいろな事が駆かけめぐる。ここでの会話を聞かれたのか。それとも二人でホテルに入るところを見られたのか。社会科資料室で聞いた足音の主は名取だったのだろうか。

「誤魔化さないでください」

　名取は掌てのひらで涙を拭ぬぐって「私から、斎のこと奪うばわないでください」と口にする。

「お願いだから……取らないでください」

「名取」

　名前を優やさしく呼んで、その頭を撫なでる。

「俺は、桃瀬をお前から取らないよ。だけど、どうしてそんな勘違いをしたんだ？」

　名取は涙をぶら下げた睫まつげをぱちぱちと瞬またたかせながら、俺をじっと見上げた。

「斎が、先生のことずっと見てるから」

「え？」

「斎は普段誰だれかを気にするようなやつじゃないの。昔からずっと一いつ緒しよにいるけど、斎がそうなるのって、好きな相手に対してだけだから」

「それだけ？」

　拍ひよう子し抜ぬけしてそう聞くと、名取はそれで十分だというように頷うなずく。

「だってあの日からだから」

「あの日って？」

「斎が先生のことを送っていった次の日から、斎の様子がおかしいんだもん。私、そういうのわかるの。斎のことずっと見てたから」

　名取はいつもは男子連中を怒ど鳴なりつけている唇くちびるをきゅっと結んで、俺を睨にらむ。だけどその目め尻じりはすぐに弛たるんで、また涙が零こぼれはじめた。

「あの日、先生の項うなじにキスマークが付いてたって佐山が言ってた。……斎が、付けたの？」

　女の洞どう察さつ力と勘かんにはいつも感服する。たったそれだけの状じよう況きよう証しよう拠こと想像力で真実を言い当ててしまう。

「お願い先生。取らないで」

　名取は縋すがるように俺の胸に抱だきついてきた。

　俺は複雑な気分でその細い肩かたに手を掛ける。ゆっくりと胸から引きはがして、泣いている顔を覗のぞき込む。

　名取のその願いを叶かなえるのは簡単なことだ。

　俺はただ、桃瀬に自分の気持ちを黙っているだけでいい。最初から自分の気持ちを伝える気なんてなかったんだから、別に難しい事じゃない。それに桃瀬はもう俺を誘さそったりしないだろう。強い視線で睨まれたことを思い出すと、わずかに胸が痛んだ。

　だけどその痛みを飲みこんで名取の目を見つめながら、俺はうっすらと口元に笑えみを浮うかべる。

「お前なぁ、そんな思いこみで俺のことを犯罪者にしないでくれる？」

　あからさまに、呆あきれたというため息を吐ついて名取の頭をぽんぽんと叩たたく。

　顔を上げた名取に「心配するようなことは何もねぇよ」と言いきかせる。

「だって……じゃあ、キスマークは？」

　やけにこだわるなと思って俺は再びため息を零す。

　心の中で佐山を呪のろう。同級生が付けていても大して気にしないくせに、教師がつけていると生徒はやたらと騒さわぎ立てる。あいつらはそういう教師の失敗が楽しくてたまらないらしい。

「いいだろ、俺にだって大人の事情があるんだよ。相手までお前に教えるつもりはないけど、少なくとも桃瀬じゃない。大体、どうやったらそんな発想が出てくるんだ？　男同士だぞ？」

　俺の言葉に名取は恥はじ入るように視線を泳がせてから「でも」と続ける。

「斎の背中にも、爪つめ痕あとがあった。ひっかいたみたいな、そういうやつ。部活で着き替がえるときに見た」

　俺はにやりと人の悪い笑みを浮かべる。樺島がたまに浮かべているあの腹の立つにやにや顔を再現しながら、名取を見下ろす。

「そういえば桃瀬が派手な女の人と一緒にいるところ見たことあるな」

「でも……」

　名取は何か言いかけて、それから黙だまり込む。

「桃瀬には桃瀬の事情があるんだろ。俺と桃瀬の間におかしな関係があるなんて……あんまり、そういうことを憶おく測そくで言わないで欲しい」

　真面まじ目めな声を出すと、名取は反省するように「はい」と頷く。

「そういう噂うわさを、知られたくない相手がいるから」

　名取はそれを聞いて、顔を上げる。可愛い目に見つめられて、俺は出来る限り優しく微笑ほほえんだ。騙だまそうと思って誰かを騙すのは上手うまい方だ。まして相手は十歳近く年下の高校生だ。

「好きな人がこの学校にいるんですか？」

　名取は真意を探さぐるように俺の表情を見つめる。

「いるよ」

「誰、ですか？」

「そこまで教えるつもりはないって言ってるだろ。だけど……生徒じゃねえよ」

　頭の中には、今朝俺のテーブルにお茶を持ってきた冨樫の姿が浮かんだ。おそらく、名取の頭にも冨樫の姿が浮かんでいるだろう。俺と年が近い女性の教員なんて冨樫ぐらいしかいない。

「お前の勘違い、許してやるから今の話は誰にも言うなよ」

　そう口止めをして名取をドアの方へ促うながした。

　生徒にこんな話をすれば、どうせ明日には学校中に広まっているだろう。冨樫に申し訳ないが、名取に桃瀬とのことがばれるわけにはいかない。

「……すみませんでした」

　名取は自分の勘違いを恥じ入るように頭を下げると、相談室から出て行く。その後ろ姿が階段に消えるのを見送ってから、ドアを閉める。

　再びソファに寝ねそべって、涙を流して取らないでと訴うつたえる名取を思い出しながら「取らねぇよ」と口の中で呟つぶやく。

　桃瀬が俺のことを好きだという前提からしておかしい。遊びもなにも、そう思っているのは向こうの方だ。

　最初から、そういう関係じゃない。

　面めん倒どうくさくなさそうだから。軽い相手がいいから。あいつが俺を誘うのはそれが理由だった。

「馬ば鹿かみたいだ」

　俺も名取も、桃瀬の周りで空回ってる。

　あんなに可愛かわいい子を泣かせるなんて、やっぱりあの男は最低だ。

　だけど一番最低なのは、そんな男を好きになってしまった俺自身だ。










　テストまであと一週間と迫せまった日の放課後に職員室のデスクで教科書を捲めくっていると、湯飲みにコーヒーを入れて来た樺島が、俺を見て不思議そうな顔をした。

「あれ？　相談室はさぼりですか？」

「今日はソーシャルワーカが来てる。人聞きの悪いこと言うな」

　どいつもこいつも俺をどんな人間だと思ってるんだ。こうして真面目に仕事をしているのに、さぼりだと思われるのは心外だ。

　うちの学校は三期制なので、試験は年に五回ある。一学期二学期には中間テストと期末テスト、三学期には学年末総合テストだ。それぞれ「中間」「期末」「総合」と呼ばれている。

　教師にとって煩わずらわしい作業の一つがこれらのテスト制作だ。因ちなみに採点はもっと煩わしい。

　個人的に金を払はらっても良いいから、どこかの業者に委い託たくしたいぐらいだ。

「試験問題作るのって本当面倒ですよね」

　樺島はそう言ってから、伸のびをする。使用する教科書会社によっては、試験問題のサンプルがついてくる場合もある。オマケで付いてくるのだが、それをそのまま使うわけにもいかないし、通り一いつ遍ぺんで例年と同じというわけにもいかない。

「数学なんかまだ変化の余地があるだろ。社会なんかひどいぞ。試験内容がワンパターンになるのは絶対に俺のせいじゃねえ」

　俺の言葉に樺島は「だからって去年の問題をコピーして、そのまま出そうとしてる先せん輩ぱいには感かん嘆たんしますよ」と答える。

「参考に去年のコピーしただけだ。お前、俺の事そんな目で見てたのか。傷つく」

「傷つけてすみません。でも日ひ頃ごろの行いのせいなんで、たぶん自じ業ごう自得です」

「……せめて表面上だけでも敬えよ、後こう輩はい」

　今いま更さら何を言っても無む駄だだろうと思いながらもそう告げて、再び教科書に視線を落とす。

　しかし作り直すつもりではいるが、内容はさほど変わったものにはならないだろう。高校二年で習う予定の日本史の要点なんて、一年じゃ変わらない。そもそも指導要領自体が変化しないんだから、要点が変化しなくても仕方ないじゃないか。

「樺島先生いますか？」

　生徒が職員室の入り口に現れて樺島を呼ぶ。ジャージの色からすると一年生のようで、樺島が誰だれだかわからないのか、きょろきょろと職員室を見回している。

「どうした？」

　樺島が立ち上がった時、職員室に見知らぬ女性が件くだんの生徒を押しのけて入ってきた。

　少し太めのその女性は怒いかりで顔を引きつらせながらデスクの間を縫ぬうように歩いてきて、樺島の目の前で止まるといきなり、デスクの上に手をバンと叩きつける。

「娘むすめは、修学旅行に行かせません!!」

　その言葉を聞いて、彼女が佐山の母親なのだと気づいた。

　ほかの教員もその件についてはミーティングの時に聞いていたので、すぐに状じよう況きようを把は握あくしたようだった。教頭はこの騒ぎを見ていたが、ことの収しゆう拾しゆうを樺島に任せる姿勢だ。まだ若い樺島がどう対処するのか、じっと視線を向けている。

　当の樺島は「お母さん、落ち着いてください」と言ったきり、彼女に気け圧おされるように一歩退いている。真っ赤なスーツといい、濃こい化け粧しようといい、迫はく力りよくのある母親を前に樺島は視線を彷徨さまよわせるばかりだ。

「しゅ、修学旅行は、学生時代の大切な思い出の一つですし、本人が行きたいと言っているものを親が頭ごなしに……」

「私は！　母親なんです！　他人のあなたとは違ちがって、あの子の人生に責任があるんです！」

「そんな大げさな……、前も言いましたが部屋は男女別々ですし、我々も見回ってますし……」

「ふざけないで！　生徒は何百人もいるでしょう!?　それなのに教師は何人なの!?　24時間目が行き届くわけないでしょ！」

「でもですね、お母さん」

「返してよ！」

「え？　あの、何をです？」

「同意書よ！　夫が勝手に書いた同意書返してよ！　私は同意してないんだから！」

　樺島は頭をかいて、弱り切った顔を見せる。

　教頭はまだ黙っているが、気づけば職員室の外にはギャラリーが出来はじめている。これ以上騒ぎが大きくなると、気まずい思いをするのは彼女の娘だ。

　口を挟はさもうかどうか迷った時に、佐山が人ひと垣がきを割って職員室に入ってきた。

「やめてよ、ママ！　頭どうかしてるんじゃないの!?」

　樺島を挟んで母親と向かい合った彼女は、職員室を見回して泣きそうな顔になる。その顔を母親が厳しく睨にらんだ。

「何言ってるの！　ママは反対したのに勝手にパパに許可貰もらったから怒ってるんでしょ!?　まだ高校生なのよ、それなのに男の子達と旅行なんて、何を考えてるの！」

「いえ、お母さん修学旅行ですし、今までもそういった問題は起きてませんから」

　口を挟んだ樺島がものすごい勢いで嚙かみつかれる。

「今まで起きてないからって、これからも起こらないって言える!?　それに、あんたたちが把握出来てないだけで、今までだってあったかもしれないじゃない!!」

　母親の言葉に佐山は引きつりながらもわざと口元に笑えみを浮うかべ、怒りで震ふるえる声を絞しぼりだすように言った。

「馬鹿じゃないの？　本当に頭おかしいよね。パパが愛人つくる理由もわかるわ。ねぇ、仮に問題があったらなんだっていうの？　あんたなんか風ふう俗ぞくで……」

　俺は思わず、彼女の頰ほおを平手で叩たたいた。

　佐山はいきなり叩かれて呆ぼう然ぜんとした顔で俺を見ていたが、すぐにぼろぼろ涙なみだを流して「なんで私が叩かれるのよ」と言い捨てると、思い切り俺の頰を叩いた後に、背を向けて職員室を出ていく。母親はその姿を慌あわてて追いかけて行く。

「あ、待ってください、お母さん！」

　樺島の後ろ姿を見ながら、俺は叩かれた頰がじんと痺しびれるのを感じた。

　顎あごに掌しよう底ていの部分が当たったせいで、結構痛い。避よけようと思えば避けられたが、あえて避けなかった。こんなに強く叩かれるなら、避けておけば良かった。

　他ほかの教員が職員室の外に出来たギャラリーを追い払っている声を聞きながら、がりがりと頭を搔かく。

「保護者の前で生徒を叩くのが先生の指導ですか？」

　その言葉に、いつのまにか近づいて来た教頭を見上げる。

　佐山が母親に向かって言った台詞せりふは、教頭には聞こえなかったはずだ。だけど、教頭の顔に怒りは浮かんでいない。絶対怒られると思っていただけに意外だった。

「理由はなんであれ、体たい罰ばつは認められません。彼女が落ち着いたら謝罪して、先生の行動に対しての理解を求める努力をしてください」

「分かってます」

　俺は面倒な事に首を突つっ込んだことを後こう悔かいしながら、怒っていた母親の顔を思い出して立ち上がる。

「行って来ます」

　職員室を出て樺島を追いかけようとしたが、俺がその場にはいればまた佐山を興奮させるだけだろうと思い留とどまって、結局校舎の外に出る。

　職員室に戻もどるのは、ほとぼりが冷めてからのほうが良いだろうと考えたからだ。

　駐ちゆう輪りん場じようの脇わきにある人目に付かない非常階段に座って、ありもしない煙草たばこを探す。

　こういうときに禁きん煙えんを破りたくなる。けれど半年近く続いた禁煙を、今ここで止やめるわけにはいかない。

　それでも未いまだに手放せないライターをカチリと鳴らして蓋ふたを開け、使うつもりもない火をつける。青く赤い炎ほのおを見てから、再びカチリと蓋を閉じた。ライターの表面には、海かい賊ぞく旗のような骸がい骨こつが彫ほられている。これも人からの貰い物だ。

　確か悪友達からの誕生日プレゼントか就職祝いだ。

「先生」

　人の気配など感じなかったのに声を掛かけられて、ライターから視線を外す。

　声の方向を見れば、桃瀬が立っている。

　黒いＴシャツに同色のハーフパンツ姿で立っていた。白いリストバンドをしているのを見て、部活の最さ中なかに抜ぬけ出してきたのだと気づく。

「なんだ？」

「平気ですか？」

　先さき程ほどのギャラリーの中にいたのか、桃瀬は俺の頰に視線を向けた。

「ああ」

　痛みはもうすでに退ひいている。

「なんで叩かれたんですか？」

「俺が先に手を出した」

「先生が？」

　その部分は見ていなかったのか、桃瀬は意外そうに言った。

　確かに俺だってまさか女子生徒を、その保護者の前で叩くことになるとは思わなかった。

「あいつ、何したんですか？」

　桃瀬は不ふ機き嫌げんそうに口元を歪ゆがめた。

「どうして？」

「理由もなく先生はそういうことする人じゃない。先生が叩くようなこと佐山がしたんでしょう？」

　俺は苦く笑しようする。佐山が俺に何かしたわけじゃない。確かに理由はあったが、自分の母親を侮ぶ辱じよくするような事を口にしたからというのは、教師が生徒を叩く理由としては正当ではないだろう。教育委員会に聞けば「不当」と即そく答とうされるに違いない。

「どんな理由であれ、生徒を叩くなんて教師失格だよ」

　その言葉を聞いて、桃瀬は「先生は教師失格なんかじゃないですよ」とやけに強い口調で言った。

「生徒と寝ねるような教師は、端はなから失格だろ」

　俺がそう言うと、桃瀬は言葉を詰つまらせる。

　黙だまったままどこにも行く気配がない桃瀬を見ていると苛いら々いらした。その整った顔を見ていたら、名取の顔が頭に浮かんだ。

　取らないでと泣いていた彼女の純じゆん粋すいな気持ちと、彼女についた噓うそを思い出す。そして昨日桃瀬の傍かたわらにいた女のことも。

「お前部活は？」

「休きゆう憩けい時間です」

　噓か本当か分からなかったが、問いつめる気にはならなかった。

　俺がいなくなれば戻るだろう。階段から立ち上がってそのまま通り過ぎようとすると、桃瀬の手が不意に俺の頰に伸のばされた。思わず俺はその手を弾はじく。

「何？」

「何って……、顔色悪そうだったから」

「恋こい煩わずらいだ。病気じゃない」

　茶化すようにそう言うと、桃瀬の顔色が変わる。

「まだ、指輪の男が好きなんですか？」

　苛立ったような、馬ば鹿かにしたような声こわ音ねで桃瀬は言うと、俺の肩かたを痛いぐらいに強く摑つかむ。

「おい、放せよ。またここで無む理り矢や理りする気か？　資料室でしたように。俺に……あいつを忘れさせるために抱だいてくれるのか？」

　苛立ちをぶつけるように、殊こと更さら嫌いや味みな口調で桃瀬を拒きよ絶ぜつした。

「……してもいいですよ」

「優やさしいな桃瀬、だけど……もう充じゆう分ぶんだ。もう俺に構わないでくれ」

　冷静になった頭が、男と寝ることに対して嫌けん悪お感を抱いたんだろ？　だから昨日は俺を疎うとむような目で見たんだろう？　最初から、男を相手にするなんて好こう奇き心だったんだろう？

　桃瀬を責める言葉はいくつも頭に浮かんだ。だけど、結局こいつを拒絶しなかった俺にも責任は大いにあるのだ。

　俺の肩を摑む桃瀬の手を、無理矢理外す。

　正気に戻ったなら俺に近づかなければいいのに、桃瀬はまた俺に触ふれようとする。

　勘かん弁べんして欲しいと思った。これ以上かき回されたくない。これ以上側にいたら、気持ちがばれそうで怖こわい。

「この間一いつ緒しよにいた男が指輪の主ですか？　それとも新しい男ですか？　そっちが上手うまくいったから俺に触れられたくないんですか？」

　桃瀬の声には感情なんか籠こもっていなかった。どうでもいいけど、というようなニュアンスの不ぶ躾しつけな質問に俺は「だったらなんだよ」と答えた。

「ガキとヤるよりはましだろ」

　声が震えそうになり、くしゃりと髪かみを搔き上げる。

　決意したじゃないか、と頭の中で声がする。桃瀬との関係を断たち切るなら、今しかない。

　だって馬鹿みたいじゃないか。拒絶されると分かっていて告げることなんて出来ない。

　本気じゃない相手に、本気だと知られたくない。

「あのさ……俺らの仕事は、お前らの頭の面めん倒どうをみることで……下の世話までは範はん疇ちゆうじゃないんだよ。下手へたなセックスにつきあってやる義理はねぇよ」

　桃瀬の目を見てそう言った。傷つけるつもりだった。

　だけど、桃瀬は傷ついてなんかいなかった。その目からは何の感情も読みとれない。

「安月給には、そっちの料金までは含ふくまれてないからな」

　心底うんざりした、という表情を載のせて桃瀬を拒絶する。好きな相手を意識して傷つけているということに、手が震ふるえそうになったから、桃瀬に見えないように後ろに隠かくす。

　桃瀬は何も感じていないような顔で「俺のこと嫌きらいですか？」と聞いてきた。

　嫌いじゃない。だから嫌いになりたい。

「厄やつ介かいだとは思ってるよ。一夜の……いや、二回も過あやまちがある相手にはそうそう近寄りたいとは思えないからな」

　桃瀬は俺の言葉を反はん芻すうするように「あやまち」と口にして笑った。

「先生は俺に流されただけですもんね」

　責めるような口調ではなかった。だけど、責めているように聞こえた。

　笑っている顔が、睨にらんでるように見えた。そうであればいいと思った。桃瀬が少しでも傷ついてくれたら、その分俺は想おもわれていたと感じられる。

　そんな風に願うなんて、我ながら歪んでる。

「分かりました。もう近づきません」

　桃瀬は俺に背を向ける。思わず呼び止めそうになった。

　何故なぜ、呼び止めたくなったかなんて自分でも知らない。だけど、名前を呼ぼうとしたその瞬しゆん間かん、桃瀬が振ふり返る。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと全部忘れますから」

　桃瀬は高校生にしては大人びたことを口にして、そのままあっさりといなくなった。

　俺は手の中にライターの重みを感じながら、踏ふみ出せなかった右足をじっと見つめる。

　桃瀬を傷つけようとした。そうすれば二度と自分のところには来なくなるだろうと、ひどい言葉を選んで口にした。

　だけど、結局傷ついたのは俺一人だった。

「世話ねぇな」

　自じ業ごう自得で自分勝手。最低な野や郎ろうだと思いながら、しばらくそのまま立ちつくしていた。










　月曜の昼休みに、相談室を訪おとずれた初めの生徒は佐山だった。

「これ」

　佐山は一通の封ふう筒とうを俺に差し出した。

　意味が分からずに顔を上げると、佐山は不服そうにしながらも体を半分に折るようにして、

「すみませんでした」と頭を下げた。

「いや、先にぶったのは俺だから。悪かったな」

　明らかに言わされている、という顔の佐山がおかしくて、苦笑しながら封筒を受け取る。

「これは？」

「ママが先生に渡わたしてほしいって」

　先週の金曜日に職員室で暴れた女性を思い出し、最悪な内容を予想する。訴そ状じようとかだったら嫌いやだな、と変へん哲てつのない封筒をじっと見る。

「俺に？」

　佐山は頷うなずいて、ソファに腰こしを下ろす。俺は封のされていない封筒から三つ折りにされた紙を取り出した。

　それは修学旅行の同意書だった。

「ママが……センセーを叩たたいたことを謝るなら、同意書書くって言って」

「……そうか」

　封筒の中には同意書の他ほかに一筆箋せんが入っていた。朝顔の花が端はしに描えがかれたその和紙には、やけに流りゆう暢ちような字で「ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありませんでした。今後とも娘むすめをお願いします」と書かれている。

「俺じゃなくて、樺島先生に渡すものじゃないのか？」

　あのあと二人を追いかけて説得したのは樺島だ。

　だけど佐山は無言で首を振る。

「私、パパにもママにも叩かれたこと無いの。もちろん男にもね。だからママも私も、センセーに叩かれたときはすっごくびっくりしたの」

「お母さん、怒おこってたか？」

　佐山はため息を吐ついて、足を組み替かえた。下着が見えそうなくらい短いスカートが、少し捲まくれる。ガキの下着になんて興味はない。けれど万が一にでも視線が行けば、変態を見るような目で見られるのは必至なので、極力見ないように気をつけた。

「……それが、全然。怒るどころか、センセーこそ真の教育者だー、とか言い出しちゃって。センセーみたいな人がいるなら安心だから、修学旅行も行って良いいって」

「じゃあ俺が修学旅行に同行しないのがばれたら終わりだな」

　佐山は俺の言葉に「ばらさないでよ」と念を押す。

「わけわかんない。センセーが私のことを叩いたってだけで信じちゃうんだもん。普ふ通つう逆じゃない？　うちのママの中じゃセンセーは熱血教師ってことになってるし」

「熱血教師だよ。生徒想いの良い教師だろ？」

「センセー、それ本気で言ってるなら自己分ぶん析せきできてないよ」

「お前の家の電話番号、樺島に聞くぞ」

　生徒の嫌いや味みに脅おどしで返すと、佐山は「フツーは熱血教師はそんなこと言わない」と言った後で「本当に電話するの？」と不安げに聞いてくる。

「しねぇよ」

　俺が笑ってそう約束すると、佐山はあからさまにほっとした顔で、ちらりと俺の手にある同意書を見た。

「それ、センセーからカバティに渡してほしいんだ。あんなことがあった後だから、気まずいんだよね」

　俺と話す方が気まずいんじゃないのかと思ったが、疑問の答えを出すように「先生はそういうの気にしなくていいタイプだもん」と笑った。

「それから……私やっぱりやり友とつきあうことにしたから」

「そうなのか？」

「うん。センセーが言ってた〝心の相あい性しようは体の相性〟ってやつ、ちょっと意味が分かった気がする」

　佐山がそんな言葉を残して出て行ってから、同意書をノートパソコンの上に置く。

　教頭の言う〝謝罪と理解〟の件については解決した。

　一人きりでぼんやりと閉まったままのドアを見ていると、桃瀬のことを考えてしまう。

　突つき放しておきながら、自分勝手にも程ほどがある。ひどい台詞せりふを言って拒きよ絶ぜつしたんだ。桃瀬はもうここには来ない。俺もその方がいいと思っている。なのに勝手に期待するんだ。来たら拒絶するつもりなのに、来るのを期待してるなんて酷ひどい矛む盾じゆんだ。

　そんな自己嫌けん悪おに陥おちいっていると、ドアが叩かれる。叩き方から桃瀬じゃないと知りながらも、妙みように落ち着かない気持ちで「どうぞ」と声をかける。

　入ってきたのはやはり、桃瀬ではなかった。落らく胆たんしている自分に気づかない振りで、見知らぬ男子生徒をソファに促うながす。

　どうせまたくだらない話なんだろうと思っていると、その通りだった。

　童どう貞ていだけど、童貞とばれないようにエッチがしたい！　そう真しん剣けんに語った高校一年生の言葉にもはやため息しか出てこない。頼たのむから静かに自己嫌悪させてくれ、と八つ当たり気味にそんなことを考える。

「だってさ、好きな子には格好付けたいじゃん。どうすればうまくできんの？」

　赤面しながらそう口にした相談者は、桃瀬と二歳しか年が離はなれていない。なのに桃瀬とはずいぶん違ちがう。あいつの二年前がこうだったとは思えないから、恐おそらく性格的なものなのだろう。

「くだらねぇな」

　笑う気すら起きない。こいつにとっては真剣に頭を悩なやませる問題なのかもしれないが、俺からすればどうでもいい話だ。

「……先生だってそういう時期あっただろ？」

　口を尖とがらせて言われたその言葉に、不意に苦い思い出が蘇よみがえる。初めて女を抱だいたのは高校一年の夏だった。初めて男に抱かれたのは同じ年の冬だ。女の方はもう顔も覚えていない。名前もおぼろげだ。

　初めて女を抱いたとき、下手へただと笑われた。初めて男に抱かれたとき、痛すぎて思わず殴なぐってしまった。どちらもあまり思い出したい記き憶おくじゃない。

「実力で判定されるよりは、先に自己申しん告こくしておいた方が格好悪さは軽減されると思うけどな」

「どういう意味だよ」

「下手過ぎて童貞だってばれるのと、最初から正直に話すのはどっちがより格好悪いかってこと」

　俺の言葉に男子生徒はぐっと詰つまってから「でも、もしかしたらばれないですむかもしれないじゃん」と反論してきた。

「あのな、お前が童貞かどうかなんて問題じゃないんだよ。下手なドライバーが初心者マークつけてようと、つけてなかろうと関係ねぇよ。むしろ初心者マークついてねぇのに下手っていう方が心証悪いな。初心者マークだったらまだ将来性を加味して我が慢まんする気にもなるけど」

　男子生徒は俺の言葉に何か言いたそうな顔をしていたが、結局俺からは有意義な情報を引き出せないと知ると、諦あきらめたように立ち上がった。

「使えねぇなー」

　そんな文句を言う後ろ姿に向かって「じゃあ、とりあえずゴムの付け方だけは練習していけば？」とアドバイスする。

「相談しておいてなんだけど、未成年の性交こう渉しようは止めるべきなんじゃね？」

「セックスは自己責任です」

　そう言うと呆あきれた顔して男子生徒は相談室を出ていく。ちょうど時間が来たので、相談室を締しめてから職員室に戻もどった。

　預かっていた同意書を樺島に渡すと、樺島は複雑そうな顔をする。自分の生徒が他の教師に懐なついていたらそんな顔にもなるだろう。

　俺が樺島の表情に気づかない振ふりをしていると、樺島は「テストの採点が終わったら飲みに行きましょうね」と言った。十中八九あの親子の愚ぐ痴ちだろう。

「別会計ならな」

　一足先に帰宅する樺島の背中に「お疲つかれさま」と声を掛かけた。

　遅おそい時間までレポートの採点をしていると、職員室に残ったのは俺を除いて二人だけになった。その二人にお茶を淹いれて、労ねぎらいながら先に職員室を出る。真っ暗な廊ろう下かでは非常口の緑のライトと、消しよう火か栓せんの赤いライトだけが光っていた。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替え、職員用の駐ちゆう車しや場に向かう。

　体育館の向かいにある駐車場には俺の愛車が停とめてある。中古で買ったスポーツカーは見た目はいいが、やたらと燃費が悪い。

　助手席のドアを開けて持っていたバッグを放り込んだ時に、体育館から出て来た生徒が俺に気づいて「先生!!」と声を上げた。

「どうかしたか？」

　もう仕事終わりだって言うのに、と思いながら近づく。もうすぐテスト期間だから、部活は休みのはずだ。もしかしたら今日が最終日なのかもしれない。

「あの、居残り練習してたら……先せん輩ぱいが怪け我がしちゃって」

「怪我？」

　眉まゆをひそめた俺に、生徒は「この前から足首に違い和わ感かんあったみたいで、変に庇かばったらよけいに酷く捻ひねったみたいで、それで……歩いて帰れそうになくて」と焦あせったように口にする。

　よく分からないが、その生徒は結構酷く足首を捻ったらしい。

「親は呼べないのか？」

　生徒は首を振る。仕方なく俺は靴を脱ぬいで体育館に上がった。片足を浮うかせて、壁かべに背を預けて立っていたのは制服姿の桃瀬だった。

「捻ねん挫ざか？」

　昨日突き放したばかりで、今日自分から声をかけるのは気が進まないが、怪我をしてるなら知らぬ振りはできない。

　桃瀬は無表情に「みたいです」と答えた。

　その返答を聞いて、心の中でため息を吐く。

　足首に違和感があったというのが本当だとすれば、それは俺にも責任がある。階段で俺を庇ったときに桃瀬は「大だい丈じよう夫ぶ」と言っていたが、恐らくあの時に痛めたのだろう。

「送っていく」

　桃瀬は「すみません」と言った。その顔はいつもと何も変わらない。

　昨日の会話なんてなかったかのように、相変わらず涼すずしい顔をしてる。桃瀬にとっては所しよ詮せんその程度のことだったんだろう。

　桃瀬が傷ついてないのが悲しいなんて、そんな風に思う自分の傲ごう慢まんぶりに呆れてため息が漏もれた。

「誰だれか肩かた貸してやれ」

　近づくことはできずに、俺は近くの部員にそう言って靴を履く。桃瀬は先ほど俺を呼び止めた生徒の肩を借りると、体育館の三段しかない階段を下りて俺の車のドアに手を掛けた。

「大丈夫なのか？」

　助手席でシートベルトを締めた桃瀬にそう尋たずねると、桃瀬は「軽く捻っただけです。無理に動かさなければすぐに治ります」と答えた。

「接骨院とか寄るか？」

「平気です」

　この間も「大丈夫」と言っていた。信じて良いのか迷ったが、この時間に開いている接骨院があるかどうかは知らないし、保険証もどうせ持っていないだろうと諦める。

　車を走らせてから、湿しつ布ぷを買いに薬局に向かったほうがいいんだろうかと考えた。でも高校三年間バスケ部に在ざい籍せきしていれば、家には当然その類たぐいのものがあるだろう。

　車内では特に話すこともなかった。いつも話しかけてくるのは桃瀬だったから、桃瀬が黙だまれば会話はない。

　桃瀬がいつも通り振る舞まうなら、俺もいつも通り振る舞おうと思い、可もなく不可もない話題を探す。

「バスケは、いつ頃ごろからやってるんだ？」

　桃瀬は窓の外を見ながら「小学校の頃からですね」と答えた。

「上手うまいんだってな」

　とぎれがちな会話を繫つなぐために、言葉を続ける。

「そうでもないですよ」

　桃瀬はなんでもないことのように答えるが、スポーツ推すい薦せんで大学に行けるのなんて一ひと握にぎりだ。

　努力すれば必ずしも良いい選手になれるわけじゃないが、良い選手は必ず努力している。

　桃瀬もたくさん努力したんだろう。

「キャプテンが下手って事はないだろ？」

　俺は笑ったけど、桃瀬は笑わずに外を見ていた。

　何もしゃべらない横顔をみて、昨日のことを気にしているのだろうかと思ったが、しばらくしてから「保育園に寄ってもらってもいいですか？」と口にする。

「今日は俺が妹を迎むかえにいかなきゃならないんです」

「妹いくつ？」

「来年小学一年生です」

「いいよ。保育園の名前は？」

　桃瀬が口にした名前を、信号で停止した時にカーナビに打ち込む。

　俺が目的の保育園の地図を確かく認にんしていると、桃瀬は窓に頭をつけたまますっと目を閉じる。少し疲れた顔をしていた。もしかしたら足は俺が思う以上に痛むのかもしれない。

　静かな車内では余計に桃瀬のことが気になった。何か余計なことを話してしまいそうだったから、俺も唇くちびるを結んで黙り込む。

　保育園に着くと、助手席のドアを開けて桃瀬が外に出る。

　桃瀬を歩かせるわけには行かないので、閉じていた門を開けて俺が迎えに行った。

　明かりのついている教室のドアを軽く叩たたくと、中にいた保育士がドアを開ける。

「桃瀬って子を迎えに来たんですが」

　そう言うと、保育士は俺の背後を見た。門のところに寄りかかっている桃瀬を見てから、俺に視線を移す。

「少しお待ちください」

　保育士は隅すみの方で寝ねている女の子を揺ゆさぶるが、起きる気配がない。仕方なく眠ねむっている彼女を抱だき上げ、その腕うでに黄色の園児鞄かばんをぶらさげて外に出てきた。

「代わりましょうか？」

　いくら子供といえど、そう軽くはないだろうと申し出たが、見知らぬ人間に預けるのは不安らしく丁てい寧ねいに断られた。

　門を出ると、子供がうっすらと目を覚ます。道路の上におろされて、目の前にあった桃瀬の足に抱きつくと再び目を閉じる。桃瀬はそれに柔やわらかく微笑ほほえんで、その頭を撫なでる。桃瀬の妹がむずかるように首を振ると、桃瀬と同色の明るい茶色の髪かみがさらさらと揺れる。

「連れん絡らく帳は中に入っていますから」

　保育士はそう言って黄色い鞄を桃瀬に渡わたす。二、三言世間話をした後で、門を閉めた保育士が園内に戻っていく。

「後ろ使えよ」

　後部座席のドアを開けて、俺は運転席に戻る。

　スポーツタイプなので、後部座席は桃瀬が座るには天てん井じようが低すぎるが、子供ならなんの不便もない。妹の靴を脱がせて横に寝かせて、桃瀬は再び助手席に乗り込む。あどけない顔で眠る桃瀬の妹はとても可愛かわいくて、眺ながめていると癒いやされる。

　その寝顔を見ていると、俺も眠たくなって一つ大きな欠伸あくびが漏れた。

「すみません。疲れてますよね」

「別にいい。俺の家もここの近くだしな。それに、俺にも責任があるだろ？」

「先生にですか？」

「ああ。この間、階段で俺を庇った時に痛めたせいもあるだろ……？」

　桃瀬は俺の言葉に「あれは関係ありませんから」ときっぱり否定する。

「先生は関係ありません」

　やけに強い口調でそう言われて、俺は突つき放されたような気分になった。

「……そうか」

　そう言って車を発進させた後で、ようやく俺は桃瀬に会ったときから感じていた小さな違和感の正体に気づいた。

　──そうか、こいつ俺を見ないんだ。

　視線は何度か合ったが、まるで無機物を見るような、そんな眼まな差ざしをしているんだ。

『桃瀬は基本的に他人に興味がない』

　そんな樺島の言葉を思い出す。興味が無い人間に桃瀬はこんな目を向けるのだろう。

　桃瀬は「全部忘れる」と言った言葉通りに、「教師」と「生徒」として俺に接しているんだ。

　高校生にしては距きよ離りの取り方がスマートだ。

　桃瀬の言うとおりの道を進み、辿たどり着いたのは住宅街の中の一いつ軒けん家やだった。

「ありがとうございました」

　桃瀬は頭を下げて外に出ると、バッグを肩にかける。歩きづらそうな姿を見て、無言でその肩からバッグを奪うばった。

「すみません」

　桃瀬は俺の顔を見ずに礼を口にすると、後部座席の妹を揺さぶって起こす。桃瀬の妹はまだ眠そうに目を擦こすりながらも、黄色の鞄を持って車から降りて兄と手を繫ぐ。桃瀬は捻ねん挫ざした足をかばうように、おぼつかない足取りで家の中に入っていく。

　玄げん関かんを開けてから、真っ暗な家の電気を桃瀬が点つけた。妹は俺の存在にすら気づかないのか、桃瀬に促うながされるままに靴くつを脱ぬぎ、よろよろと廊ろう下かを歩く。眠くてたまらない、という様子がやけに可愛い。

「先生」

　廊下の上に桃瀬のバッグを置いて、そのまま帰ろうとしていた俺を桃瀬が呼び止める。

「俺、あの日間ま違ちがって先生の物持って帰ってきたみたいなんです。捜さがしてくるんで、上がってください」

「別に、後でいいよ」

　そう答えた後に桃瀬が「学校では渡しにくいですから」と言った。

　俺の物、と聞いて思い浮うかぶのは指輪だけだった。確かにあんなものを学校で渡されたら、生徒に何を言われるか分からない。だけど、このまま桃瀬と居るのは気まずい。

　それに、今いま更さらあんなものを持ち出されても困る。吉岡に対する気持ちの整理はもう付いている。けれどいらないと言う前に、桃瀬は俺に背を向けて部屋の中に消えた。このまま帰るわけにもいかずに、仕方なく靴を脱いであがり込んだ。

　入ってすぐに目に入ったのは、リビングの棚たなの上に飾かざられたトロフィーや盾たてだった。

　横にはユニフォームを着た集合写真も飾ってある。

　桃瀬はリビングと対面しているキッチンでお湯を沸わかしていた。

　ヤカンを火にかけた状態でこちらに近づいて来る。予想外に側に来たので一いつ瞬しゆん身構えたが、桃瀬は俺の横をすり抜ぬけて、リビングのソファでうとうとしている妹を起こした。

「寝るなら自分の部屋で寝ろ」

　桃瀬が妹の体を優やさしく起こしてやる。その表情が見たこと無いくらいに柔らかくて、ちゃんと「お兄さん」なんだなと感かん慨がい深く思った。

「こいつ、寝かしつけるついでに捜してきます」

　桃瀬が立ちあがるときに、顔をしかめた。

「足痛いんだろ？　やっぱり、後でいい」

「大したことないですよ」

　そのまま二人で部屋を出ていく。階段を上る音を聞きながら、俺は先ほどの集合写真に視線を戻もどす。

　中学校名の書かれた青と黄色のユニフォームを着て、短い髪の桃瀬がトロフィーを持っている。顔が整っているのはこの頃からのようだ。今と変わらずモテていただろう。

　中学時代の俺はこんな爽さわやかに笑ってなんかいなかったし、女子に人気もなかった。どちらかというと、怖こわがられて遠巻きにされていた。

　地区大会優勝の盾をじっと見ていると、階段を下りてくる足音が聞こえる。片足を庇かばっているせいで足音が大きい。

「先生？」

　俺が見入っているものに気づいて桃瀬が不思議そうな顔をした。

「お前、推すい薦せんで大学行くんだってな。バスケ続けるのか？」

「夏の結果次し第だいですよ」

　桃瀬はそう言うと、キッチンで沸ふつ騰とうしているお湯をマグに入れて、インスタントのコーヒーを大おお雑ざつ把ぱに入れた。

「大事な大会の前に、どうしてわざわざ自分から不安要素を抱かかえ込むんだ？」

「どういう意味ですか？」

「三人組を部に戻すために退部をかけたんだろ？」

「……どうして知ってるんですか？」

「あいつらが言ってた。聞いたときは呆あきれたよ」

　だけど格好良いと思った。

　桃瀬は俺の言葉に小さく笑う。

「あいつらが陰かげですごく努力してるのは知ってましたから」

　桃瀬は自分の分もコーヒーを入れると、カウンターの上に俺の分を置いた。俺は傍かたわらのスツールには腰こしを掛かけずに、壁かべに寄りかかって立ったままそれを飲んだ。

「お前教師に向いてるよ」

　桃瀬は自分の分に口を付けた。

　会話が途と切ぎれると沈ちん黙もくが気になる。桃瀬と二人きりなのは気き詰づまりだ。本当は家になんて上がるべきじゃなかった。それは分かっているが、今更帰るわけにもいかない。

　それに、少し知りたかったんだ。桃瀬がどんなところで生活しているのか。

　俺はコーヒーを飲み干して、寄りかかっていた壁から離はなれて、マグをカウンターに置く。

「捜し物は見つかったか……？」

　俺の言葉に桃瀬は「すみません」と言った。

「最初からそんなのないんです」

　その告白に、思わず動どう揺ようした。

「忘れるって言ったから、忘れようと思いました。先生が俺のこと嫌きらいなら触さわるのは止やめようと決めました。でも今日は、こんなに近づいてきた先生が悪い」

　カウンター越ごしに桃瀬の手が伸のびて、俺の腕うでを捉とらえる。そのまま手首を引かれて、強ごう引いんに唇くちびるが合わせられる。勢いに任せたせいで、歯がぶつかって痛い。

「桃瀬、やめろ……」

　振ふり払はらおうと腕を動かすと、よりいっそう強く摑つかまれた。

「もも……」

　再び唇が塞ふさがれる。舌が入り込んで、角度を変えて貪むさぼるように俺の舌を追いかける。

　吐と息いきごと奪うような激しいそれに、頭の奥が痺しびれた。

　骨が軋きしむほど強く摑まれた腕が痛む。

　拒きよ絶ぜつしながらも、頭のどこかで嬉うれしいと思っている自分が居る。それが許せない。

　桃瀬はただ、捨てた物が惜おしくなっただけだ。偶ぐう然ぜん手近に居たから手を出したんだ。正気に戻れば、また疎うとんじるような目を向けられる。もう二度とあんな目を向けられるのは嫌いやだ。

「先生」

　不意に驚おどろいたように桃瀬が唇を離す。

　それから腕を摑つかんでいた桃瀬の手が、俺の頰ほおに伸ばされる。無意識にその手に怯おびえて体が緊きん張ちようする。びくりと体が震ふるえた拍ひよう子しに、自分の頰を伝う涙なみだに気付く。

「あ……」

　慌あわてて拭ぬぐう。こんな物を見せたら、桃瀬が俺の気持ちに気付いてしまう。

　だけど後から後からあふれて止まらない。ごしごしと袖そでで擦るように目元を拭った。仕し舞まいには目め尻じりが痛くなってくる。ようやく涙が止まって顔をあげると、桃瀬はひどく困ったような顔で俺を見ていた。

「すみません先生。今のは……忘れてください」

　その言葉に、傷つく。ああ、気付かれてしまった。そしてきっと、重いと思われた。

「っ」

　早く桃瀬の前から消えたくて、逃にげるように外に出た。

　車に乗ってシートベルトもしないうちに走り出す。心臓がうるさいくらい鳴っている。止まったはずの涙がじわりと滲にじむ。

　どうにか桃瀬の家から少し離れたところまで車を走らせたが、視界が涙で滲むので仕方なく車を止める。

「最悪だ」

　腕には強く摑まれた時の感覚が、まだじんわりと残っていた。手首にはうっすらと赤い痕あとが付いている。

　その腕に瞼まぶたを押しつけて、俺は車の中でしばらく泣いた。










　授業を終えると、ちょうど良くチャイムが鳴った。

　試験が近いので、普ふ段だんよりは真面まじ目めに授業を聞いているが、うちの学校の偏へん差さ値ちレベルは平均に近いのでそれほど気き迫はくはない。

　チョークで汚よごれた手をハンカチで拭い、食堂や購こう買ばいに向かう生徒で混雑する中を、渡わたり廊下に向かって歩く。

　何人もいる生徒の中で、俺はひときわ整った顔の生徒を見つけた。

　桃瀬は三日前に捻挫してから、松まつ葉ば杖づえを突ついている。そんな姿を見ていると、ちゃんと医者に連れて行けばよかったと思う。

　そんな桃瀬の隣となりで名取が楽しそうに笑っている。

　背が高く、美形な二人のカップルはどう見ても似合いだった。

　何人かの女子や男子が、羨うらやましそうにそちらを見ている。

　俺はそんな二人から目を逸そらす。

　ガキはガキとくっつく方が似合いだろうが。年の離れた同性の教師なんかとくっつくよりもよっぽどそっちの方が自然じゃないか。

　納なつ得とくさせるように自分を言いくるめて職員室に戻ると、デスクの上には頼たのんだ店屋物が来ていた。その上にはメモが貼はり付けられていて、「７８０円　樺島」と書かれている。どうやら立て替かえてくれたらしいが、当の樺島が見あたらないので後で払うことに決めて、お盆ぼんごとくるんでいるラップに手をかけた。

「先生」

　呼ばれて顔を上げると、冨樫が立っていた。

「あの、ご相談があるんですが……」

「はい？」

　先を促うながすように視線を向けると、「ここではちょっと……」と冨樫は言い淀よどむ。

「ああ、じゃあ……相談室でしますか」

「いいんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。飯食いながらでも良いいんでしたら」

　昼休みの生徒相談は十二時半を過ぎてからだ。冨樫の話がそれほど長くなるとは思えなかった。だからお盆とお茶を持って二人で相談室に向かう。

　相談室はいつものように本の匂においがした。生徒が入ってこないようにドアに鍵かぎをかけてソファに座る。冨樫はいつも持っている弁当箱は持っていなかった。

　向かいで俺だけ飯を食べることに遠えん慮りよを感じたが、それでも今のうちに食べないと十二時半を過ぎればまた生徒の相手が始まる。あいつらの前で食べたら、どうせ半分寄こせだとか、先生だけ出前なんてずるいとか、ぶちぶち文句を言われるんだろう。

「それで、何の相談ですか……？」

　なかなか冨樫が口を開かないから、俺は中ちゆう華か丼どんを食べることにした。

「あの、その……、先生は……映画とか、お好きでしょうか？」

「映画、ですか？」

　俺が顔を上げると冨樫は真っ赤な顔で、落ち着きなく何度も組み替えている自分の指先を見ていた。

「その、友人と行くつもりで……前売り券を買ったんですが、友人の都合が悪くなってしまって。それで、その……先生が良ければ一いつ緒しよに……、その……テストが終わってからでも……」

　冨樫からの好意が伝わってくる。円えん滑かつな断り方をしなければな、と思いながら不意に桃瀬の顔が頭に浮うかぶ。名取と楽しそうに歩いていた姿を思い出したら、また胸の奥が重くなった。

　嫉しつ妬とだと気づいたら、自分に嫌いや気けがさした。

「それで……」

　まだ何か言おうとしている冨樫に「いいですよ」と答える。

　冨樫と恋れん愛あいごっこをしていたら、そのうち桃瀬のことは忘れるだろうかと、打算が働く。

「え？」

　好みのタイプではないし、俺と冨樫がうまくいくとは思えなかったが、それでも一緒に居れば桃瀬のことを考えずにすむと思った。

「映画。久しぶりに観みたいと思っていましたから」

　そう答えたら冨樫はぱあっと顔を輝かがやかせて「あ、はい！　あの、どんな映画にしましょうか!?」と聞いてくる。

　前売りを買ったんじゃなかったのかと思ったが、気付かなかったふりをする。

「そうですね、任せます。俺は映画とかよく分からないから、先生が好きなやつでいいですよ」

　冨樫はそれから映画の話をいくつかして、俺とメールアドレスを交こう換かんして部屋を出ていった。

　ちょうど十二時半になったので、相談受付中の札を外のドアノブにかける。

　相談者を待ちながら飯を食ったが、誰だれも来なかった。暇ひまだと桃瀬の事ばかり考えてしまう。

　桃瀬は俺を「面めん倒どうくさくないから」選んだと言った。

　そんな相手を好きになるほど自分が馬ば鹿かだとは思っていなかった。

「そういえば一回も好きだって言われてねぇよな」

　仮に本当に「面倒くさくないから」が理由だったとしても、その辺りはオブラートに包んで騙だましてくれれば良かったのに。いや、そもそも生徒に手を出すからこんな目にあうんだ。

　予よ鈴れいが鳴るのを聞きながら、無む性しように煙草たばこが吸いたくなって、その代わりに蜂はち蜜みつ入りの飴あめを嚙かんだ。

　やけに甘くて、少しだけ喉のどが痛んだ。










　教室に入った瞬しゆん間かん、パンッパンッと弾はじける音がして、俺は思わず一歩後ろに下がる。

　途と端たんに目の前に何かが飛びかかってきた。

「うわっ」

　よくよく見ればそれは細長い色紙で、火薬の煙けむりを払はらえば誰かが自分に向けてクラッカーを放ったのだと分かる。

　強い火薬の匂いに「なんだ、一体」と生徒達を見回す。

「クラッカーは人に向けてやっちゃだめだって、使用上の注意にも書いてあるだろ」

「先生誕生日おめでとー！」

　ぱちぱちと教室の端はし々ばしから拍はく手しゆが送られる。それを聞いて今日が誕生日だと思い出した。

「どうも」

　頭から垂れる細長いリボン状の色紙を手で取った。

「今年いくつだっけ？」

「確か十歳上だから二十七でしょ？」

「四捨五入したら三十だね」

　四捨五入するな。

「そろそろ結けつ婚こんとか視野に入れた方がいいんじゃないの？」

「将来家建てるのにローン組むにしたって、早い内のほうがいいらしいよ」

「余計なお世話だ」

　教きよう壇だんの上にはお菓か子しの箱やら、ジュースやらが置いてあった。どうやらプレゼントらしい。

　中にはおそらく駅前で貰もらったであろう、いかがわしい店の広告がはいったポケットティッシュまである。〝生フェラ５千円〟と書いてあるチラシを見ながら、高校生にこんなものを配るな、と呆あきれた。

「もしかして職員室の俺のデスクに花か瓶びんを置いたのもお前らか？」

「そうでーす」

「そうか……。ありがとう」

　出勤すると、一いち輪りん挿ざしの花瓶がデスクに置いてあり、中には花が活いけてあった。

　周りの同どう僚りようがにやにや笑っていたので、生徒の仕し業わざだろうとは思っていたが、一瞬典型的ないじめかと思ってしまった。

　一通りホームルームが終わって、プレゼントを両手に抱かかえようとしていると、気を利きかせた生徒が布製の手て提さげ袋ぶくろを貸してくれた。

　黒くろ猫ねこがプリントされた可愛かわいらしい手提げ袋の中にお菓子やらティッシュやら、使用する機会もないのにシュシュやらを詰つめ込んでいると、ふいに手が止まる。

「おい……」

〝潤うるおいゼリー付〟と書かれたその小さな箱をもって教室を見回すと、女子の集団が「はーい」と手を挙げた。

「ちゃんと使ってね、センセー」

　笑い声をあげる女子に辟へき易えきしていると、そのうちの一人が「センセー、それ暗くら闇やみで光るらしいよ！」と言い出す。

　蛍けい光こう塗と料りようでも含ふくまれているのかと、げんなりしながら「お前はおれの息子むすこをライトセーバーにするつもりか」と言うと手前の男子がげらげら笑う。

　とりあえず荷物を詰めて廊ろう下かに出ようとした時に、クラスの一限目を担当する英語教師がはいってきた。そのとき彼女が手に持っていたラジカセがぶつかって、満まん杯ぱいに詰め込まれた手提げ袋から、何の因果か先ほどまで話題にしていたコンドームの箱が落ちる。

　親切にもそれを拾った彼女も子供ではないから、すぐにその箱の正体を察して怪け訝げんそうに俺を見上げる。

　女性教師は箱の隅すみにプリントされた装着時のサンプル写真をみて、ぽつりと言った。

「折口先生、あなた蛍ほたるにでもなるつもりですか」

　手て渡わたされたコンドームを手提げ袋に入れながら、また職員室での俺の立場が悪くなると思った。

「………子供の頃ころから蛍になるのが夢でした」

　俺は生徒達の笑い声と、女性教師の白い目に見送られながら教室を出た。

　畜ちく生しよう、ひどい誕生日だ。

　とはいえ、職員室に帰って貰ったものを一つ一つデスクの上に広げていると、生徒を可愛く思う。普ふ段だんは生意気で言うことを聞かない奴やつらだが、こうして誕生日にささやかなプレゼントをくれるような優やさしさは持ち合わせているらしい。

「あ、先生良いですね。一つください」

　手を伸のばしてきた樺島が、お菓子の箱と勘かん違ちがいして横にあったコンドームの箱を摑つかみ、パッケージを開けようとして口元を引きつらせた。

「光るらしいぞ。暗闇で」

「え？　光ってどうするんですか？」

　良い質問だ。俺も今それを考えていた。

「女ってイルミネーションとか好きだから、そういう関係なんじゃねぇの？」

「確かに東京タワーだってライトアップされるんだから、股こ間かんのタワーも………ってちがくないですか!?　俺が女だったら気分萎なえますけどね」

　俺は黒糖のキャラメルを一つ口に入れる。ご当地キャラメルらしく、パッケージには『鹿児島限定』と書かれている。それが関東でも売っているのは、きっと大人の事情なんだろう。

　蛍になるための説明書きをしげしげと眺ながめている樺島に、キャラメルを一つ渡わたすと冨樫が近づいてきた。

「先生、今日が誕生日だったんですね」

「ええ、まぁ」

　どうして知っているのかと問えば、冨樫は「クラッカーの音が聞こえましたから」と苦く笑しようする。冨樫は隣となりのクラスだから、聞こえてもおかしくない。

「本当に生徒に愛されているんですね」

　にこにこしている冨樫を見て、樺島は自然な動作で手に持っていた箱をさっと隠かくした。

　そんなものをくれるあたり、愛されるというよりもからかわれてるよな、絶対に。

「誕生日、おめでとうございます」

　そう言って、冨樫は顔をほんのり赤くさせてから、早足で出ていく。それを見ていた樺島はにやついた顔を俺に向ける。

「うるせぇな」

「まだ何もいってませんよ」

「お前の顔がもううるせぇんだよ」

「ひどいですよ、先輩」

　それでもにやにや笑っている後こう輩はいを無視して席を立つ。

　受け持ちのクラスに向かうのにすでにもう五分遅ち刻こくしているが、どうせ生徒達は教師が来るのは遅おそければ遅いほど良いいと思っているから、これぐらいじゃ文句なんて言わないだろう。

　担任のクラスでもないのに、入った途端に「誕生日おめでとー」と言われる。

　二限目もそんな感じだった。三限目は空いていたので、溜たまった仕事を職員室でこなそうと思っていたら、突とつ然ぜん三年の学年主任に自習監かん督とくを頼たのまれた。

　主任は俺の返事を聞く前に、持っていたＡ４の紙を俺のデスクの上に置く。

「私が自習監督だったんですが、うちのクラスの生徒が外で問題起こしたらしくて、今すぐ行かなきゃならないんですよ。お願いします」

　そう言うと主任は慌あわてて職員室を出ていった。俺は仕方なくチャイムが鳴ったばかりの廊下を歩いて、自習を頼まれたクラスに向かう。

　その足取りが重くなるのは、それが桃瀬のクラスだからだ。

　大人だから、冷静なふりぐらいできる。もともと、そういう感情を隠すのはうまいほうだ。

　ため息を飲み込んで病欠した英語教師に代わって教室のドアを開けると、全員の目が俺に向けられた。

「あれ？　折口先生が自習監督？」

　嬉うれしそうに一人の女子が言った。方々で「やった、さぼれる」と声が聞こえる。

　それらを無視して、俺は紙に書かれた指示内容を読み上げた。

「教科書のレッスン１からレッスン６までの用法を全て使ってノート一枚分の作文をやるのが課題だ。この時間中に終わらせて俺に提出するように」

　俺はそう言って、教壇の中に入っているコピー用紙をクラスの連中に配る。範はん囲いが広いと文句を言いながらも生徒は紙を回していく。

　俺は教室の隅にあるパイプ椅い子すに座りながら、教室をさりげなく見回した。

　桃瀬は一番後ろの席に座っていた。面めん倒どうくさそうな顔をして教科書を捲めくる桃瀬の横で、名取が何か話しかけている。自習だから生徒は気楽に仲のいい者同士で固まっている。

　うちの学校を「ゆるい」という先生もいるが、俺の出身校なんてもっとゆるかった。

　ゆるかったというよりも、荒あれていた。

　手持ちぶさたに、教壇の中に置き忘れられていた倫りん理りの教科書を捲る。同じ社会科だが、倫理は俺にとって得意分野じゃない。哲てつ学がくや思想に関しての本は大学時代にたくさん読んだが、感かん銘めいを受けた物は何一つなかった。

　教科書に載のっているのはとっくに知っている内容だった。それでも教室を見回しているよりはましだ。そんなことをしていたらいつか桃瀬と目があってしまいそうで嫌いやだったし、桃瀬ばかり意識してしまいそうなのも嫌だった。

「先生」

　声をかけられて顔を上げると、佐山が立っていた。

　佐山は俺の読んでいた教科書の上に、ぽんと手に持っていたお菓か子しを置く。

「誕生日なんでしょ？　おめでとう」

　相変わらず不本意そうな顔で彼女がそう言うと他ほかの生徒も聞きつけて、男子が大きな声でハッピーバースデーと歌ってくれた。

「分かったから、静かに自習をしてくれ」

　隣のクラスに聞こえただろうなと思いながら、俺の誕生日を口実に騒さわぎ始めた男子を静める。

　教室がざわついてしまったので、気を引き締しめさせるために課題をこなす生徒の間を回る。

「センセー、この文法わけわかんない」

　引き留められて解説を求められた英文を簡単に説明していると、名取に腕うでを引かれた。

「先生っていくつになったの？」

「二十七」

　名取は相変わらず可愛かわいい顔をしていた。白い肌はだは化け粧しようなんて一つもしていないのに整っていた。やたらと大きい目や柔やわらかな色の唇くちびるは、派手ではないのに惹ひき付けられる。頰ほおにちらばるそばかすすら、飾かざり気がなくて好感が持てる。

「じゃあ、私や斎より十歳近くも年上なんだ」

　名取はそう言って桃瀬を振ふり返った。

「十歳年上ってどう思う？」

　名取の言葉に桃瀬は辞書を捲る手を止めずに「どうも思わねぇよ」と言って、目当ての単語をノートの端はしに写し取ると、再び辞書を引く。

「私は、かなり上だと思う。もし、私が先生ぐらいの年で、十歳下の高校生を見たら、相手になんてする気も起きないと思うな」

　名取はそう言って俺の腕を放す。

　周りの生徒は俺と桃瀬の事を何も知らないから、名取の言葉を何とも思っていないようだ。

「それより、名取。お前全然進んでないじゃないか」

　呆あきれた顔で名取の白紙の紙を指す。名取は戸と惑まどうように俺を見上げてから「今からやります」と俯うつむいた。

　名取はまだ俺と桃瀬に対して疑ぎ惑わくを抱いだいているようだ。今のはそれを判別するためのテストだったのかもしれない。だけどまさかあの程度で動どう揺ようしたり、取り乱したりなんかしない。名取はそれを期待していたのかもしれないが、そこまで俺もガキじゃない。

　それとも、名取が動揺させたかったのは俺ではなくて桃瀬なのだろうか。

　どちらにせよ、桃瀬も俺も名取の予想とは違ちがった反応をしたようだ。

　名取が思うほど、桃瀬は俺のことを好きなわけじゃない。だから、こんな風に試ためしたところで、桃瀬は慌てたりしない。

　結局、教室を出るまで一度も桃瀬と俺が目を合わせることはなかった。










　手て提さげは返して、その代わりに職員室にあった紙かみ袋ぶくろにお菓子を詰つめ込んだ。大量にあったので、いくつかはおやつ代わりにデスクに置いてきた。

　樺島は黒糖キャラメルを気に入ったらしく、もうすでに半分以上があいつの口の中に消えた。年下のくせにメタボリック気味な樺島を心配しないわけではないが、美味うまい美味いと幸せそうな顔をして食べているのを止める気にはならなかった。なんだかリスやハムスターが口いっぱいに食べものを詰め込んでいる姿とだぶって、どこか可愛かわいらしくすら感じる。

　夕食は帰り道の途と中ちゆうのラーメン屋で済ませて、家に帰った。テレビを点つけながら、しばらくリビングのクッションソファでうとうとした。ウレタンが入っていて真ん中が凹へこんだベーグル型の茶色のソファの上が俺の定位置だ。

　風ふ呂ろに入らなきゃと考えながらも、疲つかれた体が立ち上がることを拒きよ否ひする。

　いつの間にかテレビはニュース番組に変わり、連続殺傷事件の犯人が中学生だったとキャスターが告げる。

　また最近の教育が、現実と空想の境目が、と口にするコメンテーターを見ながら心の中で反論する。最近おかしいのは大人も一いつ緒しよだ。

　実際、もしも俺と桃瀬のことがばれたら、俺もそのおかしな大人の仲間入りだ。

　同性の生徒を誑たぶらかして関係を持ったなんて、許される事じゃない。

「いや、でももう終わらせた」

　出来れば桃瀬の前で泣くなんて、そんな醜しゆう態たいを見せたくはなかったが、過ぎてしまったことはしょうがない。

　誕生日ぐらい暗い気持ちになるのは止やめようと、俺は紙袋を開ける。生徒から貰もらったお菓子を夜食代わりに食べながら、ぼんやりとテレビを眺ながめた。

「甘い物ばっかりだな」

　女子が持ってきたお菓子が多いから、甘い物ばかりなのは仕方がない気がするが、個人的にはもっと乾かわき物が欲しい。

「先生はスルメとか貝柱がいいな」

　そうは言っても、貝柱を常備している高校生はなんとなく嫌だ。

　そうやって探さぐっていると、白い包みが指先に触ふれる。

「なんだ？」

　白い何の変へん哲てつもない包み紙を見て、そう言えば放課後に寄ったにこにこ相談室に置かれていたのを思い出した。

　お菓子ではなさそうだと中を開ける。中に入っていたのは黒い革かわ紐ひものストラップだった。先にはシルバーのチャームが付いている。

「鳥……」

　チャームは鳥が羽を広げた格かつ好こうでぶら下がっていた。包みには他に何も入っていなかった。差出人を示し唆さするようなものも、手紙もない。

「桃瀬……？」

　何故なぜそう思ったのか分からないけど、なんとなく桃瀬のような気がした。いや、ただ俺がそう期待しただけだ。きっと別の生徒に決まっていると、自分の考えを否定する。

　桃瀬が俺に何かものをくれる理由がない。自分の根こん拠きよのない期待を嘲あざけるように、桃瀬を頭から追い出す。

「ん？」

　よく見ると鳥には左目がない。羽も右側しかなかった。

　欠けてしまったのかと思えば、左側はつるりとしていて、もともとなかったのだと知った。

　指先に乗る程度の大きさの鳥のその可哀かわい想そうな姿に、どんな意味があるのか俺には分からない。

　貰ったばかりのそれを携けい帯たいに付けた。幸福の青い鳥だと良いいな、と小さく願う。

　ソファに埋うもれながら、テレビも電気も点けたまま小さな鳥を握にぎりしめて、俺はそのまま眠ねむってしまった。










　中間試験一日目が始まった。

　試験監かん督とくは暇ひまで、ついつい生徒の答案を覗のぞき込んでおかしな解答を探してしまう。

　ＭＯＦの正式名めい称しようの解答欄らんに「モンスターオブファンタジー」と書いた生徒に思わず笑いそうになった。

　時間も後半にさしかかると一足先に問題を解き終えた生徒が、用紙の裏に落書きをしていた。ぎりぎりまで見直しをする生徒や、ぼんやりと外を眺める生徒。教室を見回して人間観察をしてる生徒など、試験後の過ごし方には個性が溢あふれている。

　三年の試験監督は回って来なかったので、俺が桃瀬と顔をあわせる機会は無かった。だから誕生日の日から数日経たっているが、未いまだにストラップの贈り主であるのかどうか尋たずねることはできない。だけど顔をあわせたところで、そんなことを聞く勇気はきっと俺にはない。

　大体贈り主だって、桃瀬じゃないかと思うのはただの勘かんだ。

「終しゆう了りよう五分前だ」

　そう呼びかけると、焦あせったようにカリカリと文字を書く音が聞こえる。

　試験終了のチャイムと共に答案を集めて封ふう筒とうに入れる。一度職員室に戻もどって答案を鍵かぎの付いたスティール製の棚たなの中に仕し舞まい、代わりに次の授業の試験問題を取り出す。

　試験期間は部活も休みで、生徒を帰してしまうから教員も比ひ較かく的てき早く帰れる。教員が一人、また一人と帰るなかで、最後に残ったのは冨樫と俺だった。

　とりあえず今日の分の採点を終わらせて帰り支じ度たくをしていると、冨樫が意を決したように俺の側に来る。

「どうかしましたか？」

　黙だまったままの冨樫に水を向けると、俯いていた冨樫が俺のストラップに気付いた。

「可愛らしいストラップですね」

「ああ、これ……誕生日プレゼントで貰ったんですけど、最初から右側にしか目と羽がないんですよね。なんか少し可哀想ですよね」

　冨樫はストラップをじっと見つめてから「比ひ翼よくの鳥……？」と呟つぶやいた。

　聞き慣れない言葉だがどこかで聞いた気がした。どこだっただろうと考えて、桃瀬と公園で会った夜のことを思い出す。

「比翼の鳥って、なんですか」

「比翼の鳥っていうのは、片方しか羽がない想像上の鳥で、番つがいで共に飛ぶんです。そこから転じて夫ふう婦ふ仲の良さを表すんですが……」

　そう言われて、言葉が出なかった。

　桃瀬が俺のことをそんな風に思っているはずがない。だったら俺の気持ちを知って、からかっているというほうがまだしっくり来る。だけど僅わずかな希望に、胸の奥が熱くなる。

　俺が思わずじっとストラップを見つめていると、冨樫が絞しぼり出すような声で言った。

「あの……、映画の日取り、なんですけど？」

　冨樫はいつものように手遊びをしていた。緊きん張ちようしている時の癖くせなのかもしれない。

　そんな様を可愛かわいいと思った。彼女とつきあうのもいいかもしれないと、この間まで思っていた。いや、きっとこの鳥の意味を知らなければ、今もそう思っていた。

「すみません。やっぱり映画には、行けません」

　だけど、知ってしまった以上頷うなずけなかった。

「映画……じゃなくても、その……先生のお好きなことにつきあえるだけでもいいんです。食事でもいいですし、買い物でも」

　冨樫は焦ったように言葉を紡つむぐ。

　だからもう一度「すみません」と言った。冨樫はそれで俺の気持ちに気づいたようだった。

「あ」

　小さく声を上げたあとで「……そうですよね」と俯うつむく。

「すみません、私……、社交辞令とか、そうじゃないのとか……よく分からなくて」

　前に桃瀬が女子生徒を「そういう対象でみられない」と断っていた時のことを思い出す。潔いさぎよいとは思うが、俺はあんな風には振ふる舞まえない。馬ば鹿か正直に答える事で相手を傷つけるのも、自分を傷つけるのも怖こわい。

　必死に平気な顔を繕つくろおうとしている姿が痛々しくて、言い訳のように「好きな人がいるんです」と口にした。

　前に同じ台詞せりふを桃瀬に言ったことがある。そのとき思い浮うかんでいたのは元恋こい人びとの姿だった。だけど今頭に浮かぶのは、あのとき拒きよ絶ぜつした桃瀬の姿だなんて皮肉な話だ。

「片思いなんですが……、どうしようもなくて」

　成じよう就じゆさせるつもりのない恋だ。想おもっていたってどうしようもない。なのに、考えるのは桃瀬のことばかりなのだ。

「先生が、片思いですか……？」

「ええ」

「先生なら、告白すればうまくいきそうなのに」

　そう言った冨樫に「面めん倒どうだから」と言った桃瀬の言葉が蘇よみがえる。

「駄だ目めですよ。いい加減だと思われてるみたいで。まぁ、確かに俺はいい加減なんですけどね」

　遊んでる奴やつだと誤解されて、それを目当てに桃瀬は近づいてきた。

「本気の相手としては、見られてないみたいです。相手が本気じゃないなら、つきあっても意味がない」

「そんな」

　冨樫は首を振る。

「その人は先生のこと、ちゃんと知らないだけです」

　冨樫は少し目元を赤くしながら、早口で「先生はとても、魅み力りよく的な方です。だから、きっと先生の恋は上手うまく行きます。相手が本気じゃないなんて、決めつけるのはよくないです」と言った。

「ごめんなさい、私……もう帰らなくちゃ」

　泣き顔をみられたくないというように、冨樫は自分のバッグを摑つかむと、一度も振り返らずに走るような足取りで職員室を出ていった。

　その後ろ姿を見送って、ひどいことをしたな、と改めて反省する。

　相談室で映画の誘さそいを断っていたら、泣かせるほど傷つけなかったような気がした。だけどどのみち、断ることで彼女を傷つけてしまっていただろうが。

「好きになれたら良かった」

　桃瀬への感情に蓋ふたをして、彼女とつきあうことができただろうか。いや、仮に出来たとしても、そんな関係は長くは続かないだろう。

　すぐに、駄目になる。それで俺はきっと後こう悔かいするんだろうな。

　そんなことを考えながら、途と方ほうに暮れた気持ちでストラップを見つめる。

　桃瀬が何を考えてるのか分からなくて、思わずストラップを握りしめた。鳥の羽が掌てのひらに刺ささる。

「忘れるんじゃなかったのかよ」

　本当に忘れるべきは俺だ。

　だけどこんな風にされて気にしない振ふりも、忘れたふりも、俺には出来ない。

　こんな物が側にあると、諦あきらめるつもりが諦められなくなる。現にたった今、冨樫をふってしまった。携帯から外して捨てるべきだと思った。だけど結局出来なくて、その代わりに俺はそれを桃瀬に返すことに決めた。










　放課後に実験棟とうで騒さわいでいる生徒がいると言われて来てみれば、騒いでいたのは例の問題児三人だった。騒いでいたというよりも、廊ろう下かで何か楽しそうに話しているだけのようだ。

「お前らなにやってんだ、こんなところで」

　試験期間中は実験棟で授業は行われないから、ほとんど人の行き来はない。二階にある図書室も試験期間中は閉へい鎖さされている。

「センセー、聞いてよ」

　顔を出すといきなり腕うでを引っ張ってしゃがまされる。廊下の上に広げられているのはバスケットシューズのカタログだった。

「バスケ部に戻して貰もらえるって言ったら姉貴が買ってくれるって」

「いいよな、お前のとこの姉ちゃんすげぇ綺き麗れいだし、優やさしいしさぁ。うちのと替かえろよ」

「いいじゃねぇかよ。うちなんか兄貴だぞ。すげぇいらねぇよ、兄貴って」

　そう言いながら楽しそうにカタログを捲めくっている。

「ユニフォームが黒だから、俺としてはバッシュも黒にしたほうが格好良いと思うんだよな」

「は？　赤だろ。黒に赤って、常識だろ。桃瀬先せん輩ぱいだって赤じゃん」

　自分のものになるわけじゃないのに、他ほかの二人も真しん剣けんにバッシュを吟ぎん味みしている。

　俺は近くにいた金きん髪ぱつの頭をわしわしと撫なでながら「わかったわかった。何でも良いからとりあえず学校から出て話をしろ。テスト期間中はすみやかに帰宅せよって事になってるだろうが」と窘たしなめる。

「だって八時まで暇ひまなんだよ」

　生徒の一人がそう言って、指の骨をボキボキと鳴らす。

「何かあるのか？」

　一いち夜や漬づけでも良いから少しは勉強しろよ、と思っていると一人がでかいバッグからバスケットボールを出した。

「今日、八時から桃瀬先輩達と公園で試合すんの」

「そうそう。３対３スリーオンスリーで。向こうはレギュラーメンバーだからきっと負けると思うけど」

「桃瀬も……？　あいつ三年だろ」

　いくら推すい薦せんを狙ねらえるといっても、ダメだった時は受験になるんだから、テストの時ぐらいは勉強しておけばいいのに。

　険しくなった俺の表情に、生徒の一人が慌あわてて取り繕うように「先輩は悪くねぇから」と言った。

「俺たち、中間終わったらバスケ部戻っていいって言われて……でも恐おそらく公式試合に出して貰えるのは早くても冬の選せん抜ばつからだって言われて、早く試合したいなって言ったら桃瀬先輩が、じゃあ俺たちとやるかって言ってくれて、だから……先輩は悪くなくて……」

　目に見えてしゅんとしている目の前の生徒の頭をわしわしと撫でる。

「まあ、桃瀬が良いいって言うならいいけど。言って置くが実力がどうあれ、成績が悪かったらお前らの夏は部活に参加するどころか、補習で終わるぞ」

「うっ」

　一気に青ざめた三人を見て「とりあえず、早く帰れよ」と言うと、「じゃあ近くのファミレスで暇ひま潰つぶすよ。………勉強しながら」と口にする。その三人が階段から下りていくのを見送ってから踵きびすを返す。

　職員室に戻ろうと貫かん通つう廊ろう下かを歩いているときに、桃瀬が向かいからやってきた。もう松まつ葉ば杖づえはなく、歩きづらそうにもしていないその姿を見て、少しほっとする。それと同時に、逃にげ出したいような気分にもさせられた。

　桃瀬は俺を見て「先生も呼ばれたんですか？」と言ってきた。

「ああ、もしかしてお前も呼ばれたのか？」

　あの三人組の面倒を見させられているのは俺だけではないらしい。確かに今まで問題を起こしていたし、お世辞にも穏おだやかな外見とは言えないが、ここまで問題視されるのも可哀かわい想そうだ。

　大方、彼らを嫌きらっている教師が桃瀬に注意してくるようにと言ったのだろう。

「ただ三人で雑談していただけだ。もう帰ったよ」

「そうですか」

　俺はそのまま通り過ぎようとして、桃瀬に呼び止められた。

「先生」

　いつもよりも硬かたく怒おこっているような桃瀬の声に、びくりと体が反応する。

「これ」

　桃瀬が差し出したのは昨日、俺が桃瀬の机の中に入れたストラップだった。

　やはり桃瀬がくれたのかと目を伏ふせる。桃瀬が贈り主じゃなかったら、そのストラップを入れたのが俺だとは気付かないだろう。

「誕生日プレゼントなんで、貰ってください。変な意味とかありませんから」

　桃瀬の顔は怒ってはいなかった。拗すねているようにも見えない。なんの感情も浮うかんでいない。だから俺は余計に桃瀬が何を考えているのか分からない。

　でも仮に桃瀬が俺のことをどう思おうと、教師と生徒の関係は許されるものじゃない。こんなものを貰えば、忘れられなくなる気がした。

「貰えない」

　俺は桃瀬をまっすぐに見てそう言った。

「どうして？」

　冨樫に聞いた意味を思い出しながら、どうしてそれを俺に贈おくったのかと、問いつめたくなった。だけどその衝しよう動どうを飲み込む。

　俺がただ首を振ふると、桃瀬は「分かりました」と言って俺を摑んでいた手を放すと、ストラップをゴミ箱に捨てる。

　それを見て胸が痛む。桃瀬にそうさせたのは俺なのに。

「テスト期間中なんだから、お前も早く帰れよ」

　傷ついていることを悟さとられない内に、背中を向けた。振り向きそうになるのを堪こらえながら、桃瀬から離はなれて口の中で呟つぶやく。

「……本気じゃないくせに」

　詰なじりたいのに本人に告げる勇気もない。俺は馬ば鹿かみたいに臆おく病びようだ。










「あれ？　先生どうしたんですか？」

　鍵かぎを閉めていた校務員が、再び学校に戻ってきた俺を見て意外そうな顔をする。

「すみません、忘れ物をして」

　校務員を先に帰して、懐かい中ちゆう電灯を受け取って廊下を歩く。もう誰だれもいない校舎の中は真っ暗だった。校務員の車が学校を出ていくエンジン音を聞いてから、俺は三階に上がる。

　昨日手放す決意をして、今日桃瀬に捨てさせた。それをまた取りに行こうとしている自分の意志の弱さに呆あきれる。恐らくストラップは指輪と同じ運命を辿たどるんだろうと思った。何年も何年も捨てられずに持ち続けて、ある日無くしてしまうのだ。

　だけど本物を手に入れられないんだから、その思い出ぐらいは持っているのは許されるような気がした。それにあんな風に拒きよ絶ぜつしたんだから、桃瀬が再び俺を誘うことはもうないだろう。

　ひんやりとして真っ暗な校舎の中を歩いて、目的のゴミ箱に近づく。

　しかし中身は空っぽだった。

「マジかよ」

　試ためしに近くのゴミ箱を覗のぞくと、そちらも空っぽだ。

　テスト期間は掃そう除じがないが、明日はゴミの回収日だ。もしかしたら校務員が気を利きかせて校内のゴミを回収したのかもしれない。

　ため息を吐ついて昇しよう降こう口に戻り鍵を閉めて、体育館脇わきの用具入れからハサミと軍手を持って、プール横のゴミ捨て場に向かう。その場所は薄うす暗ぐらくてじめじめしていた。

　どこの学校にもある怪かい談だんの存在が頭を掠かすめたが、なるべく考えないようにする。

　諦あきらめてさっさと帰ってしまえばいいのに、軍手を嵌はめて金かな網あみ製のドアに手を掛かける。

「何やってんだろうな」

　ゴミ捨て場からゴミ袋ぶくろを全て出してから、一つ一つ縛しばられた袋を開ける。中からは埃ほこりやら紙くずやらばかりが大量に出てきた。いっそストラップに光るコンドームでも縛って置けば、暗くら闇やみのなかで捜さがし易やすかったかもしれないと、くだらない事を考える。

　漁あさっていたら、背後から物音が聞こえた。はっとして振り返ると、猫ねこの目が懐中電灯に反射してきらりと光る。猫はいきなり光を当てられて、びっくりしたように体育館の方に逃げていった。

「馬鹿か、俺は」

　子供じゃあるまいし、居もしない幽ゆう霊れいに怯おびえるなんてどうかしている。

　気を取り直して、新しいゴミ袋の口を開けた。食べ残しの弁当やら、中身の残ったペットボトルのゴミやらで、軍手が汚よごれる。

　半分近くゴミ袋を確認して、確認した分をゴミ置き場の中に戻す。

　そろそろ懐中電灯の電池の残りが心配になってきた。ため息を吐きながらゴミをかき分ける。

「くそ、腹減った……」

　どれぐらいの時間をゴミと格かく闘とうして居るんだとうんざりしながらも、小さなストラップを見み逃のがさないように丁てい寧ねいに一つ一つ確認する。だけどいつまで経たっても見つからずに、望みを託たくして最後の袋を開けた。これでなかったら、もう一度校内に戻って捜してみようと思っていると、懐中電灯の光に反応して、何かがきらりと光った。

　今まで何度かこういうことはあったが、壊こわれたペンやクリップだった。

「あ……」

　だけどゴミをかき分けて摑つかむと、それは俺が捜していたストラップだった。

　最後のゴミ袋の口をしめて、ゴミ捨て場の中に放り込む。汚さないように軍手を脱ぬいで素す手ででストラップを握にぎりしめた。

　ほっとしていると、背後でがさりと音がした。懐中電灯を片手に振り返れば、そこに立っていたのは、こんなところにいるはずもない男だった。

「もも、せ」

　驚おどろいて言葉が続かない。

　桃瀬は私服だった。走ってきたのか、息が荒あらい。

「先生」

　桃瀬は無言で俺に近づくと「ストラップ、捜してたんですか？」と怒ったような、泣きそうな変な顔で俺が握っているストラップを見つめた。

　言い訳の出来ない状じよう況きように気付いて青くなる。桃瀬にだけは、知られたくなかった。

　この気持ちを認めるのはいい。だけど、それを告げるのは駄だ目めだ。

　何か言い返さなければと思うのに、言葉は何も浮かんでこない。何も言えずに俯うつむいた。

　素手で触ふれると銀のチャームがひどく冷たくて、これを握りしめたまま消えて無くなりたいと思った。

「なんで捜したんだよ。……いらないっていったくせに」

　桃瀬が責めるような声こわ音ねで言った。

　ざわっと風が吹ふいて体育館横の背の高い木を揺ゆらした。

「俺とのこと全部、無かったことにしたかったんだろ？」

　桃瀬がまっすぐに俺をみる。その目を受け止めるのが怖こわくて視線を逸そらした。

　見つめ合ったら、見破られてしまいそうだった。

「何考えてんのか、全然わかんねぇ」

　桃瀬はそう言うやいなや、俺のことを抱だきしめた。俺の髪かみに顔を埋うずめるように顔をすり寄せてくる。

　振り解ほどこうとしたのに、強い力で抱きしめられるとそれも敵かなわない。

　いや、そんなの振り解きたくない言い訳だ。本当はその腕うでを望んでいる。

「俺のこと突つき放しただろ。なのになんで家まで来たんだよ。キスされんのが泣くほど嫌いやなくせに、なんで……そんな物のためにこんなに冷たくなってるんだよ」

　桃瀬の手が、ストラップを握った俺の手に触れる。慈いつくしむように耳に触れた唇くちびるに、逃にげ出したいような気持ちにさせられた。

　逃のがれようと抵てい抗こうする腕を、桃瀬に捉とらえられる。

「あんた本当に面めん倒どうくさい」

　桃瀬はそう言うと、強い眼まな差ざしで俺を見つめた。

「言わなきゃ分からないだろ。俺が好きなら、そう言えよ」

　桃瀬の眼差しには傲おごりも、からかいもなくて、ただひたすら潤うるむような熱を孕はらんでいた。

「ふざけんな。お前なんかに惚ほれたくねぇんだよ！」

　それは紛まぎれもない本音だった。惚れたくなんてなかった。この気持ちを知られたくなかった。

「面倒くさくないとか、軽くつきあえる相手が良いいとか、そんなこという相手に好きだなんて言いたくない」

「先生」

「どうせ卒業したら俺の事なんて忘れて、それで可愛かわいい年下の女の子とかとつきあって、いつか俺に結けつ婚こん式の招待状とか送って来るんだよ！　俺はもうなんでもないってことをアピールするために人一倍二次会とか盛り上げちゃったりするんだよ！」

「前の男と一いつ緒しよにするなよ」

　俺の好きな声が耳元でそう言った。

「お前もそうなるんだよっ。それで同窓会で顔を合わせた時に子供の写真とか見せたりするんだろ！　俺たぶんその写真見てすげぇ傷つくんだよ！　それで……」

　再び桃瀬に抱きしめられて暴れる。

「なんだよ、放せよ！」

「放すかよ」

　少し笑いを含ふくんだ声で桃瀬は言った。

「……先生それって、俺のことすげぇ好きって言ってるように聞こえる」

「言ってねぇよ！　馬鹿か！」

　怒ど鳴なる唇が塞ふさがれる。角度を変えて、激しくない柔やわらかな口吻くちづけを繰くり返された。ゆっくりと入り込んできた舌が、宥なだめるように俺の舌を愛あい撫ぶしていく。

　唇が合わさっただけ。舌が触れているだけ。それなのにどうして心が触れ合った気がするんだろう。深いところに触れられた気がするんだろう。

「やっぱり、忘れたくない。俺は先生が好きだから、全部覚えていたい」

　そっと桃瀬が俺の頭を抱かかえて、そのまま額が合わせられる。いつの間にか摑まれていた腕は解かれて、俺は気付けば桃瀬の腕に縋すがっている。

「放せよ。……面倒くさくないから俺がいいって言ったくせに」

　詰なじったつもりなのに、掠れた声は自分の耳にすら甘えのようにしか聞こえなかった。










　桃瀬を助手席に乗せたまま、車を走らせる。平気なふりを装っても、心臓が激しく脈打っていた。

　何も言わない癖くせに視線が横顔に当てられていて、居い心地ごこちが悪くて会話を探す。無言で見つめられると困る。いい年して高校生に見つめられて照れている自分が気持ち悪い。

「なんでこんな時間に学校に来たんだよ？」

　突とつ然ぜん桃瀬が現れた理由を尋たずねる。桃瀬の視線は相変わらず俺に向けられていた。

「あいつらから聞いて」

「あいつら？」

　桃瀬は二年の問題児三人の名前を挙げた。

「バスケする約束だったから公園で待ってたら、ゴミ捨て場あたりで懐かい中ちゆう電灯が見えたって聞いて」

　あいつらは近くのファミレスに行くと言っていたから、公園に行く途と中ちゆうで学校の側を通った時に、懐中電灯の光を見られたのだろう。

「それで？　なんでお前が来たんだ？」

「先生かもしれないって思ったんだ。先生が俺のストラップ捜しててくれたらいいなって」

　けどまさか本当に居るとは思わなかった、と桃瀬は続ける。

「居たらいいなと思ってたけど、居るとは思わなかった」

　桃瀬はそう言って、ため息のように長く息を吐はき出した。僅わずかに震ふるえたその吐と息いきに、桃瀬が感じていた期待と不安が伝わってきた。桃瀬の視線は俺から外されて、窓の向こうに移る。

「最初のあれ、噓うそだから」

　駅に続く道を通り過ぎて、ネオンが煌きらめく通りを抜ぬけたときに桃瀬が窓の外を見ながらそう言った。その手が、ステアリングにかけた俺の手の上に重なる。

　心の動どう揺ようが指先に現れそうになる。

　今まで曲がりなりにも男や女とつきあってきて、桃瀬とだって二度も寝ねている。それなのに指が触れただけで心臓が高鳴る。

「面倒くさくないから先生がいいってやつ。あれ噓だから」

「今いま更さら調子のいいこと言うなよ」

　後ろの車が煽あおってきたから、そのまま端はしに寄って追い越こさせる。

　トンネルに入ると、車内がオレンジ色の明かりに照らされた。フロントガラスにオレンジのの光が落ちては後ろに流れていく。

「そうでも言わなきゃ、相手にして貰もらえないと思って」

　桃瀬の指が俺の指を弄いじる。中指の関節を擦こすって、手の甲こう全体を撫なでるように触れる。

「なんだよ、それ」

　無む性しように煙草たばこが欲しくなった。けれど半年間も禁きん煙えんして居るんだから、車内には煙草なんて一本もない。仕方ないからポケットを探さぐって飴あめを取り出す。口に入れた途と端たん歯を立てたが、簡単には砕くだけない。

「本気だってばれたら鬱うつ陶とうしがられると思った。遊びなら相手にして貰えると思った。俺の顔、好みだって言ってたから。それに、本気でぶつかって二回も振ふられる勇気ねぇし」

　トンネルを抜けると雨が降っていた。フロントガラスの上に水すい滴てきが散らばり、それが街灯の光で星みたいにきらきら光る。すぐにワイパーを動かして、追い払はらう。

「二回？」

「ラブホで……つきあおうって言ったのに、あんた全部忘れてただろ」

「え？」

「前の男なんて俺が忘れさせてやるって、あんたのこと大切にするからって言ったのに、そういうの全部忘れてるし、俺の顔すら忘れてただろ」

　そういうところが本当に最低だよな、と桃瀬は俺に再び視線を向けた。

　俺は濡ぬれた路面を走りながら、必死に記き憶おくを辿たどる。だけどあの夜のことは飲み過ぎたアルコールのせいもあって、ひどく曖あい昧まいで霞かすみがかかっている。

　断だん片ぺん的てきなことは思い出せるが、会話を全て思い出すのは無理だ。

「酔よってるあんたは迷めい惑わくだけど素す直なおで可愛かったのに、酔いが醒さめたら俺のことなんて相手にもしなかった」

「当たり前だろ、お前は……生徒なんだから」

「それがなんだよ」

　桃瀬はため息を吐く。

「先生が嫌がるから、一度はちゃんと忘れようとした。だけどやっぱり出来なかった。俺は先生が好きだ」

「寝たから、勘かん違ちがいしてるだけだ。快感と恋れん愛あいが直結しているだけだ」

　いつか、女子を振った桃瀬に同じ事を言った。いつか桃瀬がするだろう心変わりが怖こわくて、否定をしてくれるのを期待してそう口にする。言げん質ちを取ったところで、何にもならないのは分かっているけど、それでも桃瀬の口から聞きたかった。

　自分からは何も言葉を与あたえないのに、桃瀬からばかり欲しがるなんてフェアじゃない。けれどゴミを漁あさっている格好悪い姿を見られたんだから、それぐらいは許される気がした。

「俺は寝る前から先生が好きだった」

　俺の手を握にぎる桃瀬の力が増す。

　だんだんと家が近づいて、このまま桃瀬を家に送り届けるなら右折しなければと思ったけど、離はなれがたくて結局直進する。

　桃瀬の感情を否定しようとしたって、不安材料をあげようとしたって、学校で抱だきしめられた時から結局俺はもう桃瀬を手放す気はないんだ。

　教師失格で人間失格だ。十歳も年下の桃瀬の将来を思えばこうするべきではないのに。

「去年……バスケ部が喫きつ煙えん問題でもめたとき。連帯責任で出場停止になるところだった」

　桃瀬の言葉に俺は「ああ」と頷うなずく。

「出場停止は一試合だけだったけど、冬の選せん抜ばつがかかった大事な試合だった。三年の先せん輩ぱいなんかその一年ぶっ殺すってキレまくってて……」

「知ってるよ」

　職員室で「俺たちは関係ない。連帯責任なんてひどすぎる」と怒鳴っていた三年生の顔はよく覚えている。

「あのとき先生が……泥どろかぶってくれただろ。バスケ部の連中はみんな……そのときのこと凄すごく感謝してる」

　そういえば二組の自習監かん督とくをしたとき、バースデーソングを歌ってくれた男子もバスケ部だった。

　けれど濡れ衣ぎぬを着ることは教師として正しい対応とはいえないだろう。

　あの後、年輩の教きよう諭ゆからはその偽ぎ善ぜん行こう為いをそれとなく非難された。

「普ふ段だんは無気力教師だし、いい加減で駄だ目めな大人って感じだけど……、でも結局先生って格好良いから」

　桃瀬にそんな風に思われているとは知らなかった。

「俺にとって先生は大人で、遠くて、だけどあの夜に泣いてる先生を見て、守りたいと思った。もう泣かせたくないと思った」

　住宅街の外れに車を停とめて、桃瀬に握られたままの手を動かしてギアを変える。気持ちが揺ゆさぶられて、とても冷静に運転できない。

　エンジン音が徐じよ々じよに消えていくのを聞いていると、桃瀬が言った。

「俺はあんたを選んだ。今度はあんたが選べよ」

　桃瀬が差し出したのは、あのくすんだ指輪だった。なくしたはずのその指輪に驚おどろいていると、桃瀬は反対の手に俺が持っているのと同じストラップを載のせた。右側の翼つばさと目がない鳥が付いている。番つがいの片割れだ。

　真しん剣けんな眼まな差ざしから逃のがれることも出来ずに、俺は桃瀬を見つめた。

　その鋭するどい視線の中に祈いのるような想おもいを見つけて、ストラップの上に手をのせて、吸い込まれるように桃瀬に口吻くちづける。触ふれるだけだった唇くちびるを離して「捨ててくれ」と呟つぶやく。

「その指輪、お前が捨てて……」

　返事のように激しいキスを返されて、目め眩まいを起こしそうになる。

　強く抱きしめられて、それに応こたえるように桃瀬の背中に腕うでを回して抱きしめ返す。

　とうとう捕つかまえられてしまった。とうとう捕まえてしまった。

「セックスは、お前が卒業するまでしないでおこう」

　俺は桃瀬の首筋に唇を当てる。

「そう言おうと思ったんだけど、俺のが無理だわ」

　そのまま、唇を付けたところに歯を立てた。

「ホテル行こう。お前と今すぐしたい」

　桃瀬の顔が僅かに赤らむ。思わず笑って離れると、俺は再び車を走らせた。

　インター近くの目に付いたホテルに入る。平日の夜だから駐ちゆう車しや場は空すいていた。ガレージタイプのようで、駐車スペースの横の柱に部屋の内装の写真がパネルに貼はってある。女じゃあるまいし、内装なんてどうでもよかった。

　駐車場は半はん透とう明めいのアクリル板のようなもので仕切られていたから、どの駐車場も人目につく心配はなかったが、それでも一番奥の駐車場を選ぶ。

　桃瀬を促うながして車を降りると、縁えん石せきの奥にあるドアを開けて玄げん関かんで靴くつを脱ぬいでから、目の前の狭せまい階段を上る。

　桃瀬は珍めずらしそうにしていた。確かにこの手のタイプは繁はん華か街がいにはあまりないし、車に乗らないなら利用する機会もないだろう。

　そもそも高校生が、そうホテル代を捻ねん出しゆつできるとも思えない。

「先に風ふ呂ろ入って来い」

　桃瀬は大人しくバスルームに消えた。ソファに座ってテーブルの上のリモコンで、明るすぎる照明を消して、ベッドのサイドライトに切り替かえた。

　ほのかに青いそのライトの中で、ベッドが浮うかび上がって見えた。

「悪い大人だな」

　思わずそう口にして、髪かみを搔かき上げる。未成年をホテルに連れ込んでいやらしいことをしようとしてる。諦あきらめようとあいつにストラップを返したのはたった十時間前の話なのに。

「先生」

　考え込んでいると桃瀬に声を掛かけられた。

　入れ替わりのようにバスルームに入る。直接的な言葉で誘さそって、こんなところまで連れてきて置いて、桃瀬の濡れた体を見た瞬しゆん間かんに恥はずかしくなった。

　顔に血が上るのを感じながら、服を脱いで浴室に入る。先さき程ほどまで桃瀬が入っていたせいで、中は暖かかった。体を洗いながら不意に、桃瀬が俺を疎うとんじるように見た時のことを思い出した。それを思い出して少し怖くなる。

　平たい胸、高校時代に鍛きたえた肩かた、桃瀬を優やさしく受け入れる器官を持たない体。

　桃瀬の横にいた女も名取もとても美人だ。自分が彼女たちと対たい抗こうしても負けないと思えるほどの自信が俺にはなかった。また桃瀬に蔑さげすむような目をされたら、きっと傷つく。

　そこまで考えて、曇くもった鏡の中の自分に向かって無理矢理微笑ほほえんだ。

　いつか捨てられる。これは桃瀬の一時の気まぐれだ。思春期の恋こいなんて熱病のようなものだ。最初から分かっている。だったら、もう逃にげるな。

　いつか失うならその時まで、楽しめばいいじゃないか。どうせ傷つくのには慣れている。

　桃瀬と同じように腰こしにタオルだけ巻いてバスルームを出ると、桃瀬は何故なぜかカラオケのマイクを不思議そうに見ていた。何故こんなものがここにあるんだ、という表情で首を傾かしげる。

　年季の入った冷蔵庫の上に置いてあるカゴの中には、サービスでウーロン茶のペットボトルが二本と、スナック菓が子しの小こ袋ぶくろが二つ入っていた。

　ペットボトルを一本手にとって、口を付ける。桃瀬の視線が、今度はアダルトグッズの販はん売ばい機きに向かう。

「なぁ」

「何？」

「あんまりホテルは使わないのか？」

　物もの珍めずらしそうな様子にそう声を掛けると「二回目」と言われる。

「前に先生と入ったのが初めて」

「ああ、高校生だしな」

　俺がそう言ってベッドの端はしに座る。ペットボトルは横のガラステーブルに置く。部屋の内装はいまいちだし、電化製品も古くさいがベッドはそれほど悪くなかった。

「桃瀬、おいで」

　ベッドに寝ねそべって声を掛けると桃瀬が近づいてきた。

「なぁ」

　桃瀬が俺を見下ろしながら「俺、何番目ぐらい？」と聞いて来る。

「何が？」

「セックス。先生の相手の中で何番目ぐらい？」

　そう言えば前にも同じようなことを聞かれた。

「なんで？」

　桃瀬は言いにくそうに視線を逸そらす。口を開かない桃瀬を急せかさずに、甘やかすようにその髪に触れる。

　ずいぶん前から俺はこいつにこんな風に触れたかった。

「髪、洗ってきたのか……」

　そう言って桃瀬の髪に手を伸のばす。しんなりと冷たいそれに指を絡からめる。

　桃瀬は少し躊躇ためらうように俺を抱きしめた。

　その肌はだの感かん触しよくに、何となく桃瀬との初めての夜に抱きしめられたことを思い出す。

「俺……先生が初めてなんだ」

　桃瀬がそう言って首筋に顔を埋うずめる。

「知ってるよ」

　男を抱いたことがないと言った桃瀬に、教えてやると迫せまったというのは聞いた。

「じゃなくて……」

　桃瀬の手が俺の頰ほおを撫なでる。目を覗のぞき込まれて「誰だれかとこうするの、初めてなんだ」と言った。それから桃瀬が俺の額に唇を落とす。

　顔に触れる指を心地ここちよく感じながら、桃瀬の言った言葉を反はん芻すうした。

「はぁ!?」

　思わず体を起こして、桃瀬の額にごつんとぶつかる。

「痛っ」

　さすがに顔をしかめた桃瀬をまじまじと見て「どういう意味だ？」と聞いた。

「だから、先生とするのが初めてなんだよ。俺は先生しか知らないから先生が一番だけど、先生にとっては俺って何番目なんだろうなって、考えた」

　珍しく桃瀬が言いにくそうに言葉を切る。いつもの余よ裕ゆうの笑えみが消え去って、拗すねたような表情で俺を見る。

「………女ともねぇのかよ？」

　桃瀬は苛いら立だったように濡ぬれた髪を搔き上げる。

「先生が初めてだ」

　そう言われて、腑ふに落ちる部分が多々あることに気付く。前に相談室に来た、童どう貞ていの生徒の相談事を思い出す。桃瀬もあんな風に考えていたのだろうか。だけど桃瀬に言われるまで、初めてだなんて気付かなかった。

「お前が連れていた相手は？」

「誰？」

「派手な格好の美人だよ。この間駅前で会っただろ」

「ああ、母親の店の人。この間はさぼってたのを無む理り矢や理り店に連れて行ったんだ」

　桃瀬は眉み間けんに皺しわを寄せて「あのとき先生の横にいた男って何？」と嫌いやそうな口くち振ぶりで言った。

「吉岡のことか？」

　名前を口にすると、桃瀬の顔が更さらに不ふ機き嫌げんになった。

「あいつが指輪の贈り主か？　あんたを泣かせた相手？」

　黙だまったままの俺に、桃瀬は怒おこったような顔で「まだ好きなのか？」と訊きいて来る。

　桃瀬は疑わしそうな目で俺を見ていた。眉間に寄ったままの皺に思わず吹ふき出す。

「嫉しつ妬としてんのか？」

　もしかして、それであの時睨にらまれたのか？

「笑うな」

　俺が口元を緩ゆるめると、桃瀬が嫌そうな顔で言った。

「お前、可愛かわいい」

　引き寄せて抱だきしめる。さっき桃瀬がしたように俺も、その額に唇くちびるを寄せた。

「誤ご魔ま化かすなよ。まだ、あいつのこと好きなのか？」

　その声に不安が滲にじんでいて、少し嬉うれしくなる。

「なぁ……俺はちゃんとお前を選んだだろう？」

　車の中で選んだのはお前だっただろう？

　桃瀬の唇を塞ふさぐと、痛いくらいに強く抱きしめられた。

　普ふ段だんの桃瀬は高校生だということが信じられないくらいに格好良いい。だけど俺の前で見せる拗ねた顔や子供っぽい嫉妬に、愛いとしいという気持ちが強くなる。

「俺も、お前が一番良いよ。って言っても、お前以外に男は一人しかしらねぇけど」

　今度は桃瀬が驚おどろく。その驚いてうっすら開いた唇を塞いで舌を入れた。

　一番好きなんだから、一番気持ちがいいに決まってる。

　むき出しの肌に触ふれる桃瀬の熱に、一回目の告白を覚えてないのは惜おしいと思った。断だん片ぺん的てきにではなく、全すべて思い出したかった。

「良かった」

　桃瀬の掌てのひらが平らな胸の上をすべり、尖とがった場所を桃瀬の舌が弄いじる。もう片方の掌が俺の尻しりを撫でていく。無骨な指が窪くぼみを確かめるようになぞった。

「っ」

「先生」

　桃瀬の唇が耳に触れる。

「痕あとは……付けるなよ」

　後こう孔こうを擽くすぐる指をつい意識して、太ふと股ももが震ふるえる。

　ひっかくように触れられて、吐と息いきに熱が混じるのが分かった。

「なんで？」

　桃瀬は掠かすれた声で聞いてくる。目の前の男も欲情していると思うと、体の奥が甘く痺しびれた。

「なんでじゃねえよ。生徒に……からかわれる」

「じゃあ見えないところに付ける」

　早さつ速そく、腰こし骨ぼねの辺りに赤い痕が付けられた。色の変わった皮ひ膚ふを確かめるように桃瀬の舌が嘗なめていく。

「んっ」

「先生もっと声だして」

　桃瀬が勃たちあがりかけている俺の欲望に手を掛かける。根本の方から擦こすりあげられて、すぐに硬かたく充じゆう血けつしていく。

「あ…」

　わざと先の方に歯を当てられた。だけどすぐに宥なだめるように舌が一番敏びん感かんなところをゆっくり嘗めていく。

「声聞かせろよ」

　後孔の周りを弄っていた指が、体の内側に入り込んでくる。同時に前も後ろも嬲なぶられて、背中を反らしてシーツを摑つかんだ。

「っ……あんまり出ないほうなんだよっ」

　執しつ拗ように声を出させようと敏感な部分を攻せめてくるのが耐たえられない。

「初めての時は出してた」

「知る……か」

　アルコールのせいだったんじゃないかと思ったが、それを言ったら今度飲まされそうなので黙っておく。

　身を捩よじって桃瀬から逃のがれようとすると、桃瀬の舌が会え陰いんをなぞる。袋ふくろの間から、後孔までを尖らせた舌先で嘗められて、背中がぞわぞわした。

「そんなところ、やめろ」

「どうして？」

　色っぽい声で桃瀬は言って、見せつけるように舌を伸ばす。

　すでに勃ち上がっている肉棒を嘗めてから、太股の内側に痕を付ける。

「はっ」

　鈴すず口くちに滲んだ先走りを強く吸われて、体の奥の方がひくつく。その場所に指を入れていた桃瀬は当然そのことに気付くと、長い指を更に増やした。

「く……っ」

　良い場所を曲げた指の腹で刺し激げきされる。体の奥でぐちゃぐちゃと音がするのが恥はずかしくて仕方がない。足を開いて桃瀬を受け入れるこの格好も嫌だった。けれど足を閉じようとすると肩かたにのせられてしまった。

　先さき程ほどよりも更に恥ずかしい格好に、涙なみだが滲む。

「桃瀬……、それ…嫌だ」

　舌で嘗められるのも、この格好も嫌だった。気持ちいいけど恥ずかしい。そんな場所を、桃瀬に見られたくない。望んで抱かれているからこそ、羞しゆう恥ちが募つのる。

　後孔に舌を入れられた瞬しゆん間かんに目め尻じりから涙がこぼれる。

「っ……や」

　ひく、と喉のどが鳴ると桃瀬が嘗なめるのを止やめて、俺の涙を拭ぬぐった。

「先生」

　あやすように髪かみを撫でられる。

「もうしないから、泣くな」

　泣かせたいとは思ってない、と言って桃瀬は俺の髪に唇を落とす。俺は桃瀬の背中を抱きしめて、自分から唇を合わせた。

「も……入れろ」

　これ以上恥ずかしいことをされたくなくてそう言った。それに指で広げられた体の奥が、欲しがるようにうねっている。

「桃瀬」

　桃瀬の脈打っている欲望に触れる。硬く反り返ったそれを掌で擦ると、桃瀬が小さく呻うめいた。

　可愛い。

　口にしたら拗すねるだろうが、俺はこいつが可愛くて仕方がない。

「着けてやるから」

　そう言って桃瀬をベッドに押し倒たおす。

「先生」

　ねだるように呼ばれてもう一度唇を合わせる。

　見下ろしてる状態だと少し余よ裕ゆうが出来て、備え付けのコンドームの封ふうを開けると、薄うすいゴムを唇で挟はさんだ。

　そのまま桃瀬の肉棒に宛あてがって、後は唇で押し込んでいく。頭の方をかぶせ終わったら、唇を離はなして手を使って下まで嵌はめた。その最さ中なかにじっと見られているのは知っていた。

　恥ずかしいが、自分がされるところを見られるよりも、自分がしているところを見られる方がまだましだった。

　桃瀬に跨またがって自分で後孔を開きながら、凶きよう器きのような欲望を受け入れる。

「っ、ん」

　亀き頭とうを飲み込んだだけで、体はもう苦しいと訴うつたえていた。充血した幹を飲み込むためには腰こしを落とさなきゃならないのに、うまくできない。

「桃瀬」

　見下ろすと、桃瀬が繫つながった部分を見ているのが分かる。

「これ……」

　奥まで欲しいのに、痛くて先に進めない。

「入れた……い」

　手で支えた桃瀬の欲望がどくん、と脈打つ。

「っん」

　桃瀬が俺を見上げ、目があった。その瞬間全身が羞恥で真っ赤になる。

　その目に宿る情欲をまっすぐにぶつけられて、体が震えた。視線で犯おかすってのは、こういうことなんだろうと、唐とう突とつに理解した。

「あ……」

　腰を摑まれて、そのまま一気に奥まで貫つらぬかれる。最さい奥おうまでずっぷりと埋うめ込まれた硬い欲望に息が出来なくなりそうだった。

「──っ」

　声も出ずに反り返って、それから桃瀬の胸の上に手を付く。

　目の奥がちかちかする。体の中を電気が通り抜ぬけたような感じがする。呼吸を整えようとしたが、それを待たずに桃瀬に揺ゆさぶられた。

「っん……、っ……」

　腰を摑まれて、下から何度も突つき上げられて、俺は背中を丸めて桃瀬の胸に額をつけるようにして、衝しよう撃げきに耐える。一番気持ちのいいところを執拗に擦られて、また涙が滲にじむ。

　顔を上げて桃瀬を見ると、桃瀬は熱に浮うかされたような顔で「ごめん、先生」と口にする。

「あんたのこと泣かせたくないんだけど、なんか……加減できそうにない」

　頰ほおを両手で挟まれて、深いキスをされる。ちゅ、ちゅ、と音を立てて唇くちびるが吸われ、深く繫がった部分もひどく濡ぬれた音を立てた。

「ふっ……ぁ」

　突き上げられる度たびに、亀頭が桃瀬の割れた腹筋に擦すれる。そのたびに先走りが桃瀬の腹をぬらしていく。わざと擦りつけるように背中を反らせると、中の角度も変わった。

「は……っ」

「ごりごり、してる……」

　思わずそう口にする。桃瀬の口元にひどくいやらしい笑えみが浮かぶ。

「っ」

「煽あおってんの？」

　欲情に掠れて低くなった声が耳じ朶だをくすぐる。桃瀬の顔が見たくて、腕うでを付いて体を持ちあげる。やっぱり見下ろす方がいいと思いながら、「かもな」と答えた。

　桃瀬の顔から笑みが消え、焦あせりのようなものが浮かび、その途と端たんさらに激しく揺さぶられる。

「んっ……っ」

　自ら貪むさぼるようなこの体勢は、気持ちが良くて頭が馬ば鹿かになりそうだ。

　中にいる桃瀬をぎゅうぎゅう締しめ付けながら、見え始めた限界を追いかける。

「なか、すごいけど……平気？」

　俺の前まえ髪がみを搔かき上げて、桃瀬が顔を見る。きっといやらしい顔をしているんだろうと思いながら「いきそう」と答えた。

　自分からも腰を動かしながら、桃瀬を見下ろす。

「あっ……う」

　吐と精せいした瞬間に腕を引かれ、抱だきしめられた。同時に俺の中で桃瀬も弾はじける。

　けれどずるりと抜き取られたとき、それはまだ硬かたいままだった。

　余よ韻いんで震ふるえる俺を宥なだめるように、体中を桃瀬の手が撫なでていく。

「ん」

　胸を吸われ、先程まで桃瀬を受け入れていた場所がひくりとうごめく。

「……お前、本当に俺が初めてか？」

　どうもそんな気がしなくて問いかける。

「なんで？」

「……そのわりには、うまいからだよ」

　調子に乗りそうだから言いたくなかった。

　桃瀬はそれを聞いて少し嬉うれしそうな顔をした。それから先程まで自分が入っていた場所に指先を埋める。まだ柔やわらかいその場所は難なく桃瀬の指を受け入れて、もっと奥まで欲しいと誘さそうように動いた。

「愛があるから？」

　そう言って桃瀬が笑う。

「お前って結構、恥はずかしいやつだよな。真顔で愛とかいうなよ。なんか困る」

　赤くなった顔を隠かくしたくて視線を逸そらすと、桃瀬が「先生は困ってんじゃなくて照れてんだろ」と分かったような口くち振ぶりで、俺の体を抱きしめたまま体勢を入れ替かえる。

　ベッドにどさりと落とされて、上にのしかかられた。

「イメトレの成果もあるかもな」

　桃瀬はそう言ってから、先程まで指を入れていた場所に亀頭を宛がう。

「ここに入りたいって、ずっと考えてた」

　桃瀬の欲望は一度出したのにまた硬く脈打ち始めている。後こう孔こうから会え陰いんまでを幹の先でなぞるように擦こすられる。こういうところが初めてとは思えないんだ。どうしてそうされるのが気持ちいいと知っているのか、疑いたくなる。

「やらしいことたくさん言わせて、たくさん泣かせて、むちゃくちゃにしたいと思ってた」

　桃瀬が焦じらすようにゆっくりと新しいコンドームを着ける。再び足を開かされて、腰を引き寄せられた。だけど先さき程ほどのように性急ではなく、今度は徐じよ々じよに奥に進んでくる。

「はぁ……っ」

「でも実際、泣かれると駄だ目めだ。先生に泣かれると、どうしていいのか分からなくなる」

　そう言って桃瀬は奥まで埋める。

「大事にしたいって思ってたんだ。あんたが俺のものなら、指輪の男なんかよりずっと大事にするのに。こんなに泣かせないのにって、最初の夜に思ってた」

　ゆっくりと何度も活かつ塞そくされて、先程の激しい快感ではなく甘く緩ゆるやかな快感が体を支配していく。満たされるように胸が熱くなる。

　抱かかえ込むように俺を抱きしめて「もう俺のものだから」と桃瀬が言った。

「あんたが俺を嫌きらっても、離してやらないから」

　大人の男の顔をしながら、凶きよう悪あくなくらい強い色気をまといながら、独どく占せん欲よくを隠しもせずにそんな子供じみたことを口にする。

　本当に可愛かわいくてしかたがない。離さないのはきっと俺の方だ。

　あんまり可愛いから。桃瀬の体に足を絡からめながら、まだ一度も言っていなかった言葉を囁ささやいた。

「好きだよ」

　口にした瞬しゆん間かん、桃瀬は目を見張り、目め尻じりを染める。

「お前になら泣かされるのも悪くない」

「うん」

　いつもとは違ちがう子供のような笑顔を浮かべて、桃瀬が嬉しそうに頷うなずく。

　初めて見るその笑顔は、今まで見たどんな表情よりも俺を虜とりこにさせた。










　試験が終わり、再び相談室を開けることになった日の放課後、一番最初に来たのは名取だった。

「先生は狡ずるい」

　開口一番にそう言った名取は、桃瀬に振ふられたと言って泣きだした。俺は何も言わずに、目の前でぼろぼろ泣く名取を見ていた。

「取らないでって言ったのに」

「ああ」

　誤ご魔ま化かそうと思ったが、確信を持った目に何も言えなくなる。桃瀬から何か聞いているのかもしれない。

「ずっと、私が一番斎の側にいたのに」

　名取はシャツの袖そでで涙なみだを拭ぬぐう。目の縁ふちが真っ赤になる。

　前回もここに来たとき、名取は泣いていた。置いてあるティッシュ箱を差しだそうとしたら、きっと睨にらまれた。だんだんと涙が治まってきたのか鼻をスンと鳴らしてから、恨うらみ言のように、「無神経だよ」と口にした。

「斎って、本当に無神経。それに昔から鈍にぶいんだよね。超ちよう鈍どん感かんなの。告白されない限り分からないんだもん。それなのに環かん境きようのせいでやたらと女の子の扱あつかいがうまいんだ。だからみんな斎のこと勘かん違ちがいするんだよね。慣れてるって、思うみたい。誰だれともつきあったことないのに」

　環境というのは母親の仕事のことだろう。数軒のクラブを経営していると桃瀬から聞いた。

　名取の言うとおり、俺も桃瀬のことを勘違いしていた。だけどそれに関してはお互たがい様だ。

　桃瀬も俺のことを、樺島や佐山同様にかなり誤解していたようだ。

　名取は気持ちを鎮しずめるように、テーブルの上に置いてある飴あめを一ひと粒つぶ口に入れる。

　俺が持ち込んだそれを嘗なめて「おいしいね、これ」と笑った。その拍ひよう子しにまた涙がこぼれて、名取は煩わずらわしそうにそれを指で払はらう。

　名取は「中学の時に、私だって斎に告白したんだよ」と俯うつむきながら言った。

「友達としてしかみれない。これからも、友達としてつきあいたいって、そんなの頷くしかないじゃん。でも、だからって友達としてまた見られるかって言ったら別でしょ。好きになっちゃったんだもん。嫌いにさせてくれなきゃ、元になんか戻もどれないよ」

　自じ嘲ちよう気味に名取は笑う。

「先生のストラップ、斎が作ったんだよ」

　名取はそう言って、テーブルの上に置いてある俺の携けい帯たいと、その先に付いているストラップを見つめた。

「私が作り方教えたの」

　また、じわりと名取の目に涙が溜たまる。

「それ、私が欲しかった」

　名取はぎゅっと膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめた。肩かたをふるわせて泣く姿が儚はかなげに映る。

「名取は美人だから、失しつ恋れんなんてきっとすぐに忘れられる」

　俺があの恋こいを忘れたように、名取もそのうち忘れるだろう。あんなこともあったななんて、懐なつかしく思い出したりする日が来るだろう。

「当事者がそういうこと言わないで。先生なんか、大だい嫌きらい」

　名取は涙を拭いティッシュで洟はなをかみながら、怒おこったようにそう言った。

「斎のこと、遊んで捨てたりしたら許さないから。大事にしてくれなきゃ、ＰＴＡに言いつけてやる！」

　名取はそんな強きよう烈れつな捨て台詞ぜりふを残すと、乱暴に相談室のドアを閉めて出ていった。

　その後ろ姿を見ながら「言われなくても」とそっと呟つぶやく。

　しばらくしてから、今度は桃瀬が顔を出した。

　我が物顔でソファに座ると、幼なじみと同様に飴を口に入れる。

「お前部活は？」

「休きゆう憩けい時間中」

「で？　何か相談か？」

「相談がないと来ちゃダメなのか？」

「ダメだ」

　桃瀬はしばらく考えてから「つきあってる人が冷たいんで、どうすればもっと惚ほれてくれるか相談したいんだけど」と色悪な笑えみを浮うかべる。

　思わず言葉に詰つまるほど格好良いいが、幼なじみから〝無神経で超鈍感〟と呼ばれているとは知らないだろう。

「そういえばさっき名取が来たぞ」

　桃瀬の相談は下らないので無視することに決めた。

「名取？　あいつ何か悩なやみでもあるのか？」

　自分が振った相手に悩みが無いと思っている桃瀬に、呆あきれてため息を吐つくと「もしかして俺の話か？」と気まずそうに言った。

　俺は肯こう定ていも否定もせずに、名取の「超鈍感」という評価に納なつ得とくした。

「お前、名取に何か俺のこと言った？」

　桃瀬は首を横に振ったが「昔からあいつは勘かんがいいから」と言葉を濁にごす。

「……それにしても初めてなのによく潰つぶれてる相手をラブホに連れ込めるよな。ある意味勇者だよ、お前」

　桃瀬は俺の言葉に「最初はする気なんてなかったんだよ」とため息混じりに口にする。

「ラブホ入ってする気ないってなんだよ」

　下手へたな言い訳だと思って聞いていると、桃瀬はその先を続ける。

「仲いい奴やつらと遊びに行って、帰りに先生を見つけたんだ。俺が送ることになって、それでなんとか肩貸して歩いてたら、先生が俺に向かって吐はいた」

「え？」

「そんなんじゃ電車もタクシーも乗れないし、仕方ないから近くにあったラブホに入ったんだよ。先生も汚よごれてたから先にシャワー使わせてやったら、素すっ裸ぱだかで出てきてびしょぬれのままベッドの上で寝ねやがった」

　思い出したのか、憎にく々にくしそうに桃瀬は言った。

　おそらく、話には省かれているがいろいろと細かい迷めい惑わくをかけたのだろう。幸か不幸か桃瀬に肩を貸されて歩いた記き憶おくも、一人で風ふ呂ろに入った記憶もない。

「全然覚えてねぇ」

　俺がそう漏もらすと、桃瀬は俺の着ている青色の細かいストライプの入ったシャツを指さす。

「そのシャツ、俺が洗ったやつだ」

「……悪い」

　確かにこれは結けつ婚こん式の日に着ていたやつだ。朝起きたときにホテル代は無かったのに、テーブルの上に服が畳たたまれて置いてあったのはそれが理由なのか。

「俺がシャワー浴びて出てきたらあんた起きてて、それで……」

「誘さそったのか」

　俺の言葉に桃瀬が頷く。そこから先はおぼろげながら記憶がある。

「なんで拒きよ否ひしなかったんだよ？」

　普ふ通つうは同性で年上の男に誘われたら、拒きよ絶ぜつするんじゃないだろうか。俺が勘違いしていると教えればそれで済んだはずだ。

「入った時はする気はなかったけど、あんたの姿みたら欲情したから」

　桃瀬はあっさりとそう言った。

「……今いま更さら体目当てとか言ったら殺すぞ」

　思わず軽く睨み付けながらそう言うと、桃瀬は困ったように首を傾かしげる。

「そうじゃないって何度も言ってる」

「だって、お前……俺がバスケ部庇かばったから俺のことが好きなんだろ？」

　それを聞いて桃瀬はあからさまにため息を吐いた。

「それはきっかけにすぎない。先生のこと好きだって気付いたのはたぶん、抱だいてる最さ中なか。俺以外の男のせいで泣いているの見てたら腹が立った。俺が守って、大事にしたいって思った。ただの欲情だったら、もっと面めん倒どうくさくない相手を選ぶ」

　この間もそう言った、と桃瀬は呟く。

　面倒くさくない相手として選ばれるのは嫌いやだったが、だからといって「面倒くさい」と言われるのはまた別の意味で嫌だ。今までつきあった相手からは逆の印象を持たれていたのに。

「……だけどあの日、お前先に帰ったよな？」

「朝練間に合わなくなりそうだったから」

　仕事と私どっちが大事なの！　みたいな台詞せりふが頭に浮かんだ。

　仕事どころか朝練と天てん秤びんに掛かけられてるのか俺は。しかも朝練の方が比重が上じゃないか。

「俺が無茶したせいで先生死んだみたいに寝てたから、起こすの悪いと思って」

　確かに目覚めたときの腰よう痛つうは半はん端ぱ無かった。

「俺が誘ったんだから自じ業ごう自得だろ……」

　最初から全部俺が誘ったのか。

　にこにこ相談員をやってる場合じゃない。幼いたい気けな高校生を誑たぶらかしてしまった。

「勘かん違ちがいで童どう貞てい食っちゃったのかよ」

　罪悪感も一ひと入しおだ。

「まずいだろ、童貞は。高校生だけでもまずいのに、童貞かよ。童貞に見えない桃瀬も悪いけど。ノーマルのくせに男で童貞捨てたのかよ」

「童貞って言うな。あんたわざと連呼してるだろ」

　不ふ機き嫌げんそうな桃瀬は口の端はしを引きつらせて、そのまま俺をソファの上に押し倒たおす。

「わっ」

「じゃあその童貞が、あんたのことどんな風に追いつめるのか思い出させてやるよ」

「おいっ、桃瀬……！」

　鋭するどい目で、桃瀬が俺の体に触ふれる。その目を見ながら「待て」と言った。

「待つかよ」

「俺とつきあうなら……最低限のルールは守れ」

「ルール？」

　耳元でささやく掠かすれた桃瀬の声に一いつ瞬しゆんこのまましてもいいかも、と思いかけた自分の緩ゆるすぎる理性を叱しつ咤たする。気を引き締しめないとすぐに、造りの良い顔と声に流されそうになる。

「学校では、俺とお前は教師と生徒だ。あんたじゃなくて先生。それから敬語な」

　桃瀬は不満そうに目を細めた。そんな表情すら格好良くて可愛かわいいと思ってしまう自分は、完全にこいつに惚れてしまっている。どうすればもっと惚れてくれるのかと桃瀬は言っていたが、もう十分すぎるほどに惚れているんだから、これ以上なんて無理だ。

　ただ、伊達だてに桃瀬より十年も多く生きていないから、それを表面化させない術すべを知っているだけだ。だってイニシアチブを握にぎるにはその方が都合がいい。

「それが守れないなら、俺はお前とはつきあえない。いいな？」

　桃瀬の目を覗のぞき込んで口にすると、桃瀬はすっと俺の体から離はなれる。

　桃瀬も俺も、二人とも溺おぼれたらすぐにダメになってしまう。こいつを捕とらえた以上、俺には責任がある。

「……分かりました」

　桃瀬は素す直なおに頷うなずいた。

「部活終わったら、先生の家に行きますから。覚かく悟ごしといてください」

　桃瀬は不敵に笑ってそう言った。

　引き際ぎわも弁わきまえてるし、笑った顔も、声も格好良い。

　だけど必死に欲情を抑おさえて余よ裕ゆうぶっているのだと分かっているから、思わず笑ってしまう。

　途と端たんに桃瀬は顔を赤くして、小さく舌打ちすると「マジ、後で泣かす」と呟いて相談室を出ていった。しばらく俺は、耳まで赤くした桃瀬の顔を思いだして一人で笑っていた。

　だけど笑いが治まってから、ふいに切ないような嬉うれしいようなおかしな気分になる。

　テーブルの上のストラップを握りしめながら「待ってるよ」と答える。

　一年後、五年後、十年後、あいつの隣となりにいるのは俺じゃないかもしれない。

　それでもあいつの中で忘れられない存在になれたらいいな、とそう願った。

　だけどできたら、これがお互たがいにとって最後の恋こいになればいい。

　そんな想おもいを込めて、俺は小さな銀色の鳥にそっと口吻くちづけた。
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